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始まりは彼の腕の中




　蓮れん杖じょう早さ穂ほ子こは不眠症だった。

　不眠症にはいくつかのタイプがあるという。

　寝つくまでに時間がかかる。

　眠りについても、夜中何度も目が覚める。

　起きるべき時間よりずっと早く目が覚めて、そのあと眠れない。

　眠りが浅く、熟睡した気がしない。

　ちなみに早穂子はオールマイティーの〝全部のせ〟だ。

　もちろん病院に行って治療を試みたことは過去何度もあるが、中学生の頃から十年近くこうなので、もはやどうしようもない。

　だから眠りから覚めて、目の前に〝裸の山やま邑むら始はじめ〟がいても、慌てることはなかった。

（ああ……夢だ）

　と、自分を納得させていた。

　自分と始が横たわっていたのは、かなり大きなベッドだった。

　足元のほうで間接照明が部屋をぼんやりと照らしているが、どこかはわからない。

　真っ白なシーツは恐ろしく肌触りがよく、自分はふかふかのバスローブを着ている。

（夢だってわかるということは、いわゆる明めい晰せき夢むというやつだ。でもまぁ、いいか……体は多少、休めているんだろうし……）

　早穂子はボーッとそんなことを考えながら、向き合う形で眠っている始の顔を見つめる。

　山邑始は、早穂子が勤める山邑リゾートの副社長である。山邑リゾートは国内外のリゾート開発とホテル運営を主にする企業で、その名の通り始は創業者の山邑一族の御曹司であり、なおかつ三十三歳で副社長という重役についている。といっても彼は創業者の身内だからその地位にいるわけではない。

　むしろ始が本格的に経営に参加するようになってから、山邑リゾートは業績をグングンと伸ばしており、始の父は数年内に社長を息子に譲るのではないかと言われている。かなり優秀で、現在、財界でも若きホープとして注目されている男だった。

　そんな山邑始と同じベッドに眠っている。ありえない状況なので、これは夢だ。

（それにしたって、美形はなにしても美形なんだなぁ……）

　枕に半分顔をうずめて眠る彼の顔は、どこからどう見ても美しかった。

　緩やかなくせ毛の下の、毛の流れすら整っている長くてまっすぐな眉。女子の憧れ、くっきりとした平行二重は切れ長で、目じりはすっきりとしている。まつ毛は庇ひさしのように長く、そこだけ見ていると夢見る乙女のようだ。鼻筋は高く細く、唇はふっくらとしていて柔らかそうで、女の自分でも触れたくなるような色気に満ち溢れている。

　そして顔立ちは美しいのに、あらわになった裸の首や、肩、腕はたくましい。かなり着やせするタイプのようだ。

（ちょっと触ってみようかな……）

　これは夢なんだからと念入りに繰り返し、思い切って手を伸ばし人差し指で下唇に触れる。

「や……やわらか～……」

　早穂子は驚きのあまり、そう口にしていた。

　びっくりするくらい優しい手触りだった。しっとりふわふわでドキドキした。

（ど……どうしよう、私よりぜったい美しい……全部のパーツで負けている……）

「ん……」

　始がくすぐったいのか、身じろぎした。

「あ、起きないで……」

　早穂子は慌ててお願いする。

　自分は総務部の一社員であり、始は副社長で雲の上の人だ。だからこれが夢だとわかっていても、目が覚めた始とまともに会話できる気がしない。

「んー……どうしようかな。起きないでなんて、初めて言われたんだけど……」

　始は目を閉じたまま微笑む。寝起きらしい少しかすれたセクシーな声を聞いて、早穂子の胸の鼓動はさらに速くなっていく。

「えっ、あの、そ……そこをなんとか……」

　ある意味これは起きているも同然のような気がしたが、まだ彼は目を閉じている。

（だからセーフ！）

「じゃあ……キスしてくれたら、起きない」

「キスしたら、起きない……え？」

　なにを言われたかよくわからなくて、真面目に聞き返してしまった。

「ふふっ……おもしろいなぁ……普通逆だよね……普通は……キスしたら起きるって言うよね……」

　山邑始は、クックッ……と肩を震わせながら笑うと、目を閉じたまま早穂子の頭の後ろに手を回し、引き寄せる。

「ほら、キスしよう。じゃないと俺、目を覚ましてしまうかもしれないよ……」

　ゆっくりと斜めに傾けた始の顔が近づいてくる。先ほど柔らかそうだと思った唇がかすかに開かれて、きれいで白い歯がちらりとのぞいた。

（う、うそ……ゆ、夢なのに、キ、キ、キッ……キスッ……！）

　そして凍りついたように体を硬直させる早穂子の唇に、そっと、柔らかく始の唇が重なった。

　夢でもだめだと思ったのに、つい誘惑に負けてしまった。

（や……やっぱり柔らかい……）

　山邑始の唇はとても柔らかかった。ふわふわしていて、温かくて、三十を過ぎた男性の唇がこんなに柔らかいと思わなかった。

　いや、これは山邑始だからだろうか。二十七歳の早穂子にも一応男性経験はあるのだが、かなり少ないという自覚はあるので（要するにひとり）比べることもできなかった。

「んー……」

　そして唇をくっつけたまま、山邑始は考え込むように声をあげると、唐突に唇を外し、パチッと目を開けてしまった。

「やっぱりこれ、正解なんじゃない？」

　始の、紅茶色の澄んだきれいな目を至近距離で見て、早穂子の心臓は跳ねる。

（さすが夢……まったく流れがつかめない……！）

「正解って、なにがですか？」

　なかなか覚めない夢に若干不安な気持ちになるが、つい問いかけてしまった。

　始は腕立て伏せするようにして立てていた腕をそのまま倒し、シーツの上に腕を組んで、うつぶせに寝そべる。

「きみはぐっすり眠れて、俺は気持ちよかった」

「――え、眠れ……え？」

　眠れた？

　気持ちいいって？

　上半身を起こし、きょとんとする早穂子を見て、始はにっこりと笑う。

「これって、ウィンウィンの関係ってやつだよね」

「う……うぃん？」

　そして始は相変わらず目を丸くしている早穂子の腕をつかんで、引き寄せる。

「きゃっ！」

　気が付けば早穂子の体は仰向けになった始の上に、またがるように乗せられていた。

　ブランケットの下に隠されていた始の体は完全に裸だ。鍛え上げられたたくましい体は、どこか王子様風の容貌をしている始の顔とのギャップを感じさせたが、それよりもなによりも、太もものあたりに感じるアレに、顔がどんどん熱くなっていく。

（これってもしかして……）

「ね、俺の勃たってるでしょ」

　そんな早穂子を見て、始はにやりと笑った。早穂子の指に自分の指を絡めて、ぎゅっと握る。早穂子よりもずっと大きな手だ。

「こうやって手を繋つないでるだけで、興奮してくる」

　彼は早穂子をじっと見つめたまま手を引き寄せ、早穂子の手の甲にキスをした。

　ビクッと体が震える。

「……やばいな。またしたい。覚えたての中学生みたいだ」

　そして早穂子を腰の上に乗せたまま、楽しそうにクスクスと笑った。

　下品な言葉も、なぜか彼の口を通して聞けばそうは聞こえない。むしろセクシーでかわいいとさえ感じてしまう。

（いやいやいやいや……私はいつまで夢を見てるの……！　山邑さんは、副社長ですけど！）

　いくらなんでもそろそろ目が覚めてもいいのではないか。夢とはいえ彼をこんなみだらな夢に付き合わせるのは、ある意味セクハラなのではないか。

　根が真面目な早穂子は急に申し訳なくなった。

「あの……そろそろ夢は終わりにしないと……！」

　だから真面目にそう言った。自分に言い聞かせて、目を覚ますつもりだった。

「ん？　だめだよ。終わりにはしない」

　始はゆっくりと首を振る。

　そして彼はぺろりと早穂子の手の甲を舐なめ、それから指に歯を立ててかみつくと、

「ねぇ、キスして」

　濡れたような瞳で、そうささやいたのだ。

（嘘うそ……嘘……？）

　かまれた指は、わりとリアルな痛みだった。

　繋いでいた手を始が引っ張ると、早穂子の体はそのまま前へと倒れていく。

　始の少し赤みがかった茶色い目に、自分のシルエットが映るその距離まで……。

　早穂子の首の後ろに、始の腕が回る。

「俺をもっと興奮させて。感じさせて……」

　結局早穂子は、彼の甘い誘惑に逆らえるはずもなかったのだ。




（夢じゃ、なかった……）

　事後、始の腕に抱きしめられたまま、早穂子は呆ぼう然ぜんとベッドに横たわっていた。

　あのあと、かなり念入りに早穂子は始に抱かれた。念入りというのはその言葉の通りで、まるで丸め込まれるようなセックスだった。

　始は言葉も指も舌も器用で、タフでいつまでも強きょう靭じんだった。

　甘く、強く、優しく……。早穂子を行為に没頭させるための手て練れん手て管くだは驚くばかりで、経験人数がたったひとりとは思えないくらい、乱れてしまった。

（ということは……昨日のあれは……全部……本当にあったことなの……？）

　早穂子は両手で顔を覆い、死ぬほど後悔しながら、記憶を手た繰ぐり寄せる。

　そうだ。昨夜はノー残業デーで全員五時に退社。それから都内の山邑リゾート関連ホテルでの立食パーティーに参加した。東とう京きょう本社の新入社員のための懇親会だった。去年の十月に入社してまだ半年の早穂子も、それに参加したのだ。




＊＊＊




「では、乾杯！」

　新入社員代表の挨拶が終わり、グラスが高々と掲げられる。

「かんぱーい！」

　いろんな飲み物が入ったグラスが持ち上げられ、あちこちでグラスを合わせる音がする。それからパーティー会場は、ワイワイと急ににぎやかになった。

（本当に、新入社員の年齢ってバラバラなんだな……）

　早穂子はグラスに口をつけつつ、ぼんやりと周囲を見回した。

　高卒の十代から定年退職後の六十代まで、会場には五十人程度の新入社員しかおらず、ここに上司と呼ばれる人間は、ほぼいない。純粋に新入社員に横の繋がりを持たせるための懇親会らしい。

　そもそも山邑リゾートは新卒という特典が使えないどころか、逆に年齢制限すらないのである。さらに入社の時期だってバラバラだ。春に入ってきた者もいれば冬に入社した者もいる。五年ほど前から、副社長の山邑始が『優秀な人材はいつでもウェルカムでしょ』と始めたことらしい。

　なので山邑リゾートの社員たちはバラエティに富んでいて、職場はいつも活気があった。山邑リゾートで働くことが好きだと心底思っている社員が集まっているのだ。

「蓮杖さん、飲んでるー？」

　元気よく声をかけてきたのは、営業部の夏なつ川かわゆず、ショートカットのかわいらしい雰囲気の女子だ。早穂子より半年早く、春に入社していて、何度か社内で話したことがある。二十四歳で、前職も営業だと言っていた。

「えっ、あ、はい、飲んでます」

「また敬語になってる～。敬語じゃなくていいって言ったじゃん。半年先に入っただけで、同期でしょ～。それに蓮杖さんのほうが一応年上なんだから」

「あ……そっか。うん。わかった」

　真面目に、緊張した様子でうなずく早穂子を見て、ゆずは頬を緩ませた。しばらく早穂子と肩を並べてテーブルの上の料理を眺めていたが、ハッとしたように早穂子の腕をつかんで引き寄せる。

「てか蓮杖さん、まずローストビーフに並ばないと！　ここのローストビーフ、絶品なんだよ～。コスパ的に正直、これしか食べなくていいレベルだよ！」

「え、そうなの？」

「そうだよっ！」

　ゆずに引きずられるようにして、ローストビーフを切り分けているシェフの列に並ぶことになった。

「なんか蓮杖さんって見た目と違ってホワホワしてるよね」

　ゆずが目をキラキラさせながら早穂子を見上げる。

　早穂子の背が高いというよりも、ゆずが平均以下で小さくてかわいいのだ。人懐っこい小動物のような愛らしさがある。そうした好かれる要素が自分にはまるでないと思っている早穂子は、そんなゆずが少しだけまぶしい。

「ホワホワって……」

「してるでしょ。クールだけど……声がかわいいからかなぁ～。ギャップがあっていいわ」

「クールだなんて……ずっと愛想がないって言われてたから。ものは言いようだね」

　早穂子は笑う。

　謙遜でもなんでもなく、昔からおとなしくて真面目で、朝から晩まで本を読んで、外に出ない早穂子は、身内にすら愛想がないとたしなめられることがよくあった。

　不眠を自覚し始めたのは中学に入学したくらいだろうか。

　きっかけはおそらく些さ細さいなことだったと思う。友人同士のちょっとした喧けん嘩かに巻き込まれて、不安で寝つけなくなったのだ。寝なければと思えば思うほど目が冴さえて、白々と明るくなっていく窓の外の景色に焦る日々が続いた。いっそ勉強でもすればいいと机にかじりついていても、授業中に眠くなり、早穂子の学校生活は滅茶苦茶になってしまった。

　家族に体が疲れれば眠れるはずだと外に連れ出されても、逆にアドレナリンが出て目が冴えることが多く、日中のつらさが増した。気が付けば不眠が習慣になってしまっていた。

　大学に通うようになって自分のペースで完全に生活できるようになってから、それまでの苦しみはかなり減ったが、やはり昼間はボーッとすることも多く、働きだしてからはかなり気を張って生活するようになった。

　だが結局、前職で些細なミスを犯してしまった。早穂子のミスではなく、とばっちりのようなものだったのだが、それをきっかけに上司にきつく責められるようになり、不眠症の病気についても揶や揄ゆされ、つらくなって辞めてしまったのだ。

　運よく山邑リゾートに再就職できたはいいが、相変わらず人付き合いはあまり得意ではない。むしろどこか、人と積極的にかかわることを避けている部分がある。

「いやいや、愛想がないってそれはないわ。普通にちゃんと話せてるじゃん。感じいいし～。美人だし～」

「夏川さん、さすが営業だ。丸め込まれそうだよ」

「もうっ、お世辞じゃないのにっ！」

　かわいらしく頬を膨らませるゆずを見て、早穂子は笑った。

「そういえば、まだ副社長来てないみたいだね」

　ゆずがそわそわしたように会場内を見回す。

「副社長、来るの？」

　副社長という言葉を聞いて、少しドキッとした。

「毎年これには顔出してるって聞いたよ。ちょ～～、カッコいいよねっ！」

「あ……うん。すごく、素敵だよね」

　早穂子もつられるようにうなずいた。

　山邑始は広い交友関係を持ち、マスコミにも躊ちゅう躇ちょなく顔を出す。その地位と華やかな容姿と、魅力的な立ち居振る舞いに、憧れない女性社員はいない。社内では完全に手の届かないアイドルのような立ち位置なのだが、そもそも彼はめったに本社に顔を出さない。国内外のリゾート開発とホテル経営が主なため、当然世界中を飛びまわっているのだ。

　だが今日は、その彼がここに顔を出すという。

（そっか……副社長、来るんだ……）

　早穂子の胸は甘く高鳴る。

　入社前の面接と、入社後に思いがけない場所で一度だけ話したことがある。早穂子はそのことをとても大事な思い出として、胸にしまっているのだ。

（副社長は覚えてないだろうけど……）

　だがそれは早穂子の心の中で、とっておきの思い出だった。

「あっ……来たああっ！」

「えっ……！」

　ゆずの悲鳴に似た声にハッとして顔を上げると、入り口から紺色の三つ揃え姿の山邑始が入ってくるのが見えた。十メートル以上離れていてもすぐにわかる、彼の持つ明るく華やかな雰囲気にあてられて、当然会場内からも「わあっ」と歓声があがる。だがその姿も、あっという間に社員に取り囲まれ、見えなくなってしまった。

「えっ、ちょっ、見えなくなったっ！」

　背の低いゆずは舌打ちしながらピョンピョンとその場に跳ねている。

「もう少し落ち着いたら挨拶に行けるんじゃない？」

「むむっ……そうだね。先に肉食って体力をつけるぞ！」

　ローストビーフの列が山邑始の登場によってなくなっていた。

　ゆずはキリッとした表情で、肉を切り分けているシェフに皿を突き出す。

（なんだかかわいいな……）

　ウキウキしているゆずを見ていると、こっちまで楽しい気分になれる。自分にはない、ゆずの溌はつ剌らつさがまぶしい。

　ローストビーフを食べて軽くワインを飲んだあと、ゆずに付き合って歯磨きをしメイクまで直してしまった。

　当然、そのあとは山邑始のもとに行こうと誘われたが、そこは丁重に断る。

「えーっ、蓮杖さん行かないの？」

　ゆずが信じられないと言わんばかりに目を丸くする。

　確かにそうだろう。今日の懇親会に出ている新入社員の目当ては、男女問わず山邑始だ。彼と少しでも話がしたいと思うのが当然の流れだ。

　だが早穂子だって別に、避けているわけではない。むしろ話せるものなら話してみたい。けれど同時に、自分にとって山邑始はただの憧れと呼ぶには少しだけ距離が近すぎる。下手に触れてしまえば、もしかしたら好きになってしまうのではないかと、そんな気持ちになってしまう人だった。

　人とかかわるのが苦手だから、人を好きになるのは勇気がいる。好きにならないに越したことはないと、早穂子は思う。

「あの輪の中に突入できそうにないから、やめとく」

　早穂子は笑って肩をすくめる。

「そっかぁ……じゃあ私は行ってくるね！」

　ゆずはパワフルにガッツポーズを決めて、パウダールームを飛び出していった。

　それを手を振って見送りながら、早穂子は「ふぅ……」と息を吐く。

　なんとなくひとりでパーティー会場に戻る気になれず、そのまま廊下の突き当たりにあるソファーセットに座った。

　周囲には観葉植物がソファーを隠すように並べられていてとても静かだ。手持ち無ぶ沙さ汰たにスマホをバッグから取り出してみれば、妹からメッセージが届いていた。

【お姉ちゃん、たまには帰ってきたらー？】

「帰ってこいと言われてもな……」

　早穂子の実家も関東圏内で帰ろうと思えばいつでも帰れるのだが、あまり気が進まない。両親は早穂子の顔を見るたびに、『見合いをしろ、結婚しろ』とうるさいことこの上ない。正月に帰省したときも、それで辟へき易えきして一日早く帰ったくらいだ。

【お見合いしろって言われないならね】

　早穂子はため息をつきながらそう返事をし、バッグの中にスマホを戻した。

（どうして三人も姉妹がいて、真ん中の私ばかりお見合い結婚させようと思うんだろう……。やっぱり一番結婚できなそうだからかな……？）

　両親が心配してくれることに対して、こんなことを思うのは間違っているかもしれないが、お前は人間として欠陥があると思われているようで、正直言って、あまり気分がよくない。

「家族でも……ほっといて……ほしいな……」

　思わずそんなことを口に出してしまっていた。

「俺も時々、そう思うよ」

　唐突に観葉植物の向こうから男性の声がした。

「えっ？」

　驚いてソファーから腰を浮かせると、ちょうど早穂子の対角線上に紺色のスーツを着た男性が見えた。片手にスマホを持っていた彼は、目を丸くしている早穂子に向かって、にっこりと微笑む。

「――副社長」

　そう、山邑始だった。始がそこにひとりで座っている。

　なぜ？と頭がパニックになるが、手にスマホを持っているのでもしかしたら誰かと電話していたのかもしれない。

「すみません、おじゃましました」

　早穂子は慌ててバッグを持ち上げその場から立ち去ろうとしたのだが。

「あ、いいよ。電話はもう終わってるから」

　始が腰を浮かしかけたので、余計焦ってしまった。早穂子は持っていたバッグの中身を、そのまま床にぶちまけていた。

「あっ……」

　慌てて床にしゃがみこみ、バッグの中身をかき集める。

（恥ずかしい……！）

　憧れの副社長の前で、とんだ失態だ。頬にどんどん熱が集まって恥ずかしくてたまらない。

（もうやだ～！）

　焦りながらあれこれつかんでバッグの中に押し込んでいると、

「待って、ゆっくり拾おう」

　なんと始が早穂子の前にひざまずいてポーチを手に取っていた。

「すっ、す、すみませんっ……！」

「いいから。そんな泣きそうな顔しないで。俺がいきなり声をかけたんだから」

　始はにっこり笑って、それから拾ったものを早穂子に手渡していく。

「すみません……」

　バッグの中に、手渡されたものをひとつずつ、きちんとしまった。

「これって睡眠導入剤？」

　落とした瞬間、ポーチからこぼれ落ちてしまったらしい。病院でもらっている睡眠導入剤のシートを、始が拾い上げる。

「はい」

　一瞬ドキッとしたが、早穂子は入社試験を受け面接まで進んだときに自分の不眠症についてきちんと説明している。だから面接をした始は知っている話だ。隠すことに意味はないので、うなずいた。

「まだ眠れないの？」

「――はい。あまり」

「そうか……」

　始は少し考え込むように顎先を撫なでている。

　今のところ職場に迷惑をかけたつもりはないが、自分という存在がいつ大きな〝リスク〟になるかはわからない。いや、そもそも失敗するかもしれない時点で十分にリスクではあるはずだ。

（もしかして……採用して失敗したって思われてるのかな……）

　そう思うと悲しくて、いたたまれない気分になる。

　自分から、辞めると言ったほうがいいのだろうか。

（でも、辞めたくない……）

　山邑リゾートはいい職場だ。まだ働いていたい。

　そうやって、泣きたい気分を必死で抑えていると、

「昼間つらくなったら、ちゃんと休んでる？」

「え？」

　始の思いがけない問いかけに早穂子は目を丸くした。始は戸惑う早穂子をよそにすらすらと言葉を続ける。

「うちはリフレッシュルームもあるし、バンバン使っていいって周知してると思うけど……利用してる？」

　始の声や表情は、まるで友人を心配するような親しみがあった。

　山邑リゾートの本社にはフロアをまるごとひとつ使った立派なリフレッシュルームがあり、エステ、整骨院、マッサージ、美容室、さらに仮眠室まであって、どれも技術料を考えればタダ同然の格安料金で利用できる。だから昼休みともなれば、社員でにぎわっているのだ。

「あ……はい。使わせてもらっています……すごく、助かってますっ……」

　なんと副社長に気遣われてしまった。辞めさせられるのではと思っていたので、気が緩んでほっとした瞬間、嬉しくてぽろりと涙がこぼれた。

「どうして泣くの」

　始がクスッと笑って、そのまま持っていた早穂子のハンカチで涙を拭いてくれた。

「すす、すみません……」

　いい大人のくせして、優しくされて泣くだなんて恥ずかしい。

　だがなかなか涙は止まらなかった。ぽろぽろと後から後から、頬を伝ってこぼれ落ちていく。

　さすがにこれはまずい。副社長にこれ以上失態を見せられない。ということは早くこの場を立ち去るしかない。早穂子は無言でペコッと頭を下げて立ち上がろうとしたのだが、

「あ、待って」

　始はなにを思ったのか早穂子の手首をつかみ、引き寄せていた。

「きゃっ……」

　バランスを失いかけて、思わず悲鳴をあげる早穂子だが。

「しーっ……声、出さないで……」

　始の手が早穂子の背中に回る。顔が上等なスーツに押しつけられて、ものすごく焦ったが、始は両腕で早穂子を腕の中に閉じ込めるように抱きしめてしまった。

「山邑さん、どこ行ったんだろー！」

「ふくしゃちょー！」

「ハジメさーんっ！」

　女子だけではない、野太い男子の声も混じっていた。どうやら姿を消した始を、社員があちこち探し回っているらしい。

（もしかして見つかりたくないってこと……？）

　早穂子の心臓は早鐘のように鼓動を打ち、口から飛び出しそうなくらいドキドキしていた。

　広くたくましい胸。熱い体。彼自身が熱を発するようなエネルギーがある。

　だから包み込むように抱きしめられると、心臓がキュッとなって苦しいはずなのに、同時に安心感のようなものが、沸き起こってくる。

（どうしよう……！）

　こんな気持ちになるのは間違っているはずなのに、ときめきが抑えられない。

「どこ行ったんだろ～？」

　のんきな声が聞こえる。ゆずだ。

　ごめんなさいと思いながら早穂子は心の中で必死に叫ぶ。

（でも、早く行って～！　離れて～！　私の心臓がもたないからっ！）

　けれど始を探す人たちの声はなかなかこの場を離れようとしない。行ったり来たりして戻ってくる。その間当然、自分は始に抱かれたままだ。

　ふたりの間にある音は、呼吸音と、心臓の音だけ。そして始からはなんとも形容しがたいいい匂いがして、息を吸うたびに自分の体の中に始の匂いが満ちていく。このまま呼吸をしていたら、彼でいっぱいになるような気がする。

　すでに感情はドキドキを通り越して、ふわふわしているような、夢の中にいるような、そんな気分になってしまっていた。

（不思議だな……）

　いつの間にか、まるでこうしているのが自然のような、抱き合うとぴったりと体がおさまっているような気さえしてきた。

（なんだかひとつに溶けちゃうような気分……っていうか……信じられないくらい、眠い……かも……）

　この状況でこんなことを考えてはいけないと頭ではわかっているのだが、正直とても心地よくうっとりしてしまう。

　こんな状況で眠くなるなんて、自分はやはりおかしい。だが始の腕の中で目を閉じたら、きっと気持ちいいだろう……なんて想像するのをやめられない。

（そんなことありえないけど……）

　それからしばらくして、

「大事な電話って出ていったから、仕事に戻られたのかも」

「残念だなぁ～！」

　と、声が遠くなっていく。そして周囲にはもとの静けさが戻っていた。

「はぁ……もう大丈夫かな」

　始の声がぴったりと重ねた体の中から響く。

「そう、みたいですね……」

　早穂子もうなずいて同意したが、彼の腕の力は緩まなかった。

　どうしてだろう。

「あの……？」

　顔を上げると、自分を見下ろしている始と至近距離で目が合った。あまりにもマジマジ見つめられているので、ドキドキして、ごくりと息をのんでしまった。

「急に抱きしめたりしてごめんね」

　始が笑う。

「いっ、いや、そんなっ……」

　早穂子はプルプルと首を振った。

「じゃあ、俺に抱かれて嫌じゃなかった？」

　本気で言っているわけではないのだろう。頭ではわかっているのだが、始がからかうように問いかけてくるので、早穂子は真面目に、

「はいっ……！」

　と力いっぱいうなずいて、次の瞬間ハッとした。これではいくらなんでも言い方が悪い。

　慌てて首を振る。

「あの、安心するっていうか、ふわふわするっていうか、このまま眠れそうでした……！」

「アハハッ……そっか」

　始はそこでようやく腕の力を緩める。

　重なっていた体が離れると、急に寂しい気分になった。だが今度は早穂子の両方の肩に、始の手がのる。

「――不思議だな」

　始が顔を近づけて目を細める。

「え？」

　その声のトーンは低く……少しいつもと違っているような気がして、早穂子の胸は甘く痛んだ。

「きみと離れがたい」

「あの……」

　離れがたいというのはどういう意味だろう。

「――失礼」

「ひゃっ!?」

　一度離れた腕が、もう一度早穂子の背中に回った。ぎゅうっと抱きしめられて、息が止まりそうになる。

（ななななな、なんでっ！）

　目が点になる早穂子だが、始は躊躇なく、早穂子の背中を手のひらで撫でる。まるで形を確かめるようなその仕草に、早穂子の全身は火をつけられたかのように熱くなった。

「ねぇ……いったん俺が会社の人間だってことを忘れて、聞いてくれる？」

「は……はい……」

　耳元で響く声に早穂子はうなずく。

　会社の人間もなにも、山邑始は自分にとって憧れで、雲の上の人すぎるのだが。

　いったいなにを言われるのだろうと、早穂子は緊張して始の言葉を待った。

「今日はこのまま、俺の腕の中で眠ってみない？」

「え……？」

　始の唇が、早穂子の耳たぶに触れる。

「眠れそうって言ったよね。俺も、きみと寝てみたい」

　そう、色気たっぷりにささやかれて――。呆然としていると、始の歯が早穂子の耳たぶをかんだ。

「嫌ならここで俺から逃げて」

　耳たぶに触れる甘い誘惑は、そのまままっすぐに早穂子の心を射抜く。

「逃げないなら、このままきみをさらっていく」

　早穂子はその一瞬で、世間体や常識をすべて、忘れてしまった。

　漠然とした憧れではない。どうしようもなく恋に落ちていた。流されたわけではない。背中から突き落とされたのだ。

　有無を言わさずさらわれたいと思ったし、自分の意志で――憧れの人に抱きしめられたいと願い、彼を抱きしめたいと思った。

　だから早穂子は彼に手を引かれて、ホテルの高層階の部屋へと向かっていた。間違いなく自分の意志だった。




「緊張してる？」

　ドアを閉めるとすぐに始が顔を近づけてきて、ささやく。

「少し……」

　心を決めたとしても、当然百パーセント心を開いたわけではない。憧れの人とふたりきりで緊張してしまう。

「緊張しないでいいんだよ。楽しむんだ」

　頬を撫でられ、それから額に唇が押しつけられる。チュッと音がして、それからこめかみ、頬、首筋とキスが移動する。おそらくわざとだと思うのだが、妙にくすぐったくて、早穂子も「ふふっ」と笑ってしまう。

　おかげで少し体の力が抜けた。そのまま押し倒されるようにベッドにもつれ込んだが、次の瞬間、早穂子はハッとした。

「しゃっ、シャワー！」

「えーっ、いいよ、あとで……」

　始はあっさりとそれを却下しつつ、早穂子のスーツのジャケットのボタンを外す。

「い、いやっ、よくないですっ！」

　憧れの人ににおうなんて思われたら楽しむどころの話ではない。正直に言って死んだほうがましだ。

　早穂子はプルプルと首を振ったが、始は抵抗する早穂子の手首をつかんでシーツに押しつけ、ペロリと早穂子の首筋を舐めた。

「気にしないで……きみ、いい匂いするし、おいしそう……早く食べたい」

　始の舌の感触は柔らかく、早穂子はそれだけでゾクゾクと体が震えたが――やはり乙女心はそれを許さなかった。

「やっぱりだめです！　すみませんっ！」

　早穂子はグーッと始の上半身を押し返すと、そのまま慌ててバスルームへと駆け込んでいた。




　早穂子なりに超特急のハイスピードだったのだが――。シャワーを浴びてバスローブを着て出ると、スーツの上着だけ脱いだ始がベッドに寝ころんでスマホをいじっていた。なんだか背中に〝拗すねてます〟と書いてあるように見える。

「す、すみません……おまたせしました」

　おそるおそる彼の背後から正面に回り声をかけると、案の定、始はふてくされたように、

「待ちくたびれちゃったな」

　と唇を尖とがらせていた。

「めちゃくちゃ興奮してたのに、三十分もお預けされてさ～……」

「十分もかからなかったと思うんですけど……」

「いや、俺は三倍くらいの長さに感じたね」

　始は上半身を起こして、早穂子を見上げる。

「俺を焦じらしたらお返しが怖いよ？」

　その拗ねた顔が妙にかわいく見えて、早穂子はフフッと笑ってしまった。

　そして笑った早穂子を見て、始もにっこりと笑う。ふたりの間の空気が柔らかく変化していく。

「おいで」

　差し出された手に自分の手をのせると、つかまれてグッと引き寄せられた。ベッドの上に押し倒され、始がのしかかってくる。

「リラックスして……」

　大きな手のひらが頬を撫でた。

「今この瞬間を、楽しめばいい」

　彼の澄んだ紅茶色の瞳に、自分の影が映る。

　目を閉じると同時に、唇がふさがれた。




＊＊＊




　――そう、そういう流れで早穂子は始と一夜を共にして、目を覚ました始に、また抱かれてしまったのだ。

（大変なことをしてしまった……）

　すやすやと眠っている始を起こさないようにそっとベッドから抜け出して、バスルームで始に脱がされたスーツを身にまとう。

　時計を見れば、そろそろ朝の五時だ。偶然に偶然が重なって山邑始とこういうことになってしまったわけだが、一緒に朝を迎える気は早穂子にはない。

　確かに抱き合っているときは楽しかったし、とても気持ちがよかった。とろけるように愛されて、そのまま幸せな気分でぐっすりと眠ってしまった。

　けれど時間が経って目を覚ました始と向き合うのは、〝現実〟だ。

　山邑始は死ぬほどモテる。遊び人という噂うわさも聞いている。さすがに社員に手を出すという噂は聞いたことはなかったので、今回のことは驚いてしまったが、始が『俺が会社の人間だってことを忘れて』と言ったことを早穂子は覚えていた。

（要するに、一夜の遊びって自覚してねってことだよね）

　別に悲しくはない。寂しくはあるが当然だと思う。

（目が覚めたときに夢だと思うくらい、私だって信じられなかったんだもの……）

　朝が来る。夢には終わりがある。

　早穂子は身支度を整えたあと、ベッドですやすやと眠る始の顔をじっと見下ろした。

（ありがとうございます……っていうのも変だけど……）

　薬も飲まず安心して眠れたのは事実だし、始のおかげだ。

　早穂子は細心の注意を払いながら、眠る始の額にキスをして、それからホテルの部屋を出たのだった。










夢で終わりにする気はないよ




　始発が動いていたので電車で帰宅することにした。

　ちなみに早穂子は学生時代からずっと同じ町に住んでいる。社会人になってワンルームから１ＤＫに変え、最上階に引っ越しはしたが、住んでいるのも同じマンションだ。

　新しいところに住めばいいのにと、過去何度か友人たちに言われたこともあるが、早穂子は大きな変化を望まない。自分で言うのもなんだが、おそらく安定志向が高いのだろう。

（そのくせ、副社長とあんなことしちゃったけど……）

　生まれて初めての大冒険になんだか夢を見ているような気分だった。

　――カーッ！

　頭上でカラスが鳴いている。顔見知りばかりの商店街も土日のこの時間はさすがに人通りがない。地元の田舎の風景と少し似ているこの町が早穂子は好きだった。

「ただいまー」

　どこからか聞こえるカラスの鳴き声に返事をしながら、早穂子はドアを開ける。ふんわりと漂うルームフレグランスの香りに、家に帰ってきたんだという実感が湧いてきた。

　今日は土曜日だ。二日もあればリフレッシュして気分を切り替えられるだろう。月曜日には何事もなかったかのように出社できるはずだ。

（そして山邑さんとの一夜も、夢だと割り切れる……はず）

　そう思うのだが……。

　スーツを脱いでリラックスウェアに着替えたとき、ふわりと自分から山邑始の香水の香りがして着替える手が止まってしまった。

　いや、それだけではない。

　キスをするときに傾ける頬の角度や、長いまつ毛からのぞく紅茶色の目。

　息遣い。匂い、ため息と、触れ合った肌の感触。

　次々と彼の面影が走馬灯のように浮かんでは消えて、早穂子の心をぎゅっと締めつける。

　部屋を出るときに、ついどうしても去りがたく、これで最後だからと寝顔を見てしまったのがいけなかったのだろうか。

（ああ、まずい……っ！）

　早穂子は大きく息を吸い込んで、勢いよく声を出す。

「オッケー、オッケー、なんともない～♪」

　そう自分に言い聞かせて台所で朝食の準備を始めた。

　お米をといで炊飯器にセット。それと大根のお味み噌そ汁しると、だし巻き卵を作った。

　近所の商店街の青果店は、だいこんを葉っぱ付きで売ってくれるので、落とした葉はじゃこと炒める。お醤しょう油ゆをかけてジュージューといい音と香りがしてきたら、手早くお気に入りの食器に盛り付け、ダイニングのテーブルの上にのせる。

　なぜか無性におなかがすいていた。

（山邑さんと……朝から盛り上がっちゃったから……って、また考えてる！）

　ぶんぶんと頭を振って彼の姿を頭の中から追い出す。

　さぁ、食べようかと手を合わせたところで、ピンポーンと、チャイムが鳴った。

「え？」

　驚いて壁にかかっている時計を見上げたが、まだ朝の七時だ。宅配便にしては早すぎる。

　いったい誰だろうと不思議に思いながら、そろりそろりと足音を消してドアに近づいた。

　そしてそーっと、ドアののぞき穴から向こうを見つめると、そこに始が立っていた。

「――っ!?」

　――ガタガタガタッ！

　動揺のあまり、早穂子は玄関のなにもないところでつまずいていた。壁に膝をしこたま打ちつけたがそれどころではない。なぜ始がいるのだ。

　意味がわからず、両手で口元を押さえる。

「開けてくれるー？」

　物音を聞きつけたのか、ドアの向こうで、始が声をあげる。

「えっ、ちょっ……」

　早穂子は慌てて鍵を開けた。

　開けたらどうなるかとかそんなことはすっかり頭から抜け落ちていた。

　早穂子がドアノブを押すよりも早く、ドアが外に向かって開く。

「おはよう」

　髪をくしゃっとかき上げながらドアの内側に入ってきた始は、スーツではなく、コットンのカットソーに薄手のデニムジャケット、そしてベージュの細身のパンツ姿だった。

（私服……初めて見た……）

　スーツ姿は何度か見たことがあるが、オフの私服は初めてだ。

　シンプルなきれいめカジュアルという早穂子の趣味ど真ん中をついてくる始に、早穂子はなんとも複雑な気分になったが、いやいや今は、そんなことを考えている場合ではないと、唇を引きしめる。

「お……おはようございます……」

「んー……、あ、朝ごはん中？」

　始が首をかしげる。

「はい……今から」

　こくりとうなずくと、始はふっと笑って、一歩中に足を踏み入れつつじっと早穂子を見下ろす。

「ふーん。和食だ。いい匂いだね。ちなみに俺、昨日は昼からなにも食べてないんだよね」

「そうですか……」

　始の紅茶色の視線がまっすぐに早穂子に突き刺さる。

　目は口ほどにものを言う。

（この強い視線……）

　ジーッと始に見られている。穴が開きそうだ。あんまり見ないでほしい。

　今さら気づいたが、すっぴんでルームウェア姿だ。早穂子は始のまっすぐな眼差しから目を逸らし、仕方なく問いかけた。

「あの……もしよかったら、召し上がりますか？」

「うん！」

　始がパーッと笑顔になった。

　逃げて帰ってきたというのに、なぜか我が家で一緒に朝ごはんを食べるという、おかしなことになってしまった。

「波は佐さ見み焼やきだね。好きなの？」

　始が食卓の上の食器を見て、目を細める。

「はい」

　早穂子は食器を買うのが好きなので、ちょっといいものを少しずつ集めているのだ。

　波佐見焼はデザインがモダンなものが多く、最近特にお気に入りだった。

「長なが崎さきに行ったことはある？」

「いえ、これはデパートの催事で買ったので行ったことはないです。いつか行ってみたいとは思うんですけど」

　始の上着をハンガーにかけて、それから食器に始の分の朝食を盛り付ける。

「いただきます」

「どうぞ……お口に合えばいいんですが」

　早穂子はアハハ、と笑いながら、とりあえずお味噌汁に口をつけた。

（いったいなにしに来たんだろう……忘れ物を届けに来たって感じでもないし、いや、そもそもなんでうちがわかったの？）

「あ、住所は社内コンプライアンスに抵触するやり方で調べた。ごめん」

　始がさらりと爆弾発言をする。

「ゲホッ……」

　まるで早穂子の考えを読んだかのようだ。あっけらかんと告白されて、早穂子はむせてしまった。

　箸を置き、テーブルを挟んだ目の前で、美しくお味噌汁を飲む始を見つめる。

　いったいどういうことだろう。本当に始の考えていることがわからない。

「あのっ……」

　ところが始は早穂子の言葉を遮るように先に口を開く。

「今日なにか予定ある？」

「えっ、いえ、特にありませんが……」

「そっか。じゃあ食べ終わったら、出かける用意をして」

「へっ？　あの……えっ……？」

　ぽかーんとしていると、始が〝めっ〟という顔になる。

「ほらー、せっかくのおいしい朝食が冷めちゃうじゃん。温かいうちにいただかないと」

「あっ、はい……」

（なぜ私が急かされるの……？）

　そう思うが、結局始のペースに巻き込まれてしまったようだ。

　早穂子は慌てて箸を持ち、だし巻き卵を口に運んだ。




　それから四時間後――。

　お昼前には早穂子は始と一緒に長崎にいた。

「晴れててよかったね」

　始はさわやかに笑って、助手席のドアを開ける。

「どうぞ」

「あっ、ありがとうございます……」

　飛行機に乗る前、オンラインですでにレンタカーの申し込みを済ませていたらしい。始の電光石火の行動力にまったくついていけないまま、ぽわーんと夢見心地で助手席に乗り込み、シートベルトを締めた。

（まさか長崎に来ることになろうとは……！）

　動きだした車の窓から、早穂子は呆然と外を眺め、それからハンドルを握る始の顔を見つめる。

　少し開けた窓から入ってくる風に、始の髪がふわふわとなびく。その横顔がとてもきれいで、早穂子はボーッと見み惚とれてしまった。

「ん、俺に見惚れてるの？」

　始が視線を感じたのか、クスッと笑う。

「み……」

　見惚れてなんかいないと言いかけたが、実際見惚れていたわけで。

「見惚れてましたね……」

　否定する言葉も思いつかず、正直にうなずいた。

「アハハ……きみ、なかなか正直者だよね」

　若干からかわれているような気がしたが仕方ない。

「あの、それよりも今からどこに行くんでしょうか」

「きみが行ってみたいって言ってたところ。波佐見焼。車で一時間くらいで着くからね」

「ええっ!?」

　一瞬なにを言われたのかわからなかったが、確かに食器のくだりでそんな会話をした。だが、あくまでもさらっとした会話の流れで、口にした早穂子自身忘れていたくらいだ。

　まさかそれで長崎に来たとは今の今まで思いつかず、開いた口がふさがらない。

「あそこまで行くと嬉うれし野の温泉が近いんだ。今晩はそのあたりに泊まろうか」

「とっ、とまっ!?」

　始は泊まるなどとはひと言も言わなかったし、早穂子はまったくそんな準備もしていない。

　そもそも飛行機に乗るときだって、あまりにもサクサクと始が手配を進めてしまったので、搭乗する直前に電光掲示板を見てようやく長崎に行くことに気が付いたくらいだ。

「なんで教えてくれないんですか!?」

「それはきみの驚く顔が見たかったから」

　ちっとも悪びれた様子がないその言葉に、早穂子は言葉を失った。

　始は満足したように軽やかに笑って、アクセルを踏み込んだ。

（嘘でしょ……）

　運転席の始を見るが、別にしてやったりという表情をしているわけではない。早穂子のような普通の人間には大冒険でも、世界中を飛び回る彼にしたら近所のコンビニレベルなのかもしれない。




　波佐見焼の工房は観光客でにぎわっていた。一階はアトリエ、二階が販売フロアになっている。木の床をぜいたくに使った大きなフロアで、モダンなものからどこか懐かしさを感じさせるものまで、さまざまな食器やインテリアが、十分な余裕を持って飾られていた。

「わあっ……！」

　現実についていけず唖あ然ぜんとしていた早穂子だが、フロアを見ていきなりテンションが上がってしまった。

　我ながら現金なものだが、こんなにたくさんあったら目移りしてしまう。

　早穂子は目を輝かせながらあたりを見回した。

（さすが本場！　デパートの催事よりたくさん物が置いてある～！）

「目がキラッキラだね」

　隣に立っていた始が、クスッと笑いながら顔をのぞき込んできた。

「あっ……すみません」

「どうして謝るの」

「はしゃいでしまったと思って……」

　一瞬、始が隣にいることを忘れていたのだ。かすかに頬が熱を持つ。

「いいじゃん。俺、女の子が喜んでいる顔を見るの大好きだよ」

　そして始は早穂子の手をさりげなく取り、引き寄せた。

「きみはどういうのが好きなの？」

「あ、私はですね……」

　早穂子は黒地のお皿の前へと向かいながら、繋がれた左手の熱に、心臓がバクバクと鼓動を打っていた。

（副社長の手、おっきい……私だって特別小さいわけじゃないのに、すっぽりだ）

　自然と絡む指につい気を取られそうになるが、隣にいる始はなんとも思っていなさそうなので、反応しないように必死に顔を引きしめる。

「ああ、こういうのが好きなんだ」

「はい。黒地はいろんな料理に映えるし、白地よりも好きなんです」

　オレンジ色の釉ゆう薬やくがかかった皿は、大小いろんな形がそろっている。

「そういえば今朝の卵焼き、これにのってた」

　始が四角い皿を指さす。

「はい、これです」

　嬉しくなってうなずく。

「卵の黄色がよく映えていたもんね」

　始はそう言って、少し懐かしそうにお皿を手に取った。

（食器のことなんてたいていの人は興味ないと思うんだけど……嬉しいな）

　自分の好きなものやこだわりを認めてもらうのはやっぱり嬉しい。

　始の横顔を眺めながら、早穂子がじんわりと喜びをかみしめていると、

「――山邑君？」

　背後から女性の声がした。

「あ、これはこれは。社長さんではないですか」

　始が振り返りながら、にっこりと笑う。同時に繋がれていた手が離れていく。

（あ……）

　離された手が急に寂しくなった。早穂子はぎゅっと自分で両手を握りしめながら、声をかけてきた女性へと目を向けた。

　年の頃は三十前後だろうか。麻のパンツスーツに、しっとりとしたボブカットの黒髪が、非常に美しい女性だった。ナチュラルだが、メイクもスーツも、指先から足先までどこまでも洗練されている。

（すごい美人だ……）

　背は少し低めだが、ピンと伸びた背筋が美しい。立っているだけで自分とは種族が違って見える。比べるのもおこがましいが、スキニーデニムに白いシャツというごく普通の自分が、少しだけ恥ずかしくなった。

「ところで山邑君。私、あなたが来るって聞いてなかったんだけど」

　ボブの髪を耳にかけながら首をかしげる。耳につけた大ぶりの金のピアスがきらりと光った。彼女の美貌によく似合っている。

「そりゃー言ってないもん。朝、思い立って来たからさ」

「まぁ……相変わらずね」

　彼女は、始の悪びれない態度に一瞬目を丸くしたが、すぐにかわいらしく笑って、始の隣に緊張して立っている早穂子に向かって微笑みかけた。

「ようこそ。この工房のオーナーの柳やなぎ町まち涼すず音ねと申します」

「はっ……初めまして、蓮杖早穂子と申します」

　早穂子は緊張しながら、頭を下げた。

　始が社長と呼んだのは、まさに彼女がオーナーだからということらしい。

「蓮杖さん……」

　涼音がなにかを思い出そうと早穂子の名前を口にするのを見て、早穂子は慌てて首を振った。

「あっ、あの、私、何者でもないですっ……」

　その瞬間、始がこぶしを口に当てて噴き出したが、早穂子はそれどころではない。涼音に、始と一緒にいるせいで、上流階級の娘だと勘違いされたような気がしたのだ。

「彼女が波佐見焼が好きだっていうから、フラッと来たんだ」

　始はそう言って、持っていた皿をそっともとの場所に戻した。

「山邑君は、いつまでこのあたりにいるの？」

「今日は嬉野のどこかに泊まるよ。明日には帰る」

「そう、短いのね。じゃあ予定が合えばまたどこかで」

「了解。連絡する」

　そこで涼音はまた早穂子にも会釈して、くるりと踵きびすを返し立ち去ってしまった。

（なんていうか……華やかできれいで、しっとりしてて……美人だったなぁ……）

　そう思いながらも、胸の奥にモヤモヤとしたなにかが広がっていく。

（山邑君って呼んでたな……口調も親しい感じで……いつも会ってるんだ……）

　そもそも山邑始の交友関係は世界中に広がっている。

　そしてこういうのはなにも涼音ひとりのことではないのだろう。山邑始の周りには、洗練された人間関係が構築されているのだ。

（私は絶対に勘違いしないようにしよう……）

　勘違いしているつもりはないのだが、ついいらぬ嫉妬をしているような気がする。

（山邑君と親しげに呼べるのをいいな、と思うなんて、ちょっと中学生みたいだし）

　そもそも自分は、彼のことをまだ副社長としか呼んでいないし、始にいたっては早穂子の名前すら呼んでいないのだ。

（さすがに名前を知らないってことはないと思うけど……たぶん……）

　早穂子はそんなことをあれこれと考えながら、また食器の陳列棚を眺めた。

「なに買うか決めた？」

　何事もなかったかのように、ひょっこりと始が顔をのぞき込んでくる。

「――あ、はいっ」

　早穂子はうなずいて、醤油差しとシリアルボール、お茶ちゃ碗わんをひとつずつ手に取ってカゴに入れた。

「ひとつずつでいいの？」

　確かにいろんな柄や色があってあれもこれも欲しいが、使うのは自分ひとりだし、収納には限りがある。こくりとうなずくと、

「俺のぶんは？」

　と、始が軽く首をかしげる。

「え？」

　なにを言っているのかと顔を見上げると、始がきょとんとした顔で見つめ返してきた。

「お茶碗。俺も新しいのが欲しいな」

　始は早穂子が選んだものと色違いのお茶碗を手に取って、カゴに入れると、カゴをひょいと持ち上げた。そしてそのままスタスタと奥のレジカウンターへと向かう始を、早穂子は慌てて追いかける。

　財布からクレジットカードを出す始に早穂子はまたさらに動揺してしまった。

（クレジットカードが黒い……！　初めて見た……！　じゃなくて、だめだめ！）

「ここは私に払わせてくださいっ！」

　そして何色でもない普通のカードをカウンターに置いた。

「え、でも」

　始が目を丸くする。

（わかる、わかります、山邑始の辞書には、女性に財布を開かせるって単語がないってことぐらい！）

　けれど早穂子は、たとえ始が自分の給料の十倍を稼いでいたとしても、すべて甘えて当然のことのように受け取ることに、抵抗がある。

「どういたしますか？」

　カウンターの中の店員が早穂子と始を見比べた。

「これでお願いしますっ」

　早穂子はカードをぐいっと押し出して、それから始を見上げる。

「あの……ここまで連れてきていただいたので、せめてちょっとしたお礼ということにさせてください……お願いします」

　自分でも、ただの自己満足だとわかっているが、どうしてもそうしたかった。

　すると始は、ふっと目を細めて微笑む。

「わかった。ありがとう」

「いえ……」

　素直に受け取る気になってもらえてよかった。

　早穂子はほっと胸を撫で下ろす。

　割れ物を抱えて持って帰るのも不安なので配送してもらうことにした。カウンターの端で伝票に自分の家の住所を書いていると、早穂子の肩にぶつかるようにして始が顔を近づけてくる。

「きれいな字だね」

「……ありがとうございます」

　体が近づくと始からいい匂いがする。強い香水ではない。上品でフローラルな香りだ。

「うちは履歴書も職務経歴書も手書き禁止だから、知らなかったよ」

　低い声は甘く、耳元でささやかれるだけでソワソワするし、始にじっと手元を見つめられているとわかると急に鼓動が速まった。

（ど……どうしよう、緊張してきちゃった……手元に集中せねば！）

　ドキドキしながらなんとか伝票に住所を記入し、そして始の家にも送るよう新しい伝票に手を伸ばしたのだが、始は早穂子が書き終えた伝票を手に取って、カウンターの中にいる店員に差し出した。

「すみません、これ配送お願いします」

　伝票は一枚しか書いていない。このままでは始のお茶碗が早穂子のところに届くことになる。

「これでおいしいごはんたくさん食べさせてね？」

　カウンターに手をついて、始がにっこりしながら早穂子を振り返った。

　一瞬なにを言われたのかわからなかったが、始の意図することが遅れて理解できた。

　このお茶碗を、始は早穂子の手料理を食べるのに使うと言っている。ということはすなわち、始はまた早穂子の部屋に来るということを意味するわけで……。

（そんなこと言っていいの……？　あとで困ったことにならないんですか？）

　もし自分がもっとピュアな女の子だったら、始の言うことをすべて真に受けて、天にも昇る気持ちになるだろう。

　そういう意味で始は罪な男だと思うが、早穂子が本気にとらないとわかっていてこんなことを言うのだとしたら、始の罪はもっと重い。

（困った人だな……でも、らしいといえばらしいけど……）

　早穂子は苦笑して、はにかむようにうなずいた。




　それから始と、当初の予定通り嬉野温泉のかなり立派な旅館へと向かった。老舗旅館らしいことは遠くから見てもすぐにわかった。本館と新館、そして離れが大きな敷地の中にゆったりと建っている。

　出迎えは大おお女将おかみで、当然、始と顔見知りのようだ。だがさすが老舗旅館というべきか、過度な干かん渉しょうはしないらしい。早穂子も軽く会釈し、部屋へと案内してもらった。

「どうぞこちらへ」

　女将直じき々じきに案内された離れにある特別室は、喧けん騒そうとは無縁の静かな部屋だった。二間続きで縁側があり、目の前には専用の広い庭がある。

（一泊いくらするんだろう……）

　庭をぼーっと眺めている早穂子の背後から始が近づいてきて、そのまま抱きしめる。

「この部屋、直前にキャンセルが出たんだって。空いててよかった」

「あの、着替えとか……新しい服とか、ありがとうございました……」

　いったいどう手を回したのかはわからないが、部屋の真ん中のテーブルの横に、いくつかショップの紙袋が置いてあった。早穂子が普段お店に入るのもためらうような、海外の高級ブランドばかりだ。下着から着替えまでそろっていて、サイズもおそらく間違っていなさそうで、衝撃を受けたのだ。

（こういうプレゼントに慣れてるんだろうなぁ）

　手ぶらだからどうしようと思っていたしありがたいのだが、そう思うと、なんだかちょっとだけ胸が苦しくなる。

「いや、いきなり連れ出したしね。着替えはいるでしょ」

　そんな早穂子の葛藤を知ってか知らずか、始はフフッと笑って早穂子の耳元にささやいた。

「内湯に露天風呂がついてるんだよ。嬉野のお湯は美肌の湯っていうしね。一緒に入ろうね」

「……えっ!?」

　ぎょっとして振り返ると、始が首をかしげる。

「どうしたの」

「どっ、どうしたもこうしたも、一緒にお風呂って！」

　思わず大声が出てしまったが、許してほしい。そのくらい早穂子にとっては一緒にお風呂は大事件だった。

「そんなの無理です！」

「なんで」

「なんでって……」

　みるみるうちに自分でも、顔に熱が集まるのがわかる。

「普通に恥ずかしいですよね……？」

　始の前で、明るいところで裸になるなんて、無理だ。

「はあー？　意味わかんない。あんなことしておいて、恥ずかしいとか」

　始は目を丸くしたあと、そのまま早穂子のこめかみに口づける。

　もちろん〝あんなこと〟というのは体を重ねたことだが、それとこれとは別だと早穂子は思う。

　だが体をガチガチに強張らせる早穂子を見て、

「まぁ、いいや。どうせお風呂は何回も入るし。最初はひとりでもいいよ。そこは譲ってあげる」

　始は仕方ないなぁと笑って許してくれた。

（譲られてしまった……）

　だがなんとかひとりのお風呂時間を勝ち取れたのはよかった。

　早穂子はほっと胸を撫で下ろしていた。




　内湯とは言ったが、しっかりとした露天風呂だ。お湯はぬめりがあり、浸かっているだけで肌の上はつるつるとなめらかになっていく。

「さすが美肌の湯……」

　ほーっと息を吐いたところで、

「ねえ、お湯はどんな感じ？」

　自分が想像しているよりもずっと近い距離で始の声がした。驚いて振り返ると、脱衣所のドアの隙間から、カットソーを脱いで上半身裸の始が立っているのが見えた。

「えっ!?」

　呆然としている早穂子をよそに、着ているものを優雅に脱いでいく始に抗議の声をあげる。

「あ、あの！　お約束が違うのでは!?」

「譲ってあげようと思ったけど、やっぱり我慢ができなくなった。ごめんね」

（はぁぁ～～!?）

　そして始は腰にバスタオルを巻きつけると、ドアを開け中に入ってきた。

　まだ夜というにはずいぶんと早い、夕方の日差しの中で、始は惜しげもなく体を晒さらしている。鍛え上げられたたくましい裸体だ。一瞬ぽーっと見惚れかけたが、それどころではない。

「ちょっ、だだだ、だめですって！」

　早穂子は焦りつつも、ザバザバとお湯をかき分け、入り口から遠ざかろうとするが、それほど広くない露天風呂の中で逃げ場などあるはずもなく。結局、あっさりと始に手首をつかまえられ、そのまま温泉の中に体を沈めることになった。

「はーい、つかまえた」

「もうっ……！」

　この男はかわいく『ごめんね』と言えば、許されると思っているのではないだろうか。

　恥ずかしいやらなんやらで、早穂子はお湯の中で膝を引き寄せる。

「なんていうか……きみは本当に素直だよね」

　膝で胸を隠し、子供のように背中を丸めて温泉に浸かる早穂子の隣で、始はクスクスと笑って楽しそうだった。

　確かに彼の言う通り、始が入ってこないと信じ切っていたから、身を隠すタオル一枚、手元に持ってきていない。始にしてみれば、自分など赤子の手をひねるよりも簡単に違いない。

「……バカにしてますよね？」

「してないよ。好きだよ、そういうところ……かわいいって思う」

　始は目を細めてにっこりと笑った。

　その笑顔は本当にきれいで、まぶしくて……。

　ああ、この人は本当に卑屈なところなど一切ない、愛されて育った人なんだとわかったような気がした。

（全然勝てる気がしない……）

　それから始は、濡れないように髪をアップにした早穂子の首筋を指の背で撫でた。

「首、きれいだね。ここの骨が出るの、すごく色っぽくて、そそられる……」

　始の指が、早穂子の首の後ろをなぞっていく。

（きれいとか、かわいいとか、好きとか……簡単に言っちゃうんだな、この人は）

　早穂子ははぁとため息をつきつつも、隣の始を見上げた。

「お世辞もほどほどにしたほうがいいと思います……」

　そうでなければ、きっと自分は本気にしてしまう。ブレーキがかけられなくなってしまう。

　すでに憧れだけでは済まなくなっているのに、もっとのめりこんでしまう。

「お世辞じゃないよ。本気でそう思ってる」

　始はどこかふわふわとした調子で、じっと早穂子を見つめた。

「俺、言ったでしょ。夢で終わりにする気はないって」

　そして、始は早穂子の顔に唇を近づけ、頬に音を立ててキスをした。

「口開けて……きみにもっとキスしたい」

「あっ……」

　それから何度も……何度も、繰り返して、キスの雨が降る。

　露天風呂の周りは涼しげなほっそりとした木々が生い茂っている。離れでもあるし、外から見えることも、声が聞こえることもないだろう。

　気が付けば、裸のまま向かい合うように抱き合っていた。

　始の首の後ろに手を回す。引きしまっていながら分厚い筋肉は、見せかけのものではない。

　自分とはまったく違う、男の体だった。










御曹司の憂鬱




　山邑始は不感症だった。

　とにかく性的な刺激に対して、なんの感情も湧かない。心と体、どちらがエラーを起こしているのかはわからないが、とりあえず十代の頃からずっと自分は不感症だなと思って生きてきた。

　始の場合、完全にだめというわけではなく、あくまでも気持ちの問題だ。異性とそういう関係になることもあるが、不感症なのではないかと自覚してからは、一度もセックスを楽しいと思ったことがない。

　ただ女性に恥をかかせないよう最低限男らしく振る舞うことだけを気にかけて、気が付けば三十を超えていた。

（でも、久しぶりに気持ちよかったんだよな……）

　なりゆきといえばなりゆきだった。

　本当は社員に手をつけるなど言語道断、絶対にそんなことはしないと心に決めていたというのに、懇親会の夜、蓮杖早穂子に触れてどうしても欲しくなった。

（確かに見た目は俺の直球、すっごいタイプだったけど……）

　目が覚めて早穂子の姿が消えていたときは驚いたが、すぐに彼女の自宅を調べて強引にデートに連れ出してしまった。

　彼女は物静かで、しっとりした落ち着いた雰囲気の美人だ。でも、ちょっと天然っぽいところがあって、中身が少女のようで、見た目とちぐはぐなリアクションをするのがおもしろかった。まだ完全に始に心を許している雰囲気ではないが、できれば少しずつ彼女との仲を進めたいと、本気で思い始めている。

「――山邑さん……始さん……ちょっと聞いてらっしゃいますか？」

「ん、聞いてるよ」

　始は、目の前に広がる山邑リゾート本社、副社長室の窓の外の景色を眺めたあと、隣に立つ男の顔を見つめ返す。

　早穂子との小旅行からすでに一週間ほど経っていた。基本的に始は連日出張や打ち合わせでほとんど社内にいない。久しぶりに本社に帰ってきたので、早穂子に連絡しようと思っていたのだが、帰社するよりも前に、この男から連絡があり、残業の運びとなった。

「湊みなと、お前髪切ったんだな。似合ってるぞ」

　ぐっと親指を立てると、湊が呆あきれたように眉を寄せる。

「全然聞いてないじゃないですか……それに、誰かれ構わず褒めたり、口説いたりするのやめたほうがいいですよ。真実味がないんで」

　彼の名は神かみ尾お湊といい、始の学生時代の後輩である。日本有数の化粧品会社の役員秘書を務めている、かなりできる男だ。ちなみに湊の上司であるエール化粧品の御曹司、不ふ二じ基もといも、始の後輩で親しい間柄だった。

　始は周囲から日本の未来をしょって立つ世代の中心的存在とも見られているが、それはひとえに、人とかかわるのが好きだという性質にあるのかもしれない。

「誰かれ構わずじゃないよ。お前だから言ってるんだって」

「あなたは俺にまで好かれようとするんだから……」

　湊は眼鏡の縁を指で押し上げて、それからふうっと息を吐く。始を先輩として尊重はしているが、始のコミュニケーションの取り方に異議があるようだ。

　だが始は自分のコミュニケーションの取り方が間違っているとは思わない。

　嫌われるより好かれたほうが誰だって嬉しいだろうし、人が喜んでいる姿を見ると始も嬉しいのだ。

　始と湊は窓辺から応接セットに移動して、ローテーブルを挟んで向かい合って腰を下ろす。

「そういえば基は大丈夫なの？」

　エール化粧品の御曹司である基は、現在日本を飛び出し、海外を飛び回っている。社運を賭けた一大プロジェクトを任されていると風の噂で聞いていた。

「大丈夫ですよ。なにしろ基ですから。まぁ、あと一年もすれば帰ってくるんじゃないんですか？」

　あっけらかんとした口調だが、それは深い信頼関係の証ともいえる。

「ふぅん……今はどこに？」

「ニューヨークですね」

「ニューヨークかぁ……」

　久しぶりに基の顔も見たい。行ってみてもいいなと思っているところで、

「来週はハーグです」

　と言われて、がっくりと脱力してしまった。さすがに現状、オランダのハーグに予定を合わせるのは難しそうだ。

「そっか。なかなか忙しいんだな……」

　始はそれから足を組み直し、ソファーの肘置きに頬杖をついた。

　基という男は本人自身がエネルギーの塊かたまりのような強い人間なので、会うとこちらまで元気をもらえる。だから会って話でもしたいと思ったのだが、ニューヨークからハーグに移動すると言われれば、諦めるしかない。

「じゃあ、あとは始さん作成のスケジュールで進めておきますからね」

「ああ、ありがとう。助かるよ」

「すでに決まっているものを予定通りマルチタスクで動かすっていうのは、俺の得意分野なので」

　湊はふっと笑って、ソファーから立ち上がった。

「下まで送るよ」

　始も立ち上がって先回りをしてドアを開ける。

「いいですって言っても……」

「俺、人を見送るって作業が結構好きなんだよね」

「そうですか……すごく今さらですけど、そんなに気を使って本当に疲れないんですか？」

　エレベーターに乗り込んで、一階のエントランスへと下りる。

「こういう生き方をしてきたから、仕方ないねぇ。気を使っているという意識もないし。俺は周りの人間、みんなが好きだし～」

　アハハと笑う始に、湊は一瞬なにか言いたそうに眼鏡の奥の目を見開いたが、結局軽く肩をすくめただけだった。

　山邑リゾート本社の一階エントランスに降り立つと、すでに退社時間を一時間ほど過ぎていたせいかガランと静まり返っていた。一応明かりはついているが、それだけだ。

「びっくりするほど人がいませんね」

　湊が驚いたように周囲を見回す。彼の勤めるエール化粧品は二十四時間ビルに明かりがついている部署もある。

「うちはマジで残業しなくていいって言ってるから。早く仕事を終えて帰ったほうが得だしエライ！ってことになってる」

「それは羨ましいです。正しいと思いますよ」

　湊の言葉は若干真に迫っていた。

　エール化粧品は由緒正しき老舗の大企業だからこそ、昔からの慣習に縛られていることも多いだろう。もっとも御曹司である基が十年後にでもトップに立てば、話は変わってくるだろうと、始は考えている。

「いっそうちに転職すれば？　湊なら役員待遇で迎え入れるよ」

「それはそれは、ありがとうございます」

　それは始の本音だったのだが、敏感に感じ取った湊は冗談で済ませるつもりらしい。笑って軽くあしらうと「ではまた連絡します」と、エントランスを出ていった。

「んー……」

　湊を見送って腕時計に目を落とす。

　たまには実家に帰って顔を見せようかと思うが、なかなか気が進まない。

　親子の関係が悪いということではない。むしろ両親は始を溺愛し、心から大事に育てて、始のやりたいことには基本的にすべて賛成し応援してくれた。

　三十を過ぎてもあっちでフラフラ、こっちでフラフラと、花の間を飛び回る、蝶ちょうのような息子に思うことはあるはずなのに、黙って見守ってくれている。

（だけどなぁ……）

　愛されていると思うと、苦しい。そんな価値が自分にあるとは思えなくて、逆に不安が募る。自分が今、ここに生きていることすら、あやふやになる。息が詰まりそうになるのだ。胸のあたりがきつく締めつけられる。

　深呼吸をして、始は息を大きく吸い込み、そして吐く。

（あ、ヤバい……）

　胸の奥からなにかがこみあげてくるような気がして、とっさに片手で口元を覆っていた。

　静かなエントランスの真ん中で、身動きが取れないまま立ち尽くしていると――。

「……副社長？」

　背後からかわいらしい声がして。口元を手のひらで押さえたまま振り返ると、早穂子がバッグを持って立っている。彼女の後ろでエレベーターのドアが閉まっていくのが見えた。

「――今、帰り？」

「あっ……はい、すみませんっ！　残業してしまいました！」

　早穂子は慌てたように深々と体を折って頭を下げる。その生真面目な様子に始の唇に笑みが浮かんだ。

「そりゃ、残業しないほうがいいって言ってるけど、謝らなくてもいいよ」

　始はふっと笑って、そのままエレベーターの前で棒のように立っている早穂子に近付いた。

「……あの」

　早穂子はじっと無言で見つめてくる始の視線に、困ったように左右を見回していたが――。

　ぎゅっとなにかを決意するように唇をかみしめたあと、顔を上げ、始をまっすぐに見つめ返してきた。

「お茶碗、届きました……なので、いつかごはんを食べに来てください」

「行く」

「えっ？」

　早穂子が驚いたように目を丸くした。どうやら始が即答するという意識がなかったらしい。

「今から行く」

「い、いまっ？」

「なんで自ら誘っておいて、困ってるの？」

　始はクスクスと笑いながら、「冷蔵庫……あ、えっと……」と、冷蔵庫の中身を必死で思い出そうとしている早穂子を見下ろした。

（この子と一緒にいると、少し楽だ……息ができる）

　早穂子の醸し出す空気のせいだろうか。

　空気なんて目に見えないものを根拠にするなんて、ばかじゃないかと呆れてしまうが、それでもそう思わずにはいられなかった。

　今の自分には彼女が必要なのだ。




「日本茶でいいですか？」

「うん、ありがとう」

　玄関を入ってすぐのダイニングキッチンに始を招き入れ、早穂子はやかんを火にかけると、長い髪を手早くシュシュでひとつにまとめる。

（後ろ姿、好きだな）

　早穂子は姿勢がいい。見ているだけでいいな、と思ってしまう。

　ダイニングテーブルに座って、始は周囲をキョロキョロと見回した。

　キッチン周りの調味料は早穂子の趣味らしい陶器に移し替えられ、きれいに並べられた食器、ピカピカに拭かれたテーブルは清潔だ。始のひとり暮らしのマンションのように無機質ではなく、人が住んで生活をしているという気配が部屋を満たしている。

　初めてこの部屋を訪れて朝食を食べさせてもらったときは、ただ早穂子をどうやって外に連れ出そうかということばかり考えていたので、部屋の中に目を配ることができなかったが、こうやって生活ぶりを見ていると、彼女の堅実な性格が伝わってくる。

「いつからひとり暮らしなの？」

「大学に入ってからずっとです。同じマンションの下のほうの階に住んでいて、社会人になってから上の階に引っ越しました」

「ふぅん、そうなんだ……」

　安定志向だが面倒くさがりということもなく、日々丁寧に生きているらしい。

（フラフラしてる俺とは大違いだ）

　お米をとぐ早穂子を後ろから見つめつつ、始は頬杖をつく。

　やかんのお湯が沸いてピーッと音が鳴った。早穂子は用意していたガラスの急須にパパッと茶葉を入れ、茶碗にお湯を注いでそれを急須に移すと、始の前に急須と茶碗を置いた。

「どうぞ」

　そしてまたキッチンへと向かい合う。

（きびきびしてるなぁ……）

　始はてきぱきと動く早穂子の背中を眺めつつ、急須を持ち上げ茶碗に注いだ。早穂子はお米をとぎ終えると、右手の冷蔵庫からあれこれと取り出して、ザクザクと切り始める。

「なにか俺が手伝うことって――」

「ありません」

　ぴしゃっと言われて、始はまた妙におかしくなった。

　本人は気が付いていないだろうが、始と向き合っているときは基本困ったような顔をしているのに、たまにお姉さんぽくなる瞬間があって、そのギャップがたまらない。

（きっと妹か弟がいるタイプだな）

　とは言いつつも、さすがに黙って椅子に座っているのも退屈だ。そっと音を立てないよう椅子から立ち上がり、一心不乱にまな板の上で包丁を動かす早穂子の後ろに立って、手元をのぞき込んだ。

「しいたけ、しめじ、鶏肉……」

「きゃっ！」

　至近距離から聞こえた始の声に、早穂子が驚いてビクッと体を震わせた。

　そして顔を赤くして肩越しに振り返る。

「なにを見てるんですか？」

「きみを見てる」

「やめてください。手元が狂いますから」

　早穂子は少し怒ったようにそう口にすると、刻んだそれらを炊飯器のお米の上にのせて、合わせた調味料をざーっと流し込んだ。

「これと、今朝作った赤だしのお味噌汁と……あと、保存してた粕かす漬づけのお魚を焼きますので」

　そして早穂子は冷凍庫から保存用袋に入った魚を取り出しキッチンの上に置いて、野菜の切りくずを片付け、手を洗った。

「すっごい豪華だな～」

「そう、ですか？」

　早穂子が少し照れたようにうつむく。

「早炊きなので、三十分くらいで炊けます。少しお待たせしますが、ごめんなさい……」

「ううん、いいよ。じゃあ少しイチャイチャしようか」

「――はいっ!?」

　早穂子の目がまん丸になる。

（あ、驚いてる……）

　こうするたびに、まるで子猫を驚かせているようなそんな気分になるのは、少し自分にエスっ気があるからだろうか。

　始はクスッと笑いながら、エプロン姿の早穂子を抱き寄せた。

　ダイニングキッチンの奥に寝室がある。始は流れるように彼女をベッドにうつぶせに押し倒し、エプロンのリボンをほどいて、するりと床に落とした。

「あっ、あの……っ」

「ん？」

　のしかかるように、後ろから早穂子を抱きしめつつ首筋にキスをすると、早穂子が濡れた目で振り返った。薄明りの中でキラキラと輝く早穂子の目に、始はふと我に返る。

「もしかして、嫌だった？」

　正直言って、タクシーに乗ってここまで来る間ずっと早穂子を抱きたいと思っていたし、行儀よくごはんを食べてそのあとでなんて、とても待てそうにないが、嫌がる早穂子を無理に抱く気はない。

　体を起こして早穂子を見下ろすと、彼女も上半身を起こし向かい合った。

「私、ちょっと聞きたいことがあって……」

「うん、なあに？　思うことがあったら、正直に言って」

　すると早穂子は視線をさまよわせたあと、顔を上げ、始の目をまっすぐに見つめる。

「あの、最初の夜、ウィンウィンの関係だって言ってたのはどういうことでしょうか」

　どうやら彼女はこの関係を不思議に思っているらしい。それもそうだろう。気を使って姿を消したのに、相手の男が自宅まで追いかけてきたら気になって当然だ。

「誰にも言わないでくれる？」

「とっ、当然です！　こんなプライベートなこと、誰にも話しません」

　早穂子は真面目な顔をして、うなずいた。

「実はね、俺、不感症なんだ」

　自分でも驚くほどするりと、本当のことを口にしていた。

「――えっ？」

「いや、わかる。あんだけきみにエロいことやりまくっておいて不感症って……って信じられないよね」

　ホテルでも、嬉野の温泉でも、始は早穂子を夢中で抱いたし、自分で言うのもなんだが、少々がっつきすぎたと思わないでもないのだ。

「驚きました……」

　子猫のように目を丸くする早穂子に、始は首を横に振った。

「まぁ、不感症っていうのにもいろいろあるんだけど。俺の場合、一応体の反射で勃つことは勃つけど全然気持ちいいって感覚がないってこと。体全体が薄い膜で包まれてるみたいで、感覚が鈍いっていうか……そういう感じ」

「感覚……」

「でも、きみとするのは気持ちいい。怖いくらい、すげー……気持ちいい」

　早穂子の頬に手のひらをのせる。

「きみの唇、肌、指、触れるだけでゾクゾクする……」

　指を早穂子の唇の上に置く。

「あーん、して……。俺の指、アレだと思って、舐めて」

　我ながら悪趣味だと思うが止められない。

　すると早穂子は、始の顔をじっと静かに見つめたあと、指にかじりついて歯を立てた。その目はまっすぐで、ドキッとするほど強かった。

　穏やかな彼女の芯の部分を垣間見たような気がして、始をひどく興奮させたのだった。




　濃密な男女の時間を過ごしたあと、始の腕の中で早穂子が頬を胸に押しつけたままささやいた。

「副社長の口癖……楽しめばいいって、言いますよね」

「そうだね。人生の信条だ。それがどうかした？」

「あ、いえ……そんな風に考えたことなんか一度もなかったから」

　それから早穂子はふっと笑って裸の上半身を起こすと、始を見下ろして髪に触れる。

「私も、楽しめばいいんですよね」

「――そうだよ」

　始はうなずいて、早穂子の細い手首をつかんで抱き寄せた。

「きみは俺に強引に口説かれて、こうなったんだ。だから罪悪感を持つ必要なんてない。そもそも俺のことを好きでもなんでもないと思うけど、別に構わない」

　早穂子がなにか言いたげに口を開きかけたが、結局閉じてしまった。

　なんだかもどかしい気分になり、有無を言わさずなめらかな背中に手のひらを這はわせて、そのまま腰をつかむ。

「ほら、恋愛は成就するまでが楽しいって、言うでしょ？　だから恋をしているときみたいに、俺と過ごすこの時間を楽しんでくれたらいい。そうしたら俺だって嬉しいし……」

「んっ……」

　体の奥に分け入ってくる始に、早穂子がびくんと肩を震わせた。

　始がゆっくりと動き始めたのに合わせて、甘く声をあげながらのけぞる早穂子の首筋に、始は歯を立てる。

（楽しめばいい……そういえば、俺の口癖だな……）

　自分は他人の本当の望みをかなえられないから、その分、楽しんでもらえたらいいと思っていた。

（せめて、俺みたいなくだらない男に深入りして、傷つかなくていいようにしてあげたい）

　早穂子はとてもかわいい女性だ。それにいい子だ。わかっているからこそ、一方的かもしれないが、彼女が去るまでの間は精いっぱい大事にしようと思う。

「……もうっ……」

　早穂子の濡れた瞳が、始を見上げて震えた。

　深い快感の波にさらわれそうな早穂子の頭を抱えるように引き寄せて、からかうような口調で始はささやく。

「もういっちゃうの？　早くない？」

　本当は始だって限界が近かったが、自分ばかり溺れているような気がして、そんなことを口にしたのだ。

　その瞬間、早穂子の腕が始の体にぎゅっと絡みつく。

「かわいい……」

　そんなことをぽつりと口にしてしまうくらい、早穂子をかわいいと思った。

（かわいい、かわいい……）

「ね、……チューしよ」

　返事は聞かなかった。覆いかぶさるようにキスをして、それからぎゅっと彼女の体をシーツの上に押しつけていた。










溺れるほど甘い




「サホちゃん、おなかすいたー」

　後ろから抱きしめられたまま、いきなり名前を呼ばれたときは、驚いてベッドから落っこちそうになった。

　それまで早穂子は、わりとシリアスな気分でいたのだ。

『俺のことを好きでもなんでもないと思うけど、別に構わない』

『恋愛は成就するまでが楽しい』

『恋をしているときみたいに、楽しんでくれたらいい』

　始は早穂子に本気になるなと暗にほのめかしている。

　早穂子の気持ちを先回りして抑え込むような始の言葉に、早穂子はひそかに傷ついていた。

　だが始の立場を思えばそれも当然だろう。だったら立場をわきまえて始の望むようにするしか、彼のそばにいられる方法はないのだと、真剣に思っていたところだったのに。

「ちょっ……今、このタイミングで名前を呼びます!?　しかもサホちゃんって……」

　早穂子はかなり驚いて、いったいどんな顔をして名前を口にしたのかと、始を肩越しに振り返る。

　始は少し自慢げにふふふと笑って、目を細めていた。してやったりと顔に書いてある。

「驚いた？」

「――驚きました」

（そうか、そういえばこの人は私を驚かせるのが得意だった……）

　それにしてもなんだかくすぐったい。

　早穂子は身じろぎして、シーツに半分、顔をうずめる。

「えっ、なんで顔隠すの……ハジメちゃんには付き合ってらんないわってこと？」

（ハジメちゃん……？）

「あ、俺のことはハジメちゃんって呼んでくれたら嬉しいな。親しい人たちはみんなそう呼ぶし」

　始は背後で体を起こし、早穂子の裸の肩にのった髪をかき分けて、顔をのぞき込んできた。

「いや、無理です……」

「いけずだ」

「いけずじゃないです」

　副社長をちゃんづけで呼ぶなんて、恐ろしすぎる。そんな言葉に慣れてしまったら、いつぽろりと外で口走って、ボロを出すかわからない。

「でもプライベートで副社長って呼ばれるのはちょっと……」

「そうですよね……じゃあ山邑さんで」

「いやいや……あんまり俺をいじめないでよ」

　始はクスクスと笑いながら、両腕でぐいっと早穂子の上半身を起こして、後ろから抱きしめてきた。

「ね、サホちゃん」

「もう……」

　早穂子はため息をつきながらも、笑うしかない。

（この人には本当に勝てる気がしない……）

　考えてみれば、最初から勝とうなんて一度も思っていなかった。ただ貴重な宝石のようなこの人に触れてみたくて、その輝きを近くで見つめたい……そんな憧れが募った結果だった。

（だったらもう、仕方ない……）

　背中にぴったりとくっついた始のぬくもりや、頬に触れる吐息に胸が詰まりながら、精いっぱいの笑みを浮かべて振り返る。

「じゃあ、始さん、ごはんにしましょうか」

「おお……〝始さん〟だって……」

　早穂子としては精いっぱい、ナチュラルなつもりだったのだが、始が驚いたように目を丸くしたので恥ずかしくなる。

「そこは流しましょうよ……」

「いや、流せないでしょ。サホちゃんが俺の名前を呼んでくれた記念すべき第一回だ」

　始は機嫌よく笑うと、抱きしめていた腕を緩めてベッドから降りて、下着だけ身につける。

「じゃあごはんの前に一緒にシャワー浴びる？」

「やめておきます。お先にどうぞ」

　一緒に入ったら、シャワーを浴びるだけでは済まない気がする。早穂子は首を横に振った。

「残念」

　始はフフッと笑って、そのままバスルームへと向かっていった。

　早穂子もルームウェアに着替え、クローゼットの中から紙袋を取り出す。中には始のために買った下着やルームウェアが入っている。

「これ、出したらまずいかな……」

　彼に似合いそうな、グレーの肌触りのいいなめらかな素材のコットンパンツに、Ｔシャツ。茶碗が届いてから、ひそかに買って用意していた。

　始がまた自分の部屋に来ることを期待していたのかと言われればもちろんしていたのだが、それ以上に、選ぶこと自体が楽しくて仕方なかった。

　まるで本当の恋人同士のようではないか。

（って、勘違いしちゃだめだけどね……）

「着替えは持ってきてなかったし……迷惑にはならないはず……よしっ……」

　早穂子は勇気を振り絞ってそれらを胸に抱くと、急いでバスルームへと向かった。

　シャワーの水音と、半透明のドアを通して、うっすらと始の姿が見える。始の裸は何度も見ているはずだが、見えないほうが想像力を掻き立てられる。

「あっ、あのっ……ここに着替えを置いておきますのでっ……！」

「えーっ？」

　早穂子の声がけに始が応えたが、早穂子は無言で、持っていたそれらを脱衣所のカゴのそばに置いて、キッチンへと向かった。

（なんだか照れる……）

　自分の部屋に山邑始がいて、そして自分が選んだものを身につけると思うと、どうしても心がソワソワしてしまう。

　早炊きモードにした意味はなかったな、と思いつつ、炊飯器をあけ、キノコごはんをしゃもじでほぐしていると、始がタオルで髪を乾かしながら、姿を現した。

「サホちゃん、着替え用意してくれてありがとう。おかげで脱いだパンツを履かずに済んだよ」

「それはよかったですね……」

　始の口から脱いだパンツと言われると、コミカルな雰囲気になる。

　こういう会話が、さすが空気を読む能力が高いと思わざるを得ないのだ。

　ちょっとだけ肩の力を抜いて、お味噌汁を温めながら始を振り返る。

「ていうか俺、よくここのメーカーのシャツ着てるんだよ」

　始が指先でＴシャツをつまむ。

「そうだったんですか」

　初めて知ったようなニュアンスで、とぼけつつ、うなずいた。

　本当は雑誌で始のインタビュー記事を見て、そのことをたまたま覚えていたのだ。だが今ここでそれを口にすると、ストーカーのように思われるような気がして、言えなかった。

「サイズ、ぴったりみたいでよかったです」

　実際、グレーのパンツにＴシャツというなんでもない格好なのに、とても見栄えがする。着やせするタイプだが、背が高く胸板が厚いのでなにを着ても似合う。

「おっ？」

　始が早穂子の視線に気が付いて、ちょっとおどけたように腰に手を当ててポーズをとった。

　ふざけていても絵になるが、いちいち見惚れていては手が止まってしまう。

「いや、そういうサービスはいいです」

「えーっ、つれないなぁ……」

　始は笑ってタオルを首にかけると、そのままコンロの前に立つ早穂子の隣に立った。

「俺、おなかと背中がくっつきそうなんだけど」

　ちょっと情けない口調で言われたが、もう気が付けば夜の十時を過ぎている。

「もう遅いですし、軽くごはんとお味噌汁だけにしておきましょうね。お魚は明日の朝に……」

　言いかけて、ふと顔を上げる。じっと自分を見つめている始と目が合った。

「朝ごはん、楽しみ」

　彼はにこっと笑って、それから体当たりをするように早穂子の肩に体を寄せる。

（そっか……朝までいてくれるんだ……）

　一瞬言葉を失ったのは、始が朝までいるかどうか本当にわからなかったから、なのだが、始はすぐにそれを察知して早穂子の望む答えをくれた。

（きっと気を使われているんだろうな……）

　そう思ったが、気を使われているのなら、その気遣いに感謝するしかない。

　山邑始という人はそういう人なのだ。

「ね、サホちゃんってお姉ちゃん？」

「ええ、そうですよ。姉と妹がいます。始さんは……？」

　問いかけると、彼は一瞬目をぱちぱちさせたあと、

「俺？　俺は……ひとりっ子だよ。見ての通り甘えん坊だろ？　だから俺たち相性ぴったりだね」

　ころころと機嫌がよさそうに笑って、早穂子を抱きしめる腕に力を込める。

　さらに早穂子が喜ぶような言葉を口にするから、たまらない。

「よし、さっそく茶碗の出番だな」

　始は食器棚へと向かって、早穂子と始の茶碗と取り出し、それからお味噌汁用の椀を出した。

「ありがとうございます」

　ままごとのようなくすぐったさを覚えながら、早穂子は食器を受け取り、手早くごはんとお味噌汁をよそったのだった。




　歯磨きを終えた始が、同じくシャワーを浴びて髪を乾かした早穂子をベッドの上で待っている。

「なにからなにまで、ありがとう」

「いえ、どういたしまして……」

　ベッドの縁に、始の横に並んで腰を下ろすと、

「ねぇ、着替えとか歯ブラシとか、俺のために用意してくれてた？」

　始が瞳をキラキラと輝かせながら顔をのぞき込んでくる。

「それは……」

　用意していたとうなずくと、待ちわびていたこととイコールになる。

（重いって思われないかな……）

　早穂子が答えを迷っていると、

「もし、もしもだよ、そうじゃなくて、前の彼氏のモノですとかだったら、俺、今すぐここで裸になるから」

　始は妙に真面目な顔になって、じっと早穂子を見つめる。

「えっ？」

「そうだろ？　ほかの男のために用意したものなんか着てらんないよ」

　そして切れ長の目を細め、低い声でささやいた。

　その目は本当に――真剣に見えて。早穂子の胸はきつく締めつけられるような気がした。

　だが始の言うことをそのまま受け取ってはいけない。

　彼は山邑始だ。何気ない会話ですら、優しさという毒を忍ばせる。その毒は遅効性で、じわじわと心を侵されてしまう。本気にしてつらくなるのは自分だ。

「違いますよ」

「ほんとに？」

「本当です……」

　早穂子はうなずいて、そして観念したように口を開く。

「っていうか、明らかに今シーズンの、出たばかりの新作だってわかってますよね？」

　始が普段よく着るブランドなのだから、目にしたことがないはずがない。だから始はわかっていて、わざわざ聞いているのだ。

「ふふ」

　始が楽しげに笑う。

（ほら。やっぱり嫉妬してるふりなんだ……）

　もちろんそれが嫌というわけではない。始のサービス精神なんだろうと、受け入れるだけだ。

（でも、複雑……）

　早穂子がはぁ、とため息をつくと、始は笑いながらそのまま早穂子を抱きしめる。

「だって、サホちゃんあんまりそういうの表に出さないから、つい」

「ついって……」

「なんていうか、いろいろ新鮮なんだよ」

　そして始は指で早穂子の髪をすきながら、ささやく。

「もっとわがまま言ってよ」

「そう言われても……思いつきません」

　始はやることなすことスマートで、早穂子を喜ばせたり驚かせたり、とろけさせる天才だ。不満などなにひとつ思いつかない。あえて言うならもう少し自分のことを突き放してほしいくらいだろうか。これ以上好きになるのが恐ろしい。

「俺ばっかりわがまま言ってるし～」

「そんなことないですよ」

「ほんとに？」

　始が軽く首をかしげて、顔をのぞき込んでくる。

「本当ですって」

　早穂子は笑いながら、うなずいた。

（なんだか男女逆みたい……）

　小悪魔な彼女を持った男の子はこういう気分なのだろうか。だがこうやって振り回されるのも、ある意味、恋の醍だい醐ご味みなのかもしれない。

「あ、そうそう」

　そこで始が思い出したように顔を上げる。

「ＧＷだけど、なにか予定ある？」

「ＧＷですか？　いえ、特に……」

　実家に帰ってこいという連絡はちょいちょいあるが、都合が悪いとずっと突っぱねている。そして実際のところは、都合が悪いどころか予定は真っ白なので、部屋の模様替えでもしようかと考えていた。

「よかった」

　始はほっとしたように笑顔になる。

「なにがです？」

　早穂子が首をひねるとほぼ同時に、

「俺と一緒に徳とく島しまの鳴門なるとに行こう！」

「きゃあっ！」

　叫ぶ始にいきなりベッドに押し倒されてしまった。

（なに、徳島？　鳴門……？　って、あっ！）

　早穂子はハッとしたようにニコニコと上機嫌の始を見上げる。

「鳴門……って、山邑リゾートです？」

「ご名答。正解者にはキスをしてあげようね」

　始が笑いながら、ちゅっと早穂子の唇の上にキスを落とす。

　突然のかわいらしいキスに戸惑いながら、早穂子は頭の中で鳴門のことを考えていた。

　鳴門市は人口六万人以下の静かな町ではあるが、明石あかし海かい峡きょう大おお橋はしができて、神こう戸べからは一時間もかからずに行くことができる。関西からの客をターゲットとして、リゾート観光地としての需要が見込めるということで開発が進み、去年の夏には新館のコテージが完成していた。

　早穂子は総務の事務員だがそのくらいの知識は当然持っているのだ。

「だけど仕事じゃないよ。俺の友人知人が集まる〝バッカスの会〟っていうのがあるんだ。その集まりにきみを連れていきたい」

「バッカスの会……」

　バッカスは言わずと知れたローマ神話の酒の神様だ。

「なんとなくすごそうな会ですね……」

（いったいどんな人が集まるんだろう……）

　早穂子の脳内では王侯貴族のパーティーしか思いつかない。

「まぁね」

　始はにやっと笑って、そのまま顔を近づけささやいた。

「ね、行こう」

　大事な休日に自分を誘ってくれる、始の気持ちは嬉しいが、

（友人知人が集まる会に、私が行っていいんだろうか……？）

　早穂子はそんなことをつい考えてしまった。

「――気が進まない？」

　始は黙り込んだ早穂子に問いかける。

「いえ……」

　どうせＧＷは部屋の模様替えをするつもりだったのだから、断る理由はない。

（それに、普段はめったに会えないし……ＧＷの間、同じ空間にいられるなんて、普通に嬉しい……）

　早穂子は単純に始のそばにいたかった。口にはできないが、ただそのことしか思いつかない。

「ご迷惑でなければ、行きたいです」

　こくりとうなずくと、始がパーッと笑顔になった。

「ご迷惑なわけないじゃん！　すごく嬉しいよ」

　今度は、おでこにチュッとキスが落ちる。

「ああ、よかった……」

　始は本当に嬉しそうに笑って、そのまま早穂子の横に体を横たえると、ぴったりと体を寄せた。

　パジャマ越しの抱擁は、裸で抱き合うのとは違う、優しくて甘いときめきがある。

「で、ちなみに今晩は眠れそう？」

　始の低い声が耳元で響く。

「眠れないなら、あれこれ手伝うけど」

　大きな手のひらが、早穂子の胸を下から優しく持ち上げた。

「あっ……」

　早穂子は身じろぎするが、始はクスクスと笑いながら手を離さない。

　彼の言う〝お手伝い〟は確かに魅力的で、早穂子を眠らせてくれそうだが、そう一日に何度も愛されては正直言って体がもちそうにない。

「いっ、いいです。お手伝いいりませんっ……」

　官能的な手つきを振り切るように、早穂子は顔を真っ赤にしながら布団の中に体を滑り込ませ、目を閉じた。

「残念」

　だが始もそれほど本気だったわけではないらしい。笑いながら、早穂子を後ろから抱きしめるようにして腕を回す。

「ところでいつも何時起きなの？　俺、九時には打ち合わせなんだよね」

「七時です。時間になったら起こしますから、大丈夫ですよ」

「了解……すごく助かる……。おやすみ、サホちゃん……」

　早穂子の首筋に顔をうずめ、始はふわっとあくびをする。

　しばらくして、すうすうと寝息が聞こえてきた。

（始さん、もう寝ちゃったんだ……健康的だな……）

　暗闇の中で聞こえる、始の規則正しい寝息と、体温に包まれていると、自分はこの世界にひとりきりではないのだと、不思議な気分になる。

　早穂子の夜は十年以上前からずっと孤独だった。ベッドの中で変わりゆく窓の外の景色を眺める夜、無性に大きな声で叫びたい日もあった。

　大学入学を機に夜の街に繰り出したこともあったが、女ひとりだと煩わずらわしいことが多すぎて、結局ひとりの部屋に戻ってきていた。

　なにかが不満だったわけじゃない。

　友達だって人並みにいたし異性と付き合ってもみたが、ただ漠然と自分の周りに分厚い不透明な膜のようなものがあって、周囲に馴染めないままだった。

　だから始が不感症の自分を『体全体が薄い膜で包まれてるみたい』と説明したとき、自分と同じだとハッとしたのだ。わざわざ口にはしなかったが、彼と自分は似たところがあるとさえ思った。

（きっと私……孤独だったんだ）

　けれど今は、違う。好きな人がそばにいる。

　寄り添うだけで心がほどけて、まるで温かい毛布に包まれているような、優しい気分になれる。

（いつ終わるかもわからないけれど……一日でも長く……この夢が続きますように）

　早穂子は始の寝息に耳を傾けながら幸せに浸り、目を閉じた。

　始が早穂子に安らぎをくれるように、彼も幸せな気持ちになってくれたらいいと思う。今晩はいつもの薬を飲まなくても眠れる気がした。










彼との旅行




　そして約束のＧＷはすぐにやってきた。一時間半の空の旅を終えて、早穂子は始と一緒に徳島空港に到着した。

　ふたりの荷物は出発前に山邑リゾートに配送しているので、手ぶらで到着口を出る。空港は風も日差しも強かったので、風にあおられる髪を押さえながら、早穂子は目を細めて空を見上げた。

「いいお天気でよかったですね」

「だねぇ～！」

　始はうーんと背伸びをしたあと、早穂子を振り返る。

「あー、いいね。やっぱり。きみはそういう格好が似合う」

「それは……ありがとうございます」

　今日の始は麻のジャケットにカットソー、デニムというカジュアルな装いで、早穂子も白いシャツのそでをまくり、デニムのタイトスカートを合わせ、そしてスニーカーというラフな姿である。

　本当はもう少し女らしいかわいい格好をしたいと思っていたのだが、始から出発前の電話で『白いシャツ着てきて。あとデニム。タイトなスカートだとなおよし』とおねだりされたのだった。

「きみを抱きしめてキスしたいな。だめ？」

　甘やかな瞳に光を湛たたえた、始がささやく。

「だっ、だめですよっ！」

　いくらなんでも空港でキスをするなんて恥ずかしすぎるので、慌てて首を振ったが、始は少しつまらなそうに唇を尖らせながら、早穂子の手を握った。

「だって、サホちゃん、ちょいちょい男どもに振り返られてるから」

「それは勘違いだと思います」

　自分で言うのもなんだが、異性に振り返られるような魅力が自分にあるはずがない。

　きっぱりと言い切ると、始はフフッと笑って、繋いでいないほうの手で早穂子の頬を撫でた。

「わからない？　きみ最近、すごくきれいになったよ。肌も髪も目も、キラキラしてる」

「それは……睡眠時間が増えたからでしょうね」

　実際、始と過ごすようになって、毎日の習慣になっていた睡眠導入剤を飲む機会はかなり減っている。たとえ眠れなくても始の寝顔を見ているだけで心が落ち着く。昔のような焦りは感じない。

　早穂子は始の指の感触に内心震えるような甘いときめきを感じながら、笑みを浮かべた。

「アハハ、そうそう、そういうこと！」

　始は快活に笑って、それからタクシー乗り場へと歩きだした。

（本当は……なにより私が始さんに恋をしているからだ……。さすがにそんなことは言えないけど）

「ここから山邑リゾートのコテージまで、タクシーで十五分だから」

「はいっ」

　早穂子は満面の笑顔でうなずく。

　始はこのバッカスの会のために、毎回必死で休日を捻出しているらしい。長崎へ行ったときは一泊二日だったが、今回はなんと一週間も始と一緒にいられるのだ。正直言ってスキップでもしたい気分だ。

（楽しみだなぁ～！）

　始に手を引かれ、ウキウキした気持ちでタクシー乗り場へ向かうところで、

「山邑君？」

　と、背後から女性の声がした。

「ん？」

　始が肩越しに振り返ると同時に、空港の入り口からワンピース姿の女性が大ぶりのサングラスを外しながら近付いてくるのが見えた。年の頃は三十前後の、しっとりした美人だ。歩く姿も優雅で、一目で只ただ者ものではないとわかる雰囲気が漂っている。

（誰だろう……？）

　早穂子は呆然とその女性を見つめる。

「なんだ。涼音も同じ飛行機だったんだな」

「そうみたいね」

（あ……！　波佐見焼の工房オーナーの、柳町涼音さん……！）

　スーツではないので、一瞬誰かわからなかったが、謎の美女は始と一緒に行った波佐見焼の工房のオーナー、柳町涼音だった。

「お久しぶりです」

　早穂子も慌てて涼音に会釈する。まさかここで再会するとは思わなかったので、心臓の鼓動が速まる。

「〝何者でもない〟蓮杖さんね。お久しぶりです」

　涼音は、早穂子がそう名乗ったのを思い出したらしい。にこやかな笑みを浮かべて、上品に会釈した。

「サホちゃん、彼女もバッカスの会のメンバーなんだ」

「一応創設メンバーなのよ。改めてよろしく」

　涼音はフフッと愛あい嬌きょうたっぷりに笑って、それから早穂子に手を差し出してきた。

「こっ、こちらこそよろしくお願いしますっ！」

　早穂子も慌てて、その手を握り返した。涼音の手は柔らかく、スベスベしていて、まるで上等な陶器のようななめらかさだ。

（そっか……柳町さんも一緒なんだ。バッカスの会は毎回十人以上は必ず集まるって言ってたし……中には女性だって当然いるわよね）

　だから別におかしな話ではない。そう思いながらも始の態度がひっかかった。

（始さん……彼女のこと、涼音って呼ぶんだ）

　自分は〝サホちゃん〟で彼女は〝涼音〟。どちらがより親しいかと考えたら、圧倒的に呼び捨てのほうではないだろうか。

（でも、バッカスの会の創設メンバーということは、当然私よりずっとずっと長い間、友人関係なんだから……私がやきもちを焼くのは筋違いだ……）

　呼び方ひとつでモヤモヤしてしまう自分が情けなくなる。

　早穂子は始の背中に隠れながら、ぎゅっと唇をかみしめてなにも感じていない風を装う。

「じゃあ、行こうか」

　結局三人でタクシー乗り場へと向かうことになった。

「ところで今回、小こ鷹たか君は来るの？」

　涼音の問いに、

「ユキ？　関西に出張で来てるから、行けたら行くってさ。新婚ホヤホヤだから、顔を見せたらすぐ帰っちゃうかもしれないけど」

　と、始は答える。

〝小鷹君〟というのは大手寝具メーカーの『ＫＯコＴＡタＫＡカ』の御曹司のことだろう。山邑リゾートの寝具はすべてＫＯＴＡＫＡ製なので、早穂子も名前を知っていた。新婚というのは初耳だったが、始の親友とも呼べる男性が新婚だと聞くと、妙に早穂子の胸はざわめく。

　自分が結婚したいわけじゃない。ただ始もいつしたっておかしくないと思うと、逆に『なぜしないのだろう』と気になってしまう。もちろん、結婚はただの経過で目的ではないから、してもしなくても本人の自由だが、彼は山邑リゾートの副社長だ。いつまでもひとりだと周囲が放っておかないはずだ。なにか理由があるのだろうかと、考えてしまった。

　それからタクシーに乗り込んで、山邑リゾートへと向かった。海沿いの丘を上る途中で、南国の植物が茂る中に白亜の建物が目に入る。

「あ、見えました！」

　後部座席の早穂子が窓に顔を寄せて声をあげると、

「あれが本館だよ」

　と、助手席の始が振り返った。

「はい、すごく楽しみです！」

　社員なのでここがどういう施設か知っているが、実際に見るのと写真ではわけが違う。早穂子はワクワクしながら徐々に近づく山邑リゾートの門を見つめた。

　やがてタクシーは門をくぐり、アプローチを通って玄関先に到着した。タクシーから降りると制服姿のスタッフが姿を現し、荷物をタクシーのトランクから下ろす。

「じゃあ山邑君、早穂子さん、またあとでね」

「ああ、またあとで」

　始が軽く手をあげるのに合わせて、早穂子は会釈をしつつロビーに入っていく涼音の後ろ姿を見送った。

「私たちは入らないんですか？」

　そう言って始の顔を見上げると同時に、

「お待ちしておりました」

　五十代くらいに見える、落ち着いた雰囲気の白髪まじりの男性が近づいてきて丁寧に頭を下げる。おそらくここのマネージャーなのだろう。

　早穂子は急に、自分が山邑リゾートの一社員であるということを思い出し、肩身が狭いような気分になってしまった。

（みなさん働いているのに、なんだか申し訳ないな……）

　しかもＧＷのかきいれどきだ。ここにいる従業員は早穂子が東京本社の社員ということは知らないだろうが、つい始の背中に隠れるように身を潜めてしまった。

　そんな早穂子を見て始は目元を優しく細め、なんでもないことのように早穂子の手を引き寄せると、マネージャーに問いかける。

「ほかのメンバーは何人来てる？」

「四人お着きです。昨晩遅くに到着されて、まだ休まれているようです」

　マネージャーの言葉に始は腕時計を見ながら苦笑する。

「もう昼だってのに、まだ寝てるのか。まぁ全員無理して予定合わせたんだもんな。仕方ないか」

　そして今度は早穂子の肩をしっかりと抱き寄せる。

「とりあえず部屋に行こうか」

「は、はいっ！」

　早穂子はコクコクとうなずいて、始と一緒にホテルの中に足を踏み入れた。




　街を一望できる壁一面の窓の前にはゆったりと横たわれるカウチがあり、隣の続き部屋には豪華なキングサイズのベッドが見える。

「うわぁ……」

　部屋に足を踏み入れるや否や、早穂子は声をあげて窓へと駆け寄っていた。

「海がきれいでしょ？」

　後から部屋に入ってきた始が隣に立って、優しく早穂子の肩を抱き寄せささやく。

「はい、すごく青いですね！」

　思わず子供のようにはしゃいでしまったが、鳴門の海は早穂子が今まで見た海のどこよりも青く美しかった。建物自体はそう高くはないのだが、高台に建っているので、眺めも抜群だ。

「部屋自体もとても素敵ですね」

　早穂子は窓から部屋の中を振り返る。

　入り口から右手は、ガラスで仕切られたバスタブとシャワールームがあり、大きなガラスの花瓶に花が生けられているのが見える。そして反対側の壁には品のよい調度品と大きなテレビ、オーディオシステムなどが設置してあるが、電化製品も部屋の雰囲気にうまく調和していた。新館のヴィラの噂はよく聞いていたが、本館もかなり贅を尽くした造りになっているようだ。

「でしょ」

　始はクスッと笑って早穂子を後ろから抱きしめると、頬ずりをするようにして顔を寄せ、耳元にささやきかける。

「寝室も素敵だよ。見てみる？」

　軽やかな誘惑の言葉に、早穂子の心臓は跳ねた。

（それはまさかそういう意味……？）

　ただ単に見ようと言っているのか、それとも昼間からベッドに誘われているのか、判断がつかない。

　早穂子としては、始に求められて嫌だと思うことは一度もない。好きな男の腕の中にいられるのであれば、いつだって純粋に嬉しい。

（でも、違ったら恥ずかしいし……）

「それは……」

　どういう意味ですかと言葉を続けようとしたのだが、振り返ると同時に始が顔を近づけてきて唇を奪われる。触れ合った唇は熱く熱を持っていて、しばらくして離れると同時に、始が早穂子の目をのぞき込んでささやいた。

「欲しがりな俺に幻滅する？」

　少し赤みがかった始の瞳は、まるで発光するかのようにきらめいて早穂子の心をつかんで離さない。

「そんなわけないじゃないですか」

　首を横に振ると始はほっとしたように笑って、今度は両手で早穂子の頬を丁寧に包み込み、頬を傾け口づける。

「サホちゃんは優しいね」

「そんな……んっ……」

　始の唇が早穂子から言葉を奪う。気が付けばとろりと早穂子の体を甘い蜜みつで満たしていく。

　早穂子の中で、始への想いがまた深くなっていく――。

　怖いくらい好きになってしまう。

　始の穏やかな優しさが遅効性の毒のように早穂子を支配していくのだった。




　うとうとと眠る早穂子の耳に歌声が聴こえた。始の声だ。早穂子と同じベッドの中ではない。部屋の中を行ったり来たりしながら甘い声でどこかの国の優しい歌を口ずさんでいる。

（そういえば前も、聴いたっけ……）

　早穂子は目を閉じたまま、彼の歌声に耳を傾ける。

　あれは入社して早々の頃。レストルームで起こったことだった――。




＊＊＊




　昨晩一睡もできなかった早穂子は、場所を変えれば眠れるのではないかと、始業前に会社のレストルームにやってきた。

（うーん……やっぱりそう簡単には眠れないかな……）

　さすがに朝の七時では誰もいない。手近なベッドにもぐりこんだ早穂子は、目を閉じたままそんなことを考えていたのだが、ガチャリとドアが開く音がして、一瞬体が強張った。心臓がどきりと跳ねる。

（誰か来た……？）

　もちろん山邑リゾートの社員は誰でもここを自由に使っていいのだが、主に使われるのはお昼休みで朝は誰もいない。まさか自分以外に朝から睡眠をとろうとする人間がいるとは思わなかった。

　たくさんのベッドが並べられていて、当然身長よりも高い仕切りがあるのでのぞき込まれることはないはずだが、少し緊張してしまう。

　しばらくして鼻歌が聴こえてきた。英語ではないとわかるくらいで、何語かはわからないが、優しいゆったりとしたメロディだ。

（男のひと……？）

　男性社員も、早穂子が眠っているとは思っていないのだろう。真横を通り過ぎて、斜め前あたりのベッドに身を投げ出す気配があった。

「――はぁ……」

　歌をやめて吐き出されたのは、少しかすれた声で。声を聞いた瞬間、早穂子はハッとしたのだ。

（副社長の声に似てる……）

　山邑始。太陽が色とりどりのお花をしょって歩いているような、特別なオーラを漂わせた美男子だ。その華やかな風貌、身分、軽快な会話術は、正直に言えば嫉妬の対象であり、逆に嫌われる要素にもなりそうなものだが、彼と話をしてしまうと、嫌いになるのはなかなか難しくなってしまう、そんなキャラクターの持ち主だった。

「疲れたな……」

　また独り言が聞こえた。

（やっぱりそうだ……！）

　重いものを吐き出すような声を聞いて、早穂子は確信した。朝早くからレストルームにやってきたのは、副社長の山邑始だったのだ。

（副社長……疲れてる？）

　それにしても彼が〝疲れた〟と口にしたことは、正直言って意外だった。そんなことを口にするタイプではないと思っていた。

　だが彼だって人間だ。疲れることもあるだろう。そしてなにより彼が〝疲れた〟と口にしたのは、ここに誰もいないと思っているからだ。

（どうしよう……）

　ひどく悪いことをしているような気になってくる。居心地が悪いし申し訳ない。早くここに、他人がいることを知らせたほうがいいのではないか。わざとらしく大きな音を立てて寝返りでも打ってみようかと思ったところで、始の携帯が鳴った。

「――はい。ああ……ユキ……？」

　怠そうな口調で応答する。

「ん……今、会社。ちょっと仮眠しようと思って……ああ……それでね」

　ユキ――というのは、女性だろうか。彼女だろうか。彼が電話で話し始めたことで、早穂子はタイミングを見失い、むしろ身動きが取れなくなってしまった。

　せめて物音を立てないように息を潜めるしかない。

「俺の様子が気になった？　ふふ……そっか……やっぱりユキはコワモテなのに優しいな……ばか、ふざけてないって……ほんと……」

　始は穏やかに相あい槌づちを打つ。

（ユキ……さん、コワモテ……？）

　とっつきにくいという感じの意味だろうか。頭の中では〝？〟が浮かぶ。だがそれから、

「大丈夫だよ……死なないって……死ねないよ……うん……」

　物騒な言葉が飛び出してきて、早穂子の心臓は大きく跳ね上がった。

（えっ、し、死ぬ？　死ねない？　えっ、どういうこと!?）

「俺もいつまでも子供じゃないんだからさ……うん。じゃあおやすみ。またな……」

　驚き戸惑う早穂子をよそに、始はどこかおどけるようにつぶやいて通話を切ると、また大きなため息をついた。

（電話、終わった……？）

　早穂子は気配を殺したまま、少し離れたところに眠る始の様子をうかがう。

　それから間もなくして、すう、と始の寝息が聞こえ始める。

（寝た……よね）

　死ぬ云うん々ぬんはきっと激務のたとえだったのだ。そう早穂子は自分に言い聞かせる。

　とりあえずいつまでもここにはいられない。今のうちに出ていくしかない。

　早穂子はゆっくりと体を起こし荷物をまとめると、そのまま音を立てずにそろり、そろりとレストルームの入り口へと向かったのだが――。そこでガシャン、となにかが床に落ちる音がした。

「っ……」

　一瞬自分がバッグの中身を落としたのかと焦ったが、そうではなかった。

「もしかして……」

　なんとなく思い至ることがあった早穂子は、くるりと踵を返して始が眠るベッドへ向かい、仕切りの隙間から体を滑り込ませて床にしゃがみこんだ。

「あった……」

　やはり先ほどの音は、始のスマホが床に落ちた音だった。きっと寝落ちした瞬間に、彼の手から滑り落ちてしまったのだろう。

　早穂子はスマホを手に取って、反対側を向き眠っている始の枕元にそれを置く。

　大事なものだから手元になければ困るだろう。ただその一心だけだったが、立ち去ろうとした一瞬、始の顔が目に入る。

　光の加減かもしれないが、目の下にクマのような陰りが見えた気がした。

（疲れたって、言ってたな……）

　仕事だろうか。それともプライベートのことだろうか。普段はまったくそんなそぶりはなく、スーパーマンのように思っていたから、余計気になってしまう。

　きっと自分のような凡人の百倍は日々の苦労も多いはずだ。早穂子は背中のあたりで丸まっていた毛布を軽く持ち上げて、起こさないようにそっと肩にかける。

（盗み聞きするつもりはなかったんですけど……ごめんなさい。ゆっくり休んでくださいね……）

　そして立ち去ろうとした瞬間、

「――待って」

　始が寝返りを打ち、早穂子はひっくり返りそうなくらい驚いてしまった。

　慌てて仕切りの向こうに逃げて、見えないにもかかわらずベッドに向かって頭を下げていた。

「すっ、すみませんっ……」

「あ、いや、謝らないで……スマホ落としたの、なんとなくわかったんだけど……起き上がるの面倒くさくて……ありがとう」

「いえっ……」

　どうやら始は起きていたらしい。余計なことをするんじゃなかったと早穂子は反省して、さらにまた深々と頭を下げた。

「あ、あの、すみませんっ、おやすみなさい、ゆっくり休めたらいいですねっ……！　睡眠はとっても大事ですからっ！」

　と口走り、そのまま全速力でレストルームを飛び出したのだった。




＊＊＊




　これは早穂子の、入社後に思いがけない場所で山邑始と話したという記念すべき思い出になったのだが――その後まさか一夜を共にしてしまうとはいったい誰が予想できただろう。

　そして今日、彼に連れられて、リゾートにまで来ている。当事者であるはずの早穂子だっていまだに信じられなかった。

（それにしても睡眠は大事って……我ながらなにを言っているんだろうって感じだったけど）

　早穂子はふっと笑って、さらさらのシーツの上で寝返りを打つ。

「サホちゃん、なに笑ってるの？」

「えっ……!?」

　なんと始がベッドのそばにやってきて、微笑みながら早穂子を見下ろしている。

「あ……いえ……なんでもないです」

　昔会ったときのことを思い出してにやけていたと知られるのは恥ずかしかった。思わず両手で顔を覆うと、始がベッドに腰を下ろして大きな手で頭を撫でる。

「ふぅん……俺のことかな？　だったら嬉しいけど」

「っ……」

　相変わらずの勘のよさで嫌になってくる。

「もうっ……」

　ため息をつくと、始が笑ってそのままゴロンと体を横たえてきた。

「こっちにおいで」

　そして早穂子の体を抱き寄せると、強引に腕枕をしてしまった。

　彼はシャワーを浴びて、着慣れた感じのカットソーとデニムに着替えている。

　一方、早穂子は裸のままだ。お互い裸ならまだしも、一方が完全に着衣だとなんだか無性に恥ずかしい。

「私もシャワーを……」

　身じろぎした早穂子に「あとでいいじゃん」と始は言って、早穂子のおでこの生え際あたりに顔を密着させた。

「ああサホちゃん、いい匂い……甘くて……あったかい……また興奮してくる……」

「えっ……？」

　確かに頭の先に感じる始の吐息は熱かった。だが始の口から飛び出すのは基本、軽口だ。冗談か本気か、いまいち判別がつかない。

「でもそろそろ時間だからなぁ……いちゃいちゃしたいけど……うーん……」

　彼の言う通り、気が付けば時計の針は夕方の五時を回っていた。バッカスの会は六時スタートらしいので、確かにもうそういうことをしている時間はない。

「大変っ、さすがに準備しないと間に合わないですっ……！」

「じゃあ、きみはミロのビーナスのコスプレということにしたらどう？　きっと誰もがきみの美しさにひざまずくよ」

　妙に真面目な顔をして言われてしまったが、とんでもない。

「もうっ、それってただの裸じゃないですかっ……！」

　早穂子は笑って始の胸を押し返すと、足元でくしゃくしゃになっていたシーツを引っ張り上げ、体に巻きつけてベッドから降りる。

「ああ、俺のビーナスが……」

　始が肩をすくめて、つまらなそうな声を出す。だが時間がないのは本当だ。一分一秒でも惜しい。

「ごめんなさい、すぐに準備しますね」

　早穂子はそのままバスルームへと向かっていった。

　バッカスの会には涼音以外にも女性がいるだろう。

（少しでもきれいにしたい……ほかの女性たちの全然足元にも及ばなくても、少しでも……）

　それは早穂子の切ない女心だった。










バッカスの会




「我々の自由と無秩序に乾杯！」

　始の朗らかな第一声に合わせて、

「かんぱーい！」

「乾杯！」

　と、口々に声があがり、グラスを軽く触れ合わせる音が響く。

　バッカスの会はホテルのスイートルームで開催された。

　もともと、始が大学生の頃に所属していた山さん岳がく部の延長で作ったサークルが起源で、その土地のうまい食べ物や酒を飲む、ただそれだけの会らしい。大学生の延長と言われれば確かにそうだが、メンバーはかなり豪華だ。今回の参加者は十五人程度だが、早穂子も名前を知っているような大企業の御曹司やご令嬢でひしめきあっている。

「始さん、お久しぶりです」

　最初に声をかけてきたのは、長身の黒髪のベリーショートの男性だった。

「シロ、元気そうだね」

「ええ。始さんには向こうではお世話になりました」

　にっこりと微笑む彼は、そのまま始の隣に立っている早穂子にもその笑顔を向ける。

「初めまして。槇まき白あき臣おみと申します」

「初めまして、蓮杖早穂子といいます」

　軽く会釈すると同時に、白臣が早穂子の足元に目を落とす。

「ありがとうございます」

「えっ？」

　驚いて首をかしげると、白臣が早穂子の履いているベージュのパンブスを指さした。

「靴、カノーロですね」

「あ、はい。そうです」

　早穂子はこくりとうなずいた。

　カノーロは銀ぎん座ざに本店を構える日本を代表する靴とバッグのメーカーだ。お手頃なものから高級品まで、ベーシックで質のよい品がそろっているので早穂子も好きでよく買っていた。

「シロはカノーロの跡取り息子なんだよ」

　始にそう言われて、ああ、と早穂子はうなずいた。

「手入れをして、大事に履いてくださっているようで嬉しいです」

　白臣は穏やかに微笑んで目を細める。その顔は本当に嬉しそうで、彼が自社の靴を愛していることがヒシヒシと伝わってくる。

「そんな。とんでもないです。ありがとうございます」

　早穂子も恐縮しながら会釈する。その会話でなんとなく和やかな雰囲気になった三人で、窓際に置いてあるソファへと移動した。

「そういえば、基は今年も来れないんですか？　姿がないようですが」

　白臣が周囲を見回し、始に視線を向ける。それを受けて始はクスッと笑って肩をすくめた。

「別にご両親に勘当されたわけじゃない。帰ってこようと思えば帰れるんだろうけど……あいつ、いつも極端だからな。成果を出すまでは帰らないと決めたらしい」

「なるほど……。彼らしいですね。会えないのは少し寂しいですが」

「湊は、あと一年もすれば戻ってくると言ってたけどね」

「一年か……。なるほど、周囲からは成果を出すには五年はかかりそうだと聞いていましたが、彼がそう言うんなら、そうなんでしょう」

「基はエネルギーの塊みたいな男だからなぁ……やりとげるだろうね」

　どこか懐かしそうにそう言い、それから隣に座る早穂子にちらりと目をやる。

「基っていうのは、エール化粧品の御曹司のことだよ。海外展開のプロジェクトのリーダーとして世界中を飛び回ってる」

　エール化粧品は日本有数の化粧品メーカーだ。どうやら彼もまたバッカスの会の一員らしい。

「大変な激務なんでしょうね」

　世界中を飛び回り、成果を出すのに五年はかかると言われるようなプロジェクトのリーダーをしているのであれば、それこそ帰国などなかなか難しいのかもしれないと思ったのだが、それを聞いて始はとても優しい顔をして、にっこりと微笑んだ。

「ほんとはね、父親や周囲を説得させるためにやり始めたことなんだ」

「説得？」

「そう。心底惚ほれた女性と一緒になるためにね。プロジェクトを成功させて彼女を迎えに行くつもりらしい。すごいよね……尊敬する」

　始はそう言って目を伏せた。長いまつ毛の奥の瞳は、どこか愁うれいを帯びている。

　言葉通りの意味だとしても、どこか憂ゆう鬱うつそうだ。

（始さん……？）

　耳で聞いた言葉以上の重みを感じて、早穂子の胸は知らずざわついた。

「遅れてごめんなさい」

　女性の声に振り返ると、しっとりした素材の黒のロングドレスを身にまとった涼音が、一回りほど年上に見える外国人男性と腕を組んで入ってくるところだった。

　男性はラフなジャケット姿だったがずいぶんハンサムで、涼音をエスコートしつつ、彼女の美しさに満足していると言わんばかりの笑みを浮かべている。涼音はほかのメンバーと気軽に声をかけ合い、にこやかに笑っていた。

（一緒にいる男性は恋人……だよね？）

　その様子を見て、早穂子はほんの少しほっとしていた。

　始から親しげに〝涼音〟と呼ばれる彼女に対して、早穂子はほんのちょっぴりではあるが、嫉妬していたのだ。彼女のほうがずっと長く、始と友人なのだから当然だと受け入れられず、モヤモヤしていた。

　我ながら器が小さすぎるが、彼女がパートナーを連れてここに来たのを見て、早穂子はそれまで彼女に感じていた複雑な感情を、ようやく手放すことができそうだ。

（よかった……ちゃんと恋人がいるんだ）

　胸を撫で下ろしつつ、隣に座っている始の顔を見る。だが始はなんとも言いがたい複雑そうな表情をしていた。

（え……？）

　友人カップルを素直に受け入れ、歓待するという雰囲気ではない。もっと複雑で説明のしづらい、早穂子もどう判断していいかわからない眼差しだった。

（もしかしてふたりのことが、気になってる……？）

　けれど始がそんな顔をしたのは一瞬で。

「ちょっと行ってくるね」

　さらっとそう言うと、いつものような軽やかな笑顔になり、ソファを立ち上がってグラスをふたつ手に取ってふたりのもとへと向かう。軽くハグし合ったあと、ペラペラと実に流りゅう暢ちょうな外国語で話し始めた。英語じゃないことはわかるが、それだけだ。

　始はこちらに背を向けたまま、三人で部屋の奥にあるテーブルセットのほうへと移動してしまった。

（いったいなんの話をするんだろう……）

　もちろん英語も話せない早穂子からしたら、そんな場所に連れていかれても困るだけなので、これでいいはずなのだが。

　ついさっき、もう大丈夫だと思ったはずの早穂子の胸はまた重く沈み始めていた。

「気になって仕方ないって、顔に書いてある」

「えっ……!?」

　からかわれるような口調で声をかけられて、ハッとした。顔を上げると、自分をじっと見つめる白臣と目が合う。

　そうだった。ここには彼もいたのだ。

「ご、ごめんなさい……私ったら、ひとりでぼうっとして」

　自分の世界に閉じこもってしまったことに気が付いて、羞しゅう恥ちで顔に熱が集まる。

　バッカスの会は始が主宰する会で、自分は彼の連れだ。必要であればホステスとして動くことも必要だろう。なのに完全にお客様気分で恥ずかしいことこの上ない。

　持っていたグラスをテーブルに置き両手で頬を押さえたが、手のひらの下の頬はどんどん熱くなるばかりだった。

（こういうところが洗練されてないのよね、私って……）

　うなだれ深く反省していると、白臣はクスッと笑って首を振る。

「そんな謝らないでください。バッカスの会は本当に、ただの友達が集まって飲んでグダグダするだけの会だから、誰もなにもしなくていいんです。もちろん始さんがパートナーとして連れてきたあなただってね」

「でも……」

「始さんだってなにも要求しなかったでしょう？」

「それは……はい」

　早穂子はこくりとうなずく。

　始はわがままのようなことを言って早穂子を振り回すが、それはあくまでもふりだ。彼は恋愛を楽しむためのスパイス以上のことを、早穂子に求めたりはしない。

（任されたところで、私になにができるかって思うんだけど……少し寂しかったりするのよね……）

　だがこれは、今ここで彼に言うことではない、始と自分の問題だと早穂子は思ったのだが。

　白臣は持っていたグラスをテーブルの上に置いて、恐ろしく長い足を組み、組んだ手を太ももにのせた。

「そこが始さんのいけないところでもあるとは思いますけどね。ユキもよくそう言ってるし」

「ユキ？」

　どこかで聞いたことがある気がする。

　早穂子が首をかしげると、

「面識はないのかな。寝具メーカーの」

　と、白臣が説明してくれた。

「あっ、新婚さんだって言ってた……」

「そう、その小鷹です。始さんを中心にして、俺たち世代はずっと仲がいいんですよ」

「そうだったんですね」

　なるほどと思うと同時に、白臣の説明を聞いて、ユキが以前リフレッシュルームで始が電話をしていた相手だと気が付いた。

（大事な女性じゃなかったんだ……よかった）

　今さらだが、ちょっとだけほっとしてしまった。

「もしかして女性だと思った？」

　ずばり心の奥底をのぞき込まれたような気がして、早穂子はドキッとする。

　槇白臣。やはり始の友人だけあって人をよく見ている。涼しげな美男子の中身は只者ではないようだ。

　隠しても仕方ないので、こくりとうなずく。

「余計なお世話だったけど、その誤解は解けてよかったみたいですね」

　白臣はにっこりと笑うが、早穂子は首を振った。

「余計だなんて……。ありがとうございます」

　自分の中にある小さな焦りはすべてお見通しらしい。寄り添ってもらえた気がして気持ちが楽になる。気遣いに感謝しながら、また早穂子はぺこりと頭を下げた。

（あまり気にしても仕方ないわよね）

　それからふと、彼と始との会話で気になっていたことを口に出していた。

「あの……槇さんは始さんにシロと呼ばれていましたが、どういう意味なんですか？」

　首をかしげて尋ねる早穂子に、

「確かにちょっとコミカルですよね」

　白臣はいたずらっぽく笑顔を作って、腰を上げて早穂子の隣に移動してきた。

　彼がソファーに座るとほんの少し腕が触れ合う距離になる。

　甘い王子様系の始とは違う和風美男子な白臣の接近に、特に意味はないとわかっているのに、早穂子は一瞬ドキッとして体が硬くなった。だが彼ほどの男性を前にして意識するなというほうが無理だろう。

（他意はないのはわかってるけど、素敵すぎるのがいけないのよね……）

　そんな早穂子の緊張などどこ吹く風で、白臣はことさら柔らかい声でささやいた。

「俺の名前、白に臣と書いてアキオミなんですよ。幼馴染の女の子が、ちっちゃい頃からアキオミってうまく呼べなくて、シロちゃんって俺のことを呼んでて……。その話を聞いた始さんが、真似して俺をシロと呼ぶようになったんです」

　彼の説明を聞いて、幼馴染の女の子が、彼をシロちゃんと呼ぶ場面を想像すると、なんだかほっこりした。かわいらしいことこの上ない。

「なるほど……そうなんですね」

　早穂子もにっこりと笑顔になった。

「始さんにシロって呼ばれると、犬みたいだなって思うんだけど、まぁ仕方ないかなって許してしまうんですよ。強引だけど憎めないから、あの人」

　強引で憎めないという白臣の言葉に、早穂子も思わずうなずいてしまう。

「そうなんです、でもそこがまた……」

　自分にはたまらなく愛おしく映るのだと思ったその瞬間、

「――ちょっと近いんじゃない？」

　突然、ふたりの間に顔が差し込まれる。

「は、始さん……？」

　びっくりして振り返ると、始がソファの背もたれに手をついて唇を尖らせていた。まるで子供のような表情だ。

「ちょっと目を離した隙にこれだよ。口説かないでね。そういうのナシだから」

「口説かれてませんよ」

　早穂子が苦笑すると、始は形のいい眉をキリッとさせつつ首を振った。

「いいや、シロが物理的距離を縮めるときは怪しい。俺は、知っている……！」

　そして白臣の背後から肩をつかんで耳元に顔を近づけた。

「お前は、人畜無害ですよ清せい廉れん潔けっ白ぱくですよと顔に書いてあるけど、俺の知ってる中では一番おっかないやつだから。腹黒だし」

　それを聞いて、白臣は目をぱちぱちさせたあと、どこか楽しそうに目を細めた。

「そんな風に思ってる後輩に、一瞬でも大事な彼女を預けちゃうんですか？」

　今度は始が目を丸くする番だった。完全に不意打ちをくらった顔をしている。

「ったく……」

　白臣の発言に、始が困ったように苦笑する。

　そんな始を見て、早穂子の胸にもさまざまな感情が押し寄せてくる。

（今のって、始さん特有の空気を読んだ上の発言なんだな）

　男友達相手でも、始は甘えたことを言って、相手が接しやすいキャラクターを演じる。場の空気を読んで、道化を演じることもいとわない。

　とにかく始はつかみどころがないのだ。甘い言葉をささやき大事にしてくれているのに、彼の本心は別にあるのではないかと思ってしまう、そんな不安定さが彼にはある。

（大丈夫……私は、わかってる。ちゃんと……自覚してる……）

　彼はこの恋に本気にならない。

　それでも自分は自分の恋を、彼のそばにいたいと思う感情を選んでここにいる。

　早穂子はそう自分に言い聞かせながら、笑みを浮かべた。

「そうは言っても、心の中では槇さんをとても信頼されてるんでしょう」

　それを聞いた白臣はクスッと笑って、

「あまりこの人を甘やかさないでくださいね」

　と、自分の肩をつかんでいる始の手をトントンと叩くと、テーブルの上のグラスを持って立ち上がった。

「始さん、もっと自分を大事にしてください」

「え？」

　始がきょとんとした顔になる。だが白臣はそれに対してなにか言うわけでもなく、

「ではまたのちほど」

　と、さっぱりとした表情で立ち去ってしまった。

「シロ……？」

　始が不思議そうに目を細める。だがそれは早穂子も同じだ。

（自分を大事にするってどういうことだろう……？）

　早穂子は、ほかのメンバーが歓談している中へと向かっていく白臣の背中を不思議な気持ちで見送ったのだった。




　バッカスの会は滞りなく続き、そしていつまで経っても終わりは見えなかった。

　会のメンバーは気が付けば入れ代わり立ち代わり変わっていき、酒もどんどん運ばれてくる。

　日本酒、焼酎、ビール、ワイン、シャンパン、果実酒などなど、ごちゃまぜだ。酒の神バッカスを掲げる会なだけあって、さすがにアルコールの量が尋常ではない。けれど派手に酔って醜態をさらす人はひとりもおらず、陽気に会話をするか、真面目な顔をして討論をするか、部屋の中はだいたいそのふたつに分かれていた。

（さすがに飲みすぎたかも……）

　時計の針を見ると、そろそろ日付が変わる時間だ。早穂子もわりとアルコールに強いのだが、これ以上はさすがに明日に差し障りそうだ。

　始にひと言告げて部屋に戻ろうか――。

　そう思ったところで、

「蓮杖さん、隣に座っていい？」

　落ち着いた女性の声がして、顔を上げると涼音だった。アルコールのせいかほんのり頬がピンク色で美人度が増している。今まさに部屋に戻ろうと思っていた早穂子だが、こう言われてしまうと立ち去るのも難しい。

「どうぞ」

　こくりとうなずいて彼女が隣に座るのを見守った。

「ありがとう」

　涼音はにっこり笑って、ふわりと優雅にソファーに腰を下ろす。

　そう、まさに〝ふわり〟とした動作だ。非の打ち所がない。

（こんなときでもおしとやかなの、すごい……）

　常に他人の目を意識しているのは、生まれながらの美人ならではという感じがする。

「あの、お連れの方はいいんですか？」

「マティス？　いいのよ。男同士で仕事の話をしてるんだもの。つまらなくて逃げてきちゃった」

　そう言って涼音はころころと機嫌よさそうに笑った。

　言われてあたりを見てみると、もうひとつのソファーセットに彼女の恋人――マティスの姿がある。始はいないがそこには白臣がいた。英語で話しているのはわかるが、あれが仕事の話らしい。

「なにもこんなところで仕事の話をしなくてもいいのにね……って思うけど。男の人はそれがアイデンティティなところもあるものね」

「そうですね」

　始だって本人はひょうひょうとしているが相当なハードワーカーだ。しかしそれを表面上は楽しそうにこなしている。

（もう少し休んだほうがいいとは思うけど……）

　こくりとうなずく早穂子に、涼音は顔を近づけた。

「ねぇ……山邑君とはどこで知り合ったの？」

　目はキラキラと輝き、興味津々と顔に書いてある。

「あの、同じ会社です」

　早穂子は戸惑いながら正直に答えた。

「まぁ、そうなの？　珍しいこともあるものね」

　それを聞いて涼音は目をぱちぱちさせる。

「珍しい？」

　早穂子が首をかしげると、

「彼は自分のテリトリー内から恋人を選ばないから」

　と、はっきり言い切られて胸の奥がズキッと痛くなった。

　自分が知らない始のことを知っていると言われた気がした。どうしてと尋ねたい気持ちに駆られたが、言葉が出てこない。

　一方、涼音は饒じょう舌ぜつに言葉を重ねる。

「だって、別れたら気まずいでしょう？　私だってそうだったし」

「え？」

「ふふっ……」

　涼音は思わせぶりに笑うと、「じゃあまた」といきなり立ち上がって、ふわふわした足取りで、歓談しているほかのグループのほうへと向かっていってしまった。

（な……な……なにそれ……！）

　そこでようやく気が付いた。

　自分は涼音に嫌われているらしい、ということに――。




　早穂子はそれから部屋にひとりで戻り、悶もん々もんとした気持ちを抱えたまま湯船に浸かった。

　猫足のバスタブはかわいらしく、アメニティも充実していて、普段の早穂子ならテンションはぐーんと上がっているはずだったのだが、いまいち盛り上がらない。

　原因はわかっている。先ほどの涼音の牽けん制せいだ。

　彼女の発言は、始と涼音が昔付き合っていたという風に聞こえた。

　もしかしたら違うかもしれない。自分がかつてテリトリー内に恋人を作って別れたあと苦労した、という意味なのかもしれない。だがそうだとしても、彼女はわざと曖あい昧まいに言った気がする。嫌がらせ以外のなにものでもないと思うが理由がわからない。

（彼女にはマティスさんという恋人がいるのに……どうして？）

　もしかして彼は恋人ではないのだろうか。いや、ふたりはしっかりと体を寄せ合っていたし、ときおり彼は涼音の首筋に顔を寄せてキスをしていた。あまりじろじろ見ては失礼だと思ったが、つい目がいってしまうくらい、ふたりの関係は今が最高潮と言わんばかりに燃え上がっているように見えた。

「うーん……」

　早穂子はバスタブの縁に腕をのせてもたれかかる。だがいくら考えても答えは出そうにない。当然だろう。早穂子にとって涼音はほぼ他人で、人となりを知らないのだから。

（これって悩むだけ不毛よね……）

　だがああでもないこうでもないと、考えずにはいられない。涼音の真意を――。

　それが恋というものなのかもしれないが、かなり気が重くなってしまった。

「はぁ……」

　胸の奥の重い石を吐き出すようにため息をついた瞬間、

「大きなため息だねぇ」

　と、すぐ近くで声がした。

「えっ、はっ、始さんっ!?」

「そうだよ～。きみの始ちゃんだよ」

　ガラス戸の向こうからご機嫌で楽しげな声が返ってきた。しかも着ているものを脱いでいるのが見える。

「もしかして一緒に入ろうと思ってます？」

「思ってるよ～っていうか、当たり前じゃん」

　ガラリと扉が開いて裸の始が姿を見せる。当然だが全裸だ。鍛え上げられた体を目にして、

「もうっ……！」

　早穂子は顔を赤くしながら慌てて背中を向けた。

「相変わらず照れ屋さんだ」

　始はクックッと笑いながら湯船に浸かる前に、シャワーを浴び始める。

（始さんこそ、相変わらずいきなりなんだから……）

　早穂子は照れながらも、始が早々に戻ってきてくれたことが嬉しい。

「――サホちゃん」

　体と髪を洗い終えた始が湯船の中に入ってくる。そして早穂子の後ろから体を寄せて、抱きしめてきた。

「俺の足の間においで。ぴったりくっついて……」

　始は体の半分が足なのでは？と言いたくなるくらい手足が長く、スタイルが抜群だ。早穂子の体はあっという間に、彼の腕の中にすっぽりとおさまってしまった。

　始が身じろぎするたびに、ちゃぷん、ちゃぷんと水音が響く。背後から、ふわわ……と大きなあくびをする声が聞こえた。

「――眠いですか？」

「ん……さすがに……上のまぶたと下のまぶたが仲良くしたいって言ってる……」

　始はうなずきつつ、早穂子の首筋に顔を寄せる。

「サホちゃんは？　眠くて帰ったんじゃないの？」

「いえ……。酔っただけで……でもお風呂に入ったらすっきりしました」

「そっか……」

　始はうなずきながら、背後から早穂子の肩を抱きしめ、耳元でささやいた。

「ふたりでベッドに行かない？」

　その声はただ単に寝ようと言われているにしては甘すぎて、早穂子の心臓は一瞬、どきりと跳ねる。

「疲れてるんですよね？」

「そうだよ……眠いし疲れてるんだけど……」

　始の舌が、早穂子の耳を舐めて、そろりと舌を差し込んでくる。ぴちゃりと水音が頭の中で響いた。

「っ、あっ……」

　早穂子が身じろぎして声を漏らすと、始は後ろから下半身を押しつけるようにしてささやいた。

「サホちゃん見たら、すっげえ抱きたくなるの……困ったな……俺がサホちゃんと仲良くしたくなってきた」

　始の誘いはいつもこうだ。困っているかどうかはわからないが、こんな風におねだりされて嫌な気持ちになるはずがない。

　それに自分はどっちだっていい。

　ただ始とくっついていられたら、それだけで幸せなのだから。




「あ……俺、もういきそう……どうしよう……」

　清潔なシーツの上に早穂子を組み敷いた始が、切なそうに眉根を寄せてため息を漏らす。緩やかに早穂子の中に出入りする始のものからは、切羽詰まった雰囲気はない。

　自分を抑えているのだろうか。彼はいつも早穂子を気持ちよくさせることに気を配っているので、珍しいなと思いながら、早穂子は嬉しくて仕方ない。

　彼が与えてくれる眠りも、快感も――本当に好きだけれど、早穂子が一番好きなのは、〝自分にも始に与えられるものがある〟と思えるこの瞬間だ。

「どうしようって……？　いいじゃないですか……」

　早穂子が吐息交じりに尋ねると、始はクスッと笑って目を伏せる。

「だって……女の子みたいじゃん……先にいっちゃうの……」

「古風、なんですね……」

「そうかな……」

　そう言いながら、始は早穂子の太ももを抱えるようにして肩に乗せ、より深く、早穂子の中に押し入っていく。

「気持ちいいのって、なかなか恥ずかしいな……でもほんと……気持ちいい……」

　上気した頬、快楽に濡れた目、男の顔をした始が、上半身を重ねるようにして倒れてくる。

「サホちゃん……キスして」

　まるで女の子のように、かすれた声でねだられて、早穂子は無我夢中で始の首の後ろに腕を回していた。




　濃密で激しい快楽の時間が終わったあと、始は早穂子の髪を、腕枕をする手ですきながら、

「俺、サホちゃんの長い髪大好きだなぁ……」

　と言いながら、眠ってしまった。脱力した彼の手がぱたんとシーツに落ちたのを機に、早穂子はパチッとまぶたを持ち上げると、身じろぎして始の顔を見上げる。

（きれいな顔してる……王子様みたい……）

　普段言動が若干おちゃらけ気味な始は、黙っているとその美貌の凄すごみが増す。その落差がたまらなくセクシーだと思う。

　睡眠という無防備な時間を過ごしているはずなのに、どこか自分を抑えているような彼の顔を見ていると、どっちが本当の始なのだろうと気になってしまう。

　もちろん普段の始が演技をしているというわけではない。

　明るくて優しい。人懐っこく気が利いて、甘えん坊でちょっと意地悪な始と、誰もいないところで『疲れた』とため息をついたり、早穂子と体を重ねるときに、どうでもいいことで男らしさを気にしたりする始は、全部同じ始だ。

（人はそう簡単に変われないし、スイッチで切り替わったりしない……当然だけど。どれも全部始さんなんだ）

　早穂子はじっと、愛おしい人の横顔を見つめる。

　愛おしいと思う気持ちがこみあげてくる。

（始さん、ぐっすり眠ってる……）

　これは決して始に言えないことなのだが、最近彼と体を重ねたあとでも、最初の頃のように眠れなくなっていた。

　理由はわかっている。体で感じて、心で感じて、早穂子の細胞のすべてが始でいっぱいになって、興奮して眠れないのだ。

　心がうるさいくらいざわついて、胸が締めつけられて、寝ているどころではなくなってしまう。

　もちろん、時間が経てば人肌のぬくもりにウトウトするし、短い時間ではあるがちゃんと眠れる。昔ほどの焦りはない。なにより始の寝顔を見ているのは癒いやされる。

　だが早穂子は、彼と体を重ねたあとは眠ったふりをするようになっていた。始には寝ていないことを知られたくなかったのだ。

　早穂子にとって山邑始は〝遠いけれど近い人〟だった。若き副社長としてマスコミでも取り上げられていた山邑始は、面接で早穂子の不眠症の話を聞いても、一度も困った顔や戸惑った表情をしなかった。それだけで早穂子はどれだけ救われたことだろう。

（不眠症と不感症……ウィンウィンだからって言ったのは始さん……。知られたら、もう私が彼と体を重ねる正当な理由がなくなっちゃう……そばにいられなくなる）

　あなたが好きと言えば彼を困らせる。山邑リゾートの御曹司の彼と自分では釣り合わない。

　だから早穂子は寝たふりをして夜を過ごすのだ。

（ねぇ始さん……あなたの〝気持ちいい〟は私限定なの……？）

　それを問いかける勇気は今の早穂子にはないのだった。




　バッカスの会は、翌日からもメンバーが入れ代わり立ち代わりで続いた。ただお酒を飲むだけでなく、お弁当を持ってハイキングに行ったり、船を借りて釣りに行ったりと、意外にもアクティブなイベントも多く、普段はインドア派の早穂子も楽しく過ごせていた。

　だが楽しい時間というのはあっという間に終わるものだ。

「あいたたた……」

　早穂子はシャワーを浴びたあと、そのままソファーにゴロンと横になる。お行儀が悪いとわかっていたが、一度ソファーに寝ころんでしまうと、もう一歩も動けない。

　今朝は早起きしてサイクリングをした。朝から天気もよく、自転車をこいでいる間は楽しかったのに、戻ってきた途端どっと疲労が押し寄せてきた。インドアで事務職の早穂子の体には相当負担だったらしい。普段使わない筋肉がギシギシときしみながら悲鳴をあげている。

「でも、楽しかったなぁ……」

　早穂子はふふっと笑う。

　自転車に乗ったのは高校生のとき以来だ。あの頃は風を切って自転車を走らせることになにひとつ価値を見出していなかったが、大人になってみると自分でも驚くくらい気分が高揚していた。

（でも、明日にはもう帰っちゃうんだよね……）

　そして早穂子は日常に戻る。

　日常とはいったいどんなものなのだろう。

　始とこうなる前と、後と。早穂子の日常は恋を知り変わってしまった。

　いつまでこんな日々を送れるのだろうか。

　プルルル――。

　物思いに沈んでいると、突然スマホが鳴った。

「誰だろう……」

　時間はまだ夕方の五時だ。体を起こしてバッグの中に手を入れてスマホを取り出すと、着信は実家からだった。

「――もしもし」

　嫌な予感を覚えながらも電話を取ると、

《早穂子？》

　やはり母だった。

「どうしたの？」

《どうしたのって……ＧＷになっても帰ってこなかったでしょう？　だから気になって》

「うん……」

　早穂子は基本的にあまり実家に寄りつかない。仲が悪いわけでもないのだが、あれやこれやと干渉されることをどうしても煩わしく思ってしまう。こんな自分を薄情だと思うし、親不孝をしているのではないかと思うが、こればかりは仕方ない。

　たとえ親子の間であっても、適切な距離を保っていたほうがいいだろうと思ってのことだ。

《家にもいないんでしょう？　今、どこにいるの》

　電話口の母の問いかけに、

「どうして家にいないこと知ってるの？」

　一瞬、声に戸惑いが混じった。まさか家まで来たのだろうかとヒヤッとしたのだが、

《宅配便送ったけど、受け取ってないみたいだから》

　と、返事が返ってきた。

「ああ……ごめんなさい」

　早穂子はそう答えながらも、複雑な気持ちになる。

　どうしてわざわざ黙って荷物をＧＷに送ってくるのだろう、とか――そういう形で不在確認をしようとしたのか、とか。

　口には出せないけれど、そんなことを考えてモヤモヤしてしまう。

　だが心の奥底では、母はそんなことを考えていないことはわかっている。そもそも気になることはなんでも口にするタイプだ。宅配便を使って不在確認をするような小細工をする人ではない。

　だから問題があるとしたら、こんな風に考えてしまう自分のほうだろう。

（自分の性格の悪さに……引く……）

　早穂子は鉛なまりでも飲み込んだような、どんよりと重い気持ちになる。

《早穂子？》

　電話の向こうで母が名前を呼ぶ。

　ハッと我に返って、

「旅行に行ってるの。でも、明日には東京に帰るから。宅配便はそれから受け取るわ」

　と答える。

《あら、旅行って、誰となの？　もしかして彼氏？》

　驚くほど弾んだ声で問われて、息が詰まりそうになった。

《彼氏だったら、どうして連れてこないの～？　お出迎えするのに！》

　一気に電話の声が大きくなって、早穂子はごくりと息をのんだ。

　母は大変なホームパーティー好きだ。娘三人の友達はもちろん、夫の部下、近所の人まで、呼ばれていない友人知人はいないのではないかというレベルである。早穂子の彼氏と聞けば、即座に彼女にとってはお招きしたい客人になってしまう。

「いや……お出迎えって。そんな観光地でもないのに……」

　早穂子の実家は関東の小さな地方都市で、本当になにもない。絶対にありえないが、始を連れていったところでどこにも案内する場所がない。

《あら、やっぱり彼氏と旅行なの！》

「いや……」

　早穂子はのらりくらりとかわしながら、曖昧に返事をする。別にごまかしているわけではないが、自分でもどう答えていいかわからなくなった。

（始さんって、私の彼氏……なの……？）

　始との時間は甘いが、彼を恋人というのも、彼氏というのも違う気がした。

《いやってなによー。煮え切らないわね。一緒に旅行に行くぐらいなんでしょ？　あっ、もしかしてあんた、不倫とかそんな人の道に外れたことをしてるんじゃないでしょうねっ！》

「ふっ、……不倫!?　そんなわけないでしょ！」

　さすがにそれはないし、誤解されたくない。母の言葉に早穂子にしては珍しく大声をあげていた。

「どうしてそんな風に考えるのよ」

《だって……あんたが煮え切らない態度をとるから》

「なにそれ。私のせいってこと？」

《そうは言ってないけど》

　早穂子の強い口調に母が戸惑ったように口ごもる。

　誰と旅行に行っているか言わないだけで、娘に不倫しているのかと口にするなんて、いくらなんでもどうかと思うのだが、自分がおかしいのだろうか。

　早穂子は深いため息をつく。

「――もう電話切っていい？」

　そこで一瞬だけ、妙な間の探り合いのような沈黙が流れた。

《本当に、あんたって子は……》

　電話の向こうで呆れたように母はぶちぶちとつぶやくと、

《とりあえずたまには顔を見せなさいよ……》

　と言い、そのまま通話が切れてしまった。

「あ……はぁ……」

　早穂子は胸の奥にたまった息を吐き、がっくりと肩を落とす。

　どうして自分は家族相手にうまい立ち振る舞いができないのだろう。母とはたまにこういうことがある。気が付けば些細なことですれ違って少しだけ嫌な気持ちになる。

（私が悪いのかな……家族なのに……私がだめな娘だから……いつまで経っても家族とうまくやれないのかな……）

　頭がずきりと痛んだ。

「……いたた……」

　差し込むような痛みに、思わず手のひらでこめかみのあたりを押さえ、ソファーにうつぶせに丸まっていると、

「サホちゃん、湿布もらってきたよ」

　ガチャリと部屋のドアが開いて、始が妙にキラキラした顔で戻ってきた。

「あれ……どうしたの？」

　ソファーの上の早穂子を見て、始が足早に近づいてくる。

「具合悪いの？　医者を呼ぼうか」

「丈夫です、ちょっと……頭痛がして……」

　すると始はそれを聞いてソファーに腰を下ろしつつ、早穂子の肩に手をのせ、もう一方の手で労わるように背中を撫でてくれた。

「いたいのいたいの、飛んでいけ～」

　その声はやけに優しくて……。

　唐突に鼻の奥がツンと痛くなって、早穂子の目はじんわりと熱くなった。

（だめ……泣いちゃいそう……）

　泣きたくない。重い女だと思われたくない。

　だって彼はそんなことを望んでいないから。

（ちゃんとわかってる……）

　なのに――。どうしてだろう。

　ぎゅっと閉じたまぶたの裏にふと浮かんだのは、涼音の顔で。

　何度も何度も、忘れようと思うのに、ふとした瞬間にふわりと浮かび上がって、早穂子の心に薄暗い影を落とす。

『彼は自分のテリトリー内から恋人を選ばないから』

『だって、別れたら気まずいでしょう？』

『私だってそうだったし』

　牽制されたのか、からかわれたのかはわからないけれど、確実に彼女の言葉は、早穂子の心に不信の種をまいていたのだ。

「――始さん」

　早穂子はうつむいたまま彼の名前を呼ぶ。

「なに？」

　その声色はいつも通りだった。

　今から早穂子がなにを言うのかまったく想像していない、そんな声だった。

　いや、勘の鋭い始のことだ。もしかしたら逆になにもかもお見通しで、けれどそれに気づかないふりをしているのかもしれない。

「……あなたにとって、私ってどんな存在なんですか……？」

「どんなって……そうだな。〝かわいい人〟だよ」

　唐突すぎる質問にも、始は穏やかに答え、うつむいたままの早穂子の首筋に指を入れて、長い髪をすく。

「いや、かわいいだけじゃないな。きれいで優しくて……一緒にいると気持ちが休まる。あと、体の相性が最高……。サホちゃん、好きだよ」

　始の甘い言葉と、耳の後ろに押しつけられる彼の唇に、じわりとさざ波のように喜びが広がる。体が喜んでいくのを感じる。

　始の返答はいつも通り完璧だ。だからいつもの早穂子なら、それだけで十分満足したはずだ。

　そばにいられるだけでいいと思っている、いつもの早穂子なら――。

　だが、今、ここにいる早穂子の心は、彼から違う言葉を望んでいた。

　涼音にうっすらと傷つけられた上に、母とうまくいかなかった自分の心を、始から『きみは特別な女性だ』と言って、慰めてもらいたかったのかもしれない。

　自分勝手だし、わがままだと思うが止められなかった。

　だからつい――言ってはいけない言葉を口にしてしまっていた。

「それは、私じゃなくてもいいんじゃないんですか？」

「――え？」

　驚いたような始の声色に、早穂子の胸の奥がひやりと冷たくなる。けれど止まらない。

「だからっ……私じゃなくても……」

「サホちゃん」

「もう、本当は……」

「そこまでにしようか」

　ぐいっと肩をつかまれて、うつぶせになっていた早穂子の体は起こされてしまった。

「あっ……」

　後ろから始の腕が伸びて、上半身が抱きしめられる。

「どうしたの、急に。誰かになにか言われた？」

「っ……」

「……もしかして涼音かな」

　始という人は、勘が鋭すぎてたまに息が止まりそうになる。だがそれというのも、自分が駄々をこねるようなことを口にしたからだ。

（私のばか……）

　早穂子は自分を責めながら、ため息をついた。

「ごめんなさい、私……」

「いや、いいよ。っていうか、俺こそごめんね。すぐに気が付いてあげられなくて」

　そして始は早穂子を背後から抱きしめた腕に力を込める。

「涼音はなんて？」

　そう問いかける始の顔は相変わらず優しげだったけれど、早穂子は同時に彼の言葉の中に、なにか不穏なものを感じ取っていた。

「あの、私が勝手に彼女の言葉をおかしな感じでとっただけで……その……えっと……」

「いいから。正直に言って」

　ぴしゃりと始が口を挟む。

「…………」

　迷ったがここまで言われたらこれ以上黙っていることは難しそうだった。

　始の友人関係に口を出して、関係が悪くなったら自分のせいだ。落ち込みながら、早穂子はぽつりぽつりと口を開く。

「その……始さんが、自分のテリトリーの中にいる私を選んだのが、珍しいって……」

　ここで〝恋人〟と口に出せなかった自分が情けなくもあるが、早穂子にはこれが精いっぱいだった。

「テリトリーか……ああ、なるほど。そういうことか」

　始はそれを聞いて、軽くうなずいたあと、早穂子の耳元で軽くため息をついた。

「そうだな。俺、社員の女の子と付き合うの初めてだし……。まぁ、昔からそうだ。近いところからは選ばなかった」

「それは……なにか理由があるんですか？」

　涼音は別れたら気まずいからなんて言っていたけれど、正直言って早穂子はそうは思わなかった。

　始はどこの誰と付き合って別れても、心底嫌われるようなタイプではないはずだ。女の子を気まずくさせたりはしないだろう。

（きっとなにかほかに理由があるはずだ……）

　だが次の瞬間、始が口にした言葉は、想像していた返事とはまるで違っていた。

「――幸せになってほしいから、かな」

「え？」

　意味がわからず、早穂子は抱きしめられたまま肩越しに後ろを振り返る。

「それはどういうことですか？」

　けれど始はふっと笑って、

「俺のことなんか、どうでもいいじゃん」

　と、きっぱりと言い切ってしまった。

「そんなことでサホちゃんを憂鬱な気分にさせたくないな」

　そして振り返った早穂子の額に唇を軽く押し当てる。

「人生とは、今、この時間を楽しむものだよ。そうだろ？」

　始の優しい言葉は、同時に柔らかい〝拒絶〟でもあった。

　自分の内面に踏み込まれることへの、拒絶。押し入ってくれるなという本心を、甘い言葉で柔らかく包み込んで、彼は早穂子を拒否しているのだ。

「始さん」

「ん？」

　不穏な空気は間違いなくここに立ち込めているのに、始はそれに気が付かないふりをする。

　相変わらず天才的な勘の鋭さだ。

（だったら私も、そうしたほうがいいのかな……）

　始は早穂子が望めば、いくらだって甘い言葉と安心をくれるだろう。

　母に傷つけられた自尊心をすぐに回復できるように、真綿に包むような優しさで癒してくれるだろう。

　そうしたらまた今まで通り、表面上は甘く優しいぬるま湯のような関係を続けられるかもしれない。

（そのほうがいいよね……。始さんだってそれを望んでいるんだから……）

　早穂子はそう思いながら、始を見上げた。

　緩いくせっ毛の奥から、彼のくっきりした二重まぶたの澄んだ瞳が見える。

　彼は早穂子にとって完璧な王子様。

　お姫様気分でいたい女の子に、永遠に夢を見せることができる。

　そんな人――。

　ここは素直に甘えて、今まで通り、早穂子がもうおなかいっぱいだと思うまで、夢を見せてもらうのが正解なのだ。

「――ごめんなさい、私……今ちょっとズルかったです」

　早穂子は真面目に謝罪の言葉を口にする。

「あなたに不安を癒してもらおうとして、拗ねてしまって……」

　正直に話すと、肩の荷が下りた気がした。案の定、始はわかっているとばかりにうなずく。

「ああ……いいんだよ、それで。俺だってサホちゃんに機嫌よくいてほしいし、傷ついたんなら話してほしいから」

　そして始は早穂子の額にかかった前髪を指でかき分けて、額に口づける。

「涼音のことはごめん。たぶん俺が彼女に嫌なことを言ったから、きみがお返しされたんだろうね」

「嫌なこと？」

「あー、うん……。あの場にいた連中はみんな知ってることだけど、彼女と一緒にいたマティス……ちょっと悪い噂のある男だから、注意したほうがいいと……まぁ、男女の間のことなんだから余計なお世話なんだけど……それで失敗した」

　始は苦笑しながら両腕を早穂子の上半身に巻きつけて、ぎゅっと抱きしめる。

「ほんとごめん。俺、サホちゃんを不安にしたくないからさ……。だからなんでも話して」

　そのまますりすりと頬ずりされて、早穂子は恥ずかしくなりつつ、始の背中を抱き返したのだが――。ふと、唐突にあることに気づいて、胸がずきりと痛んだ。

「でも、始さんは……なにも話してくれない始さんは……どうやって自分を癒すんですか？」

　彼が早穂子を気遣って、本心を言わないのだとしたら、彼はどこで本音を吐き出しているのだろう。

　誰にも見せないまま、ひとりで抱えこんでいるのではないか。

「え……？」

　それは不意打ちのパンチのように、始の柔らかい部分を突いたらしい。

　抱き合っていて彼の顔は見えないけれど、明らかに重ねた体から始の緊張が伝わってきたのだった。










かみあわない歯車




（――余計なこと、だったんだよね）

　楽しかったＧＷは終わり、早穂子はまた東京に戻り、いつも通り仕事に戻っている。休みですっかり緩み切った気持ちを立て直さなければと思いつつ、まだあの日の始に心が囚とらわれていた。

　あのあと、早穂子の発言を聞いても始は困ったように笑うだけだった。

　彼は怒るでもなく、たしなめるでもない。

　そういうところは始らしいと思うが、彼の顔には『困ったな』とはっきり書いてあって、早穂子もそれ以上なにも言えなくなってしまった。

　深入りするなというサインを無視して近づいてくる早穂子を、どう扱っていいかわからなくなったのだろう。

　その後なんとなく気まずくなり、どうしたものかと困っていると、ドアがノックされて、

『始さん、ポーカーやりましょう！』

　と、陽気に酔っぱらっている白臣や、そのほかのメンバーがドカドカと乱入してきたのだ。

『いつも勝ち逃げしてるじゃないですか。今日こそは勝ちますよ。彼女とイチャイチャする暇はもうありませんから覚悟してください』

　そしてあれよあれよという間に、始は担ぎ出され、部屋から消えてしまった。

　ひとり部屋に取り残された早穂子は、助かったと思う気持ちと、彼の本音を聞ける最初で最後のチャンスを失ったのかもしれないという気持ちの間で、揺れていた。

　いや、本当はこうやって東京に戻ってきてからもずっと、うじうじと思い悩んでいる時点で、自分の気持ちがどちらに傾いているかなんて、明白なのだ。

　自分は山邑始というひとりの男性を愛していて、彼の心の内側に踏み込みたいと思っている。彼とこういう関係になってからずっと、一線を引いてきたその向こう、始が他人に隠している柔らかい部分に触れたいと思っている。

（だって、あんなに人に気遣ってばかりの人が、自分は癒せないなんて……悲しいじゃない……）

　早穂子はパソコンのキーボードの上で指を滑らせながら、唇をかみしめた。

　だがどうやって始の心の内側に入り込めばいいのだろう。

　彼は恐ろしく聡さとい男だ。人の心を読んで、どう言ってほしいか、どう振る舞うのが正解なのかを予測して行動に移す。だから早穂子が浅知恵でぶつかったところで、始は先回りして、早穂子を安心させる言葉を選ぶに違いない。

　結局、同じことの繰り返しだ。

　始は決して自分の心の奥をさらけ出してくれない。

（それじゃ意味がないのに……）

　自分では彼の心を動かすことはできないのだろうか。

　旅行から帰ってきて、早穂子はそのことばかり考えていた。




　山邑リゾートは、基本的に終業時間になればあっという間に人々はいなくなる。

「おつかれー」

「おつかれさまです」

　社員たちが口々に挨拶を交わして、どんどん部屋から出ていくのを横目で見ながら、早穂子は少し遅れてパソコンの電源を落とした。

　総務を出て、エントランスへと向かっていると、

「蓮杖さぁん～！」

　と、背後から元気な声が響く。

　周囲を見回すと、エレベーターから夏川ゆずが手を振りながら近づいてくるのが見えた。

「今帰り？」

「うん」

　こっくりとうなずくと、夏川が目をキラキラ輝かせながら顔をのぞき込んでくる。

「よかったら、一緒に食事でも行かない？　なにか用事ある？」

　早穂子が首を振ると、

「よし、じゃあ行こう！　私、お昼くいっぱぐれてペッコペコなんだぁ！」

　ゆずはパッと明るい笑顔に変わると、それから早穂子の腕を取って颯さっ爽そうと歩き始めた。少々強引に見えるかもしれないが、自分から誘うのが苦手な早穂子は、このくらいの距離感のほうが助かる。始のことばかり考えてずっと気が重かったので、彼女の誘いはむしろありがたいくらいだった。

　ゆずのおすすめということで向かった先は、会社からほど近いカジュアルなイタリアンレストランだ。

「いらっしゃいませ！　お好きな席にどうぞ～！」

　ウエイトレスの女の子が、ハキハキとした口調でアンティーク風のドアを開ける。

　早い時間なので、席には余裕があるようだ。

「一番奥の席にしよ」

　ゆずが跳ねるように席に腰を下ろし、早穂子もあとに続く。

「いい雰囲気だね」

　早穂子はワクワクしながら、店内を見回す。

　店内は、Ｌ字型のカウンター席と二人テーブルがふたつ、四人テーブルがふたつあり、白い壁とダークブラウンのインテリアがクラシカルで、どこか懐かしく落ち着いた雰囲気だ。常連らしい客がカウンターでワインとピザを食べているのを見ると、途端におなかがすいてきてしまった。

「でしょー。営業部の子と一度来たことあるんだ。結構ボリュームがあるから、シェアして食べようね」

　通されたテーブル席でメニューを広げて、ふたりでのぞき込んで、あれこれと相談する。

「絶対食べるべきなのは、生ハム盛り合わせに蛸たこのカルパッチョ……あと、パスタのおすすめはボロネーゼとジェノベーゼなんだけど、どっちにする？」

「私はボロネーゼがいいな」

「じゃあ、そうしよ！　すいませーん！　注文いいですかー？」

　ゆずがさっと手をあげて店員を呼ぶ。さらに追加で、白ワインをグラスで頼むことにした。

「かんぱーい」

「乾杯」

　生ハムと一緒に運ばれてきたワインのグラスをちょっとだけ合わせて、唇につける。よく冷えた白ワインが喉を通る瞬間は、なんとも幸せな気分になる。

（人間って意外に単純よね）

　おいしいものを食べると、やはり元気が出てくる。

　それからふたりは主に仕事のこと――愚痴というほどではないが、ゆずの取引先でのちょっとしたハプニングなどを笑い話にしながら、グラスを重ねる。

　一杯のつもりが二杯、三杯となったところで、

「こっちボトル開けたんだけど、よかったら一緒に飲まない？」

　と、自分たちよりあとから来たらしい、隣のテーブルのスーツ姿の男性たちに声をかけられた。

　同世代の、きちんとしたスーツ姿のさわやかな男子の二人組だ。彼らが着ているスーツや靴の雰囲気から、一目でアパレル関係と思わせる雰囲気がある。

「えっ、いいんですか？」

　ゆずが目を輝かせ、それから正面に座る早穂子に視線を向けた。

　彼女の目の奥から『いいよね？　いいと言って！』という熱い意思を感じる。

　ついさっき、『彼氏が欲しいとかそれ以前の問題なの、とにかくときめきが欲しい！』という愚痴を聞いたばかりだ。もちろん彼女の恋のチャンスを奪うつもりはないので、早穂子は苦笑しつつもうなずいた。

　二人テーブルに座っていたので、店員の了解を取ってテーブルをくっつける。

　どこで働いているのかという流れから、名刺を交換することになり、営業職のゆずが二人組に自分の名刺を手渡した。

　ゆずの隣にはベリーショートのスポーツマンタイプが座り、早穂子の隣にはすっきりとした一重まぶたのクールな印象を受ける眼鏡男子が座った。

「山邑リゾートなんだ。ふたりとも？」

　ゆずの名刺を見て、眼鏡男子が早穂子に問いかける。

「はい。私は総務なので名刺を持ってなくて。ごめんなさい」

「じゃあ俺の名刺だけでも渡していいかな」

　眼鏡男子から差し出された名刺を受け取ると、社名に『canoroカノーロ』と記載されていた。

　カノーロといえば、バッカスの会で出会った、槇白臣の顔が自然と思い浮かぶ。

　彼はカノーロの跡継ぎだと、始が言っていた。

（シロ……って、始さんに呼ばれていたっけ）

　だがさすがに、ここで彼の名を出すわけにはいかない。なぜ知っているのか説明するのが難しいし、なにより槇白臣は始の友人であって、自分の友人ではないのだ。

（知らないふりをしておこう）

　早穂子は自分にそう言い聞かせながら、名刺を見つめる。

「俺は鳥う飼かい和かず弘ひろ」

「蓮杖早穂子です」

「蓮杖さんね。よろしく」

　鳥飼はにこっと笑って、それからグラスを持ち上げて早穂子のグラスにかちんと合わせる。

　いきなり名前を呼び捨てたりしないところが、早穂子的には好感度が高い。ビジュアル的にはすっきりした塩系男子というのだろうか。

（こういう俳優さん、いたよね……）

　そう思いながら、早穂子もグラスを持ち上げた。

「カノーロって本社ここじゃないよね。どうして男子ふたりでここに？」

　ゆずが不思議そうに首をかしげる。

「ああそれはさ……」

　ゆずの隣に座る鶴つる田たが口を開く。

　ふたりは二十六歳で、去年までこの近くのショップスタッフとして働いていたらしい。当時のショップマネージャーが転勤することになり、ふたりで挨拶に行った帰りなのだとか。現在鳥飼は人事部で働き、もうひとりの男子――鶴田は販売促進部だという。

「カノーロは入社して三年はショップで働くからさ。それから各自、適材適所に配属されるんだ」

「あ～、ショップ経験あるんだ。だからふたりともおしゃれなんだね！」

　鶴田の言葉に、ゆずが感心したようにうなずいた。

　確かに彼女の言う通り、ふたりとも頭のてっぺんからつま先まで、まったく隙がない。靴がピカピカに磨かれているのは当然だが、スーツの着こなしもさまになっている。最初に声をかけられたとき、アパレルだと思ったのも自然な成り行きだった。

（それにしても夏川さん……ずいぶん鶴田君を気に入ったみたい）

　鶴田はいかにもさわやかポーツマンというような雰囲気で、溌剌として活発な印象がある。ゆずの好みのど真ん中のようだ。ゆずがキラキラした目で鶴田を見つめるのを眺めながら、そっとワインのグラスに唇をつける。

（夏川さん、がんばって……！）

　微笑ましく思いながら心の中で応援していると、目の前の鶴田は、おしゃれだと褒めるゆずの言葉に苦笑しつつ首を振った。

「いやいや、俺と鳥飼、入社時はマジでださださツインバードって呼ばれてたくらいで」

「ださださ……えっ？」

　聞きなれない言葉に、ゆずが首をかしげる。早穂子もわからない。いったいどういう意味だろうと、鶴田と隣の鳥飼の顔を見比べると、

「鳥飼と俺、同期な上に、ふたりとも名前に鳥がつくから。ツインバード」

　鶴田が人懐っこい笑顔で、鳥飼と自分を指さす。

「なるほど……それでださださ……ツインバード」

　ぽつりと早穂子がつぶやくと、ゆずがフフッと噴き出した。

「なんていうか、ちょっとウケる……ごめん……ふふっ」

　確かにかなり失礼なあだ名だが、ゴロのよさについ口ずさみたくなる不思議な魅力がある。

「でもまぁ、確かに俺がお客様だったら、当時の俺たちみたいな店員から靴勧められても、うーんって思うし。仕方ないよな」

　鳥飼が肩をすくめると、

「そうそう。見た目だけでもむしろ鍛えてもらえてよかったよ」

　鶴田もうんうんと深くうなずいた。

　強引なナンパをしてくる男子たちとは違って、彼らは紳士だった。

　早穂子たちに無理に飲ませることもなく、楽しくワインを飲み、おいしい食事を終えて、店の前で解散することになった。

　支払いは彼らがすべて済ませてくれた。全額ごちそうになるわけにはいかないと思ったのだが、彼らは笑って、早穂子たちが差し出したお金を決して受け取ろうとはしなかった。

「なんだかこっちばかりごちそうになって、ごめんね。でもありがとう。ごちそうさまでした」

　早穂子とゆずはペコッと頭を下げる。

「また今度改めて飲もうぜ」

「連絡する」

　鶴田と鳥飼は口々にそう言って、ひらひらと手を振って駅の方向へと向かっていった。

「――ふふっ」

　ゆずがぴょこぴょことつま先で跳ねながら、喜びを体全体で表現している。

（かわいいな……）

　彼女の恋の始まりを感じて、こっちまで嬉しくなってくる。

「連絡先、交換できた？」

「できたよ～！」

「よかったね」

　そこでゆずは、なにを言っているんだと言わんばかりに、にやーっと悪だくみのような笑みを浮かべた。

「でも、蓮杖さんだって、おしゃれ眼鏡な鳥飼君に聞かれてたでしょ」

　どうやらしっかりと見られていたらしい。

「うっ……うん……」

　早穂子は急にしどろもどろになりながら、うなずいた。

　四人でテーブルに座っていたが、気が付けば隣の席同士でおしゃべりをしていて、ゆずは鶴田と、早穂子は鳥飼と話し込む形になっていた。

　鳥飼は嬉野出身で、大学から東京に出てきたのだという。少し前に波佐見焼の焼き物を買いに行き、嬉野温泉に泊まったことを話すと、温泉話で盛り上がってしまった。

『温泉って、彼氏と？』

　話の途中、鳥飼からさりげない様子で尋ねられたとき、早穂子の胸は一瞬でひやっと冷たくなった。

（始さんは私の彼氏ではない、よね……）

　彼は早穂子を大事にしてくれるし、かわいがってくれる。だがそれは恋を楽しむ相手として選ばれただけ。セフレというほどドライではないが、今このひとときのかりそめの関係だ。早穂子がやめたいと言ってしまえば、本当に何事もなかったように消えてなくなる繋がりでしかない。

『違うけど……』

　なんとか平静を装ってそう答えると、鳥飼はほっとしたように目元を緩め、

『じゃあ連絡先聞いても問題ないかな』

　と言い、通話アプリのＩＤを交換する流れになった。

（始さんが知ったら、どう思うかな……）

　少しくらいは妬やいてくれるだろうか。いや、彼なら嫉妬してほしいと思う早穂子の気持ちを汲んで、かわいいやきもちを焼くふりをするかもしれないが、そもそも試すようなことはしたくないし、無意味だとわかっている。

　山邑始は絶対に嫉妬なんかしないのだから――。




【週末、泊まりに行ってもいい？】

　始からメッセージが届いたのは、それから十日ほど経ったある日のことだった。

　オフィスのリフレッシュルームでお弁当を食べていた早穂子の心臓が、スマホを見てぴょこんと跳ねる。

　今日は水曜日なので、金曜日は明後日、すぐだ。

（もちろんです……！）

　早穂子はすばやく返事をして、脳内で土日の予定を立て直す。

　土曜日に美容院に行くつもりだったが、それでは遅い。まず今日か明日の仕事帰りに変更だ。カットだけでなく、ワンランク上のトリートメントもやってもらおう。あと、部屋の掃除も念入にやらなければならないし、シーツやリネンも、新しいものに替えておきたい。

（始さんが好きなチーズも……、あっ、ワインも用意しておかなきゃ……！）

　やることは満載だが、すべて始と過ごすために必要なことで、まったく苦ではない。むしろ旅行前の準備のように胸が弾む。

（嬉しい……！）

　彼のスケジュールを把握しているわけではないが、始は基本的に忙しい男だ。

　日本どころか世界にも飛び出して、目が回らないのかと思うが、そんな忙しさの中で、彼が自分と過ごす時間をもってくれるというのは、早穂子にとって何事にも代えがたい喜びだった。

　そうやっていそいそと――約束の金曜日に向けて、まるで巣作りのように１ＤＫの部屋を整えていた早穂子だったが、

【ごめん、急な仕事が入った。本当にごめんね。お泊まりはまた今度に】

　と、金曜の当日、お昼休みに始からメッセージが届いたのを見て、早穂子は愕がく然ぜんとした。

　スマホには着信もあったので、まず電話をかけ、早穂子が電話に気づかなかったので、メッセージで知らせてきたのだろう。

「ほんとに……？」

　お昼休み、ランチのあとに化粧室でメイクを直していた早穂子は、スマホを握りしめて思わず声をあげる。ちらりと腕時計を見れば、昼休みが終わるまでまだ時間はある。

（どうしよう……）

　こちらからかけ直すこともできるが、電話をかけたところで状況が変わるわけでもない。彼に謝らせるだけだし、余計な気を使わせる。

「はぁ……」

　何度もつづられた文字を読む。

　それは何度読んでも始からのメッセージで、間違いない。延期でもなく中止だ。次の予定が立てられないのだろう。

　頭では仕方のないことだとわかっているが楽しみにしていた分、落胆も大きかった。毎日仕事が終わると同時に家へ飛んで帰ってせっせと準備をしていたので、それらすべてが無に帰したと思うと力が抜けてしまう。

（仕事なんだから……仕方ないよね）

　がっくりと肩を落としていると、

「なあに～どうしたの？」

　と、同じく休憩を終えたらしいゆずが、顔をのぞき込んできた。

「あ、夏川さん」

　早穂子は慌ててスマホをバッグに放り込んで、「なんでもない」と微笑む。

　だがゆずは軽く肩をすくめて、

「なんでもないって～またまた～」

　と、早穂子の肩を軽く小突くと、わかってますよと言わんばかりにニヤリと笑みを作った。

「鳥飼さんからの連絡、待ってるんじゃないの？」

「えっ？」

　なぜ鳥飼の名が出てくるのだろう。

「だっていい感じだったじゃない」

　きょとんとしていると、ゆずがおかしいな、と首をかしげる。

　だが思ってもみない相手の名前を出されて、早穂子の目は真ん丸になった。

　もしかして鳥飼と連絡をとっていると思われたのだろうか。

「連絡は一度もとってないよ」

　早穂子は苦笑して肩をすくめる。

　そもそも、連絡先を交換したからといって、連絡を必ずとるというものでもないだろう。一応の礼儀として連絡先を聞かれたとしか思っていない早穂子は、苦笑するしかない。

　だがゆずはそれが信じられないらしい。

「えっ、本当に鳥飼さんと連絡とってないの？」

　大きな目を丸くして、なぜか早穂子に詰め寄ってくる。

「うん……」

　タジタジになりながらもうなずくと、ゆずは、「おかしいな……鶴田君の話と違う」とブツブツとつぶやいている。

　よく聞こえなかった早穂子が「なぁに？」と問いかけると、彼女は慌てたように「いやいや……こっちの話」と首を振った。

「そう……ならいいけど」

　よくわからないが、彼女がいいと言うのなら早穂子に追及するつもりはない。だがふと、早穂子の脳内にぴこんと小さなアイデアが浮かんだ。

「あのね……もし今日、予定がないならうちに来ない？　実はその……友達がうちに来る予定だったんだけど、なくなっちゃったから。いろいろ用意していた料理とか、無駄になっちゃうなあって、悩んでて」

「ああ……さっきのはその連絡だったの？」

　勘の鋭いゆずは、納得したようにパチンと顔の前で手を叩く。

「そう……そうなの。急に仕事が入ったとかで」

「まぁ、そういうの社会人あるあるだよね～。わかる……。学生の頃みたいにはいかないんだよねぇ……」

　ゆずはうんうんとうなずいたあと、

「わたくし、予定はありませんので、喜んでお伺いします」

　と、芝居がかった様子で、畏かしこまったように一礼した。

「ふふっ、よかった。じゃあまた仕事終わったら、エントランスで」

「うん、楽しみにしてるね！　お誘いありがとー！」

　元気よく手を振って化粧室を出ていくゆずに、手を振り返しながら、早穂子はゆっくりと息を吐いた。

　心の中にたまっていた、澱おりのようなものが少しずつ晴れてゆく。

（夏川さんがいてくれてよかった……）

　彼女のことを利用するようで心苦しいが、正直、今晩はひとりでいることに、耐えられる気がしなかったのだ。

　早穂子はバッグからスマホを取り出して、始にメッセージを送る。

【わかりました。また今度】

　さらさらと文字をタップして送信する。

（わかりました、か……。今度なんて本当にあるのかな）

　自分の言葉なのに、どこかうわっつらを撫でているような寒々しい気がしてくる。自虐のつもりはないが、自分が送った文字を見ていると不思議なくらい心がひんやりと冷たくなる。

　激しいショックというよりも、ただ〝無〟だ。

　心が静かで、なんの感情も沸き起こってこない。へこみすぎて、気持ちが追いつかないのだろうか。それとも諦めてしまっているのだろうか。

　自分の心の中のことなのに、よくわからない。

「気にしない、気にしない……」

　早穂子はへらっと笑ったあと、昨日美容院で整えたばかりの髪を指先でもてあそびながら唇を引き結んだのだった。




　業務を終えてエントランスに出ると、退勤中の社員でごったがえしていた。

「夏川さんは……」

　ぐるりと周囲を見回したが、ゆずの姿はない。遅れるならひと言あるだろうと、バッグからスマホを出して確認するが、連絡は特に来ていなかった。

　念のため始とのやりとりを再確認するが、早穂子が送ったメッセージには既読がついている。だがそれだけだ。

　その瞬間、早穂子の胸がちくっと痛む。同時に少しだけ寂しい気持ちになった。

　始がもう少し残念なそぶりを見せてくれるのではないかと、どこかで期待していたのかもしれない。

（私ったら、勝手に期待して、落ち込んで。女め々めしいな……）

　早穂子は自分の醜い感情を押し込めるように、スマホをバッグの奥にしまいこむ。

　エントランスには歓談スペースがあり、社員も自由に使っていいことになっているので、ソファーの端っこに座ってゆずを待つことにした。

　続々と社員が出てくるエレベーターの扉をぼんやりと眺めていると、背後から、

「お待たせえ！」

　と、元気な声が響く。

「ひゃっ！」

　驚いて振り返ると、そこには軽く息が上がったゆずがニコニコして立っていた。エレベーターを眺めている早穂子を驚かすために、背後に回ったわけではなさそうだ。

「もしかして、階段使ってるの？」

「うん。ひとりだったら階段を使うようにはしてるよ。ちょっとしたエクササイズのつもり」

　ゆずはぱしん、と自分の太ももを手のひらで叩いて、胸を張った。

「そうなんだ……えらいわ……すっごくえらい」

　早穂子は何度もつぶやく。

　ゆずは営業職で、ほぼ社外に出ているはずだ。なのに社内でもちょっとしたエクササイズをするなんて、デスク仕事のくせして、現状まったく運動する気がない早穂子からしたら、あまりにもまぶしすぎる。

「最近気を付けているだけだって」

　早穂子からの尊敬の眼差しを受けて、ゆずは照れたように微笑んだあと、「あ」と目を丸くした。

「どうしたの？」

　なにか忘れ物でもしたのかと首をかしげると、

「副社長だ、めずらしー。今日、社内にいたんだね」

　と、早穂子の背後を指さした。

「え？」

　彼女の言葉に、早穂子の心臓はドキンと音を立てて跳ねる。急いでエレベーターを振り返ると、そこに濃紺のスーツ姿の始がひとりで立っていた。

（始さん……！）

　エレベーターから降りて、ただスマホの画面を眺めているだけなのに、そこだけスポットライトが当たっているような、おしゃれＣＭのようにきまっている。惚れた弱みだけではないだろう、やはり彼には華がある。どこにいても他人の目を引く男なのだ。

（髪、少し伸びたみたい……）

　あまりじろじろ見ては失礼だとわかってはいるが、久しぶりに見た始は、ただでさえすごい色気が、さらに増しているように感じられた。彼の前を通り過ぎる社員たちは、当然のようにペコッと会釈したり、挨拶をしながら出口へと向かう。始もそれを受けて、軽く手をあげたり、うなずいたりしていた。

（私も『おつかれさまです』くらい言いたいな。せめて目線だけでも合わせられたら……）

　彼の視界に入りたい。たとえ言葉がなくてもいい。好きだと熱っぽい目で見つめてくれたら、それだけで早穂子は元気を取り戻せる。

（ほんの少しだけでいいから……私を見てほしい）

　早穂子は、切ない思いに駆られてソファーから立ち上がる。すると始は人の邪魔にならないように壁際に移動しつつ、スマホを耳に当て本格的に通話を始めてしまった。

（ああ～！）

　ああなっては、挨拶どころではない。せめて、もう少し早く勇気を出せていたら……。後悔先に立たずだ。

（私のバカバカ～……!!）

　そうやって早穂子が、ひとり心の中でもだもだしていると、

「ねぇ、副社長ってさ、ああやって立ってるだけで、ファッション誌のコーディネートコーナーみたいだよね」

　ゆずが突然、不思議なことを口にした。

「ほら、よくファッション誌の中にあるじゃない。二週間のコーディネートが物語風になってるやつ。女の子が素敵な男性と出会って、最終的にくっついてハッピーエンド、みたいな。副社長、その相手役みたい」

　ゆずがクスクスと笑う。

　確かに始はモデルばりの色男で、ああやってオフィスビルの中に立っているだけでも、なにかの撮影だろうかと思わせる雰囲気がある。電話越しでもまるで目の前に話し相手がいるかのように、にこやかに微笑んでいる姿は、雑誌から抜け出したかのように美麗だ。

「まぁ、実際、副社長はモデルみたいな美女とお付き合いしてるんだろうけど。はぁ……なぜ私は美女に生まれなかったのか。前世の行いかなぁ……。副社長と自分の間に横たわる現実の差がつらいわ～なんてねっ！」

　ゆずはそうやってしみじみと冗談めかして笑ったあと、腕時計に目を落とす。

「じゃあ、そろそろ行く？」

「あ……うん。そうだね」

　いつまでもここで始を眺めているわけにもいかない。後ろ髪引かれる思いだが早穂子は笑顔を作ってうなずいた。

「よし、れっつごー！」

　元気いっぱいなゆずに腕を取られて歩きだした早穂子は、最後にもう一度と、始を肩越しに振り返ろうとしたのだが――。

　その瞬間、出入り口の自動ドアで、ドキッとするほど美しい女性とすれ違った。

（今のは……）

　おそらく一流ブランドのものに違いない、仕立てのいい黒のパンツスーツに身を包んだ彼女は、颯爽とエントランスに足を踏み入れ、手に持っていたスマホに向かって、

「お待たせ、着いたわよ」

　と、しっとりとした声でささやいた。

「あ……」

　見間違うはずがない。柳町涼音だ。思わず早穂子の唇から声が漏れたが、彼女は何事もなかったかのように通り過ぎていく。

（私に気づかなかった……？）

　気づいたのなら、たとえ電話中でもなにかしらの合図を送ってよこすだろう。早穂子だとはわからなかったのかもしれない。

「今の人、すごい美人だったね……」

　早穂子が振り返ったまま動かないのを見て、ゆずが軽く振り返りながらつぶやいた。

「うん……そうだね」

　早穂子はじっと涼音の後ろ姿を見つめる。

　胸の内で響く心臓の音が次第に強くなる。

　これ以上、見てはいけない――。

　早穂子の勘がそう告げるのに目が離せない。視線で彼女を追いかけてしまう。

　エレベーターの前の始がスマホを下ろして、涼音に向かって軽く手をあげた。

　涼音は早足で始に駆け寄ると、それから顔の前で軽く手を合わせて『ごめんね』と始に謝っている。その仕草はクールな美貌をもつ彼女には少し幼くて、けれど早穂子の目には、とても魅力的で愛らしく映った。

　胸がぎゅうぎゅうと締めつけられて苦しくなる。

　始は涼音を迎えるために副社長室から下りてきたのだ。

（仕事って……涼音さんとだったんだ）

　彼女は波佐見焼の工房のオーナーだ。友人関係の延長で、寝具のＫＯＴＡＫＡのように山邑リゾートと業務上の繋がりがあるのかもしれない。いや、そもそも涼音はバッカスの会の創設メンバーで始とは親しい。自分よりもふたりの間には歴史があるのだ。

　始のテリトリーは始が作るもの。

　彼が誰に会おうが自由だし、仕事であるならば、気にしないようにするしかない。

　始と体の関係を持ってから何度も、自分に言い聞かせた言葉を早穂子は必死に胸の内で繰り返す。

（そう……だから、気にしないんだ……）

　ぎゅっと唇を引き結び、この場を立ち去ろうとしたのだが。

　始の前に立っていた涼音が、スマホをバッグにしまいながら肩越しに振り返り、早穂子に向かって、にっこりと目を細める。

　その瞬間、すべての時が止まった気がした。

（今……私を見た？）

　早穂子は驚き、その場に縫い留められたように動けなくなるが、始と涼音はそのままエレベーターの中へと吸い込まれていく。

「あの美人、副社長のお客さんだったんだ……へー」

　ゆずはどうでもよさそうに肩をすくめて、それから隣の早穂子の顔を見上げて、

「蓮杖さん、どうしたの？」

　と、驚きつつも声を潜めてささやく。

（どうしたって、なに……？）

　胸の奥が、まるで鉛でも飲み込んだように重い。

「……え？」

　ぼんやりした思考の中、ゆずの顔を見下ろした瞬間、なぜか世界の輪りん郭かくがにじみ、よく見えなくなった。

　おかしいな……と、瞬きすると、頬に熱いものが流れ落ちる。

　ゆずがハッと息をのんだ。

　自分が泣いているのだと気が付いたのは、そんな彼女に腕を引かれて会社の外に出てからだった。










涙のわけ




「なるほど……なるほど……はぁ……」

　早穂子の長い話を聞き終えたあと、ゆずは、ため息ともうめき声ともつかない声を吐くと、テーブルの上ですっかり冷たくなったコーヒーの入ったマグカップを、ぎゅっと握りしめる。

「あの……ごめんね、長々と……」

　早穂子は軽く頭を下げる。

　ゆずは早穂子が話している間、一度も口を挟まなかった。ただ、しどろもどろに話す早穂子の話を、黙って聞いていただけだった。話し終えてようやく早穂子はほっとひと息ついた気がしたが、ゆずはいったいどう思っただろう。

　不安になりながら彼女の顔を見つめると、

「いや、いいよ。こちらこそ無理やり聞き出したんじゃないかって……気になっちゃったけど」

　ゆずは少し困ったように笑って、それからしゅんと眉根を下げて、コーヒーカップに手をかけた。

　ゆずは急に泣きだした早穂子を連れて、人目につかないよう人通りの少ない会社の裏まで回り、辛抱強く泣きやむのを待ってくれた。そして早穂子の部屋へと一緒に帰ったのだが、落ち込む早穂子の様子から涙の理由もゆずに気づかれてしまったようだ。

　そして今、ふたりで早穂子の家の、小さなダイニングテーブルに向き合って座っている。

「無理やりじゃないよ。私が……話したかったんだと思う」

　それはゆずを気遣ってのセリフではない。早穂子の本心だ。

　こうやって話してみてわかった。本当は誰かに聞いてもらいたかったのだ。

　自分の心の中にある、わだかまりや不安――少しずつ心に積もっていた薄暗い気持ちを手放して、楽になりたかった。

「今さら気が付いたの。私、本当は死ぬほど面倒で重い女だったんだって……」

　早穂子は小さく、クスッと笑って、両手で包み込むように持ったマグカップの縁を指で撫でる。

「彼のことが好きで、本当は彼の特別になりたくてたまらないくせに、物わかりのいい女を演じてた。踏み込ませない彼に苛いら立だっていたくせに、嫌われるのが怖くて、強く出られなかった……」

　自分で改めて口にすると、重すぎて嫌になるが、それが素直な気持ちだった。

「しかも、涼音さんが……あんな風に始さんに笑いかけるのを見たら……そんなきれいな笑顔で彼に近づかないでって、叫びたくなって……」

　あのとき、始に向けられる涼音の柔らかい表情を見て、早穂子は気が付いてしまった。

（涼音さんは始さんのこと好きなんだ）

　同じ男を好きなのだから、わからないはずがない。あれは恋をしている目だ。

　彼女にはマティスという恋人がいるはずだが、そんなのは大した問題ではない。現状、別れていたっておかしくない。そうなれば涼音が始に対してどういう風に振る舞っても、自分にどうこう言う権利はまったくないのだ。

「私にそんな権利ないのに……始さんは私のものでもないのに……ほんと……」

　好きな人の周りに素敵な女性がいるからといって、檻おりに閉じ込めておくことなどできない。誰も見ないでなんて言えるはずがない。

　わかっているのに、始を束縛したくなる自分が、早穂子は嫌で嫌で仕方なかった。

　早穂子は「はぁぁ……」と重いため息をつきながら、テーブルの上に突っ伏す。

　そんな早穂子を見て、ゆずは苦笑する。

「いやいや……それは蓮杖さんが副社長のこと、本気で好きだからでしょ。全然重くないよ。むしろ私的にはちょっと意外だった」

「意外……？」

　早穂子は顔を上げて、ゆずを上目遣いで見上げた。

　すると彼女は、少しだけいたずらっ子のような顔で早穂子を見つめ返す。

「うん。普通の女の子みたいに、嫉妬するんだなって」

「――そ、そう……だったの……。でも、こんな気持ち生まれて初めてで……自分でもびっくりして……そのことで頭がいっぱいで。これはこれで、まずいと思うんだけど」

　早穂子が不安げな顔で目を伏せると、ゆずが「なに言ってるの」と肩をすくめた。

「もっとシンプルに考えようよ。蓮杖さんは、本当に副社長のことが好きで、大事なんだね。それって素敵なことじゃん」

　ゆずはそう言って、ダイニングテーブルの上に身を乗り出すようにして、早穂子の手をぎゅっと握った。

　重苦しい自分の想いを『素敵なこと』だと言ってくれたのは、彼女なりの優しさだと思うが、肯定してもらえた喜びに、早穂子の肩から少しだけ力が抜けていく。

「私より年下なのに……夏川さんは大人ね」

「いやいや、他ひ人と事ごとだから言えることもあるって。私も自分の恋愛はグッダグダだから」

　ゆずが妙に真面目な顔で言い放つ。

「そうなんだ……」

　グッダグダと言い切ってしまうゆずがかわいくて、早穂子は少し微笑む気力が湧いてきた。

「そうそう。今日は私の話も聞いてもらいたい。ぜひ」

　彼女は元気でかわいくて気遣いもできる素敵な女性だと思う。普通に男性が放っておかないだろうと思ったが、現実はそうではないらしい。

「もちろんだよ。夏川さんが話したいこと全部聞かせて」

　早穂子はぶんぶんと首を振りながら、胸のあたりを叩く。

「今日はとっておきの料理用意してるの。食べよ！　ワインも開けちゃうからね」

「やったー！」

　少女のようにはしゃぐゆずに、早穂子も思わず笑顔になっていた。

　多少の空元気は自分でもわかっているが、それでも苦しかった胸のつかえが彼女のおかげで消えていくようだった。




「でもさ～、サホコの想いを受け取ってる副社長がなに考えてるのか、ほんと気になるわぁ……」

　ゆずがワインをちびちびと飲みながらぽつりとつぶやく。

　気が付けば、〝蓮杖さん〟はいつの間にか〝サホコ〟呼びになり、早穂子もまた彼女を名前で呼ぶようになっていた。

　あれから時計の針は進み、そろそろ日付が変わりそうな時刻になっている。

　とっておきのワインとチーズ、オリーブの実をつまみながら、ふたりは早穂子の部屋着に着替えておしゃべりに夢中だった。ちなみに一時間ほど前――部屋着に着替えた時点で、帰宅は無理そうだということでお泊まり会となった。

　ゆずはひどく恐縮していたが、彼女を部屋に招いた時点でそうなればいいなと思っていたので、彼女が部屋にいて、寂しさを感じずにいられるのはありがたかった。

「あの副社長が、今のサホコの葛藤に気づかないわけないじゃんと思うんだよね」

　オリーブの実をかじりながら、ゆずが唇を尖らせる。

「そう……かな」

「そうだよ。でも気づいてないふりしてるんだよ。あのコミュニケーションの化け物みたいな人がそういうことするのって、ちょっとずるいわ。納得できなーい！」

　ゆずが不穏な顔をして唇を尖らせるのを見ていると、彼女の言葉の端々から始に対していい感情を持っていないことが伝わってくる。だとしたらそれはどう考えても自分のせいなので、なんだか申し訳ない。

「でもその……彼が悪いからとかじゃなくてね……？　私自身、それでいいと受け入れてたわけだし、あーだこーだと頭でっかちに考えてばかりで、自分の言いたいことは言わないままだし……」

　始をなんとかフォローしようとする早穂子を見て、ゆずはおもしろくなさそうな顔をする。

　そして「サホコももっと、ずるっこくなっちゃえ」と、不思議なことを言い始めた。

「ずるっこく？」

　どういう意味だろうと首をかしげると同時に、ゆずは急に真顔になり、顔の前でパンッと両手を合わせて勢いよく頭を下げる。

「お願い。ダブルデートして！」

「え？」

　一般的にダブルデートといえば、二組の男女のカップルがいて成立するものだろう。

　当然、早穂子がデートする相手は始以外にいないのだが、彼がそんなことを了承するだろうか。そもそも休みらしい休みもなく、全国津々浦々を飛び回っている始の予定を押さえるなど、早穂子にできるはずがない。

（だから今日は、奇跡的なお誘いだったんだけど……）

　ふと始と涼音の姿が目に浮かんで、胸がつかまれたようにぎゅーっと苦しくなる。

（だめだめ、今は考えるのナシ！）

　早穂子がそう自分に言い聞かせていると、

「あのね、鶴田君と私、鳥飼君とサホコでしたいの！」

「ええっ!?」

　まさかの発言に、早穂子はぽかんと口を開けてしまった。

「私と鳥飼さん？」

　なぜ、そんなことになるのだろう。完全に固まる早穂子に向かって、

「私を助けると思ってぇぇぇ～!!　このままだとフェードアウトになっちゃう！　そんなの絶対嫌なんだってばぁ！」

　ゆずは悲鳴のような声をあげながら、テーブルの上に突っ伏してしまった。

「ちょ、ちょっと待って。話を聞くから詳しく聞かせて？」

　ダブルデートという突然の提案に驚きながらも、とりあえず彼女の話に耳を傾けることにした。

　お酒が入っているせいか涙目ではあったが、ゆずはチマチマと生ハムをフォークでつつきながら、ゆっくり語り始める。

「実はね、鶴田君とあれから電話とかラインとかで連絡取り合ってたんだけど……」

「うん」

「会いたいな～、みたいなことをちょっと仄ほのめかしたら『じゃあ四人で会おうぜ』って言われて」

「なるほど……」

「いや、私はふたりで会いたいんですけどー？って思ったし、ぶっちゃけ脈があるようなないような、微妙な感じだけど、それでもまぁまだチャンスはあると思うし、ここで諦めたくないのよ！　絶対に、彼ともっと親しくなりたいの！」

　ゆずは真剣な眼差しで言葉を続けた。

「鶴田君がサホコ狙いならこんなこと頼まないんだけど……。でも、そういう感じではないんだよね……。むしろ、鳥飼君とサホコをくっつけようって思ってるような感じで」

「え！」

　そういえば今日トイレで、ゆずから連絡がある前提で話題を振られたことを思い出していた。

「だから今日、鳥飼さんの名前を出したの？」

「うん」

　ゆずはこっくりとうなずいて、ワイングラスに唇をつける。

「サホコが副社長のコト好きなこと、わかってる。だから無理強いはできないんだけど……」

　だができれば一緒に来てほしいのだろう。どんな形でも、彼のそばにいたいのだ。そう思うゆずの気持ちは痛いほどよくわかる。だから早穂子はこくりとうなずいた。

「いいよ」

「えっ、いいの!?」

　早穂子の返事に、ゆずが驚いたように目を見開いたあと、パッと顔を輝かせる。

「でもその……鳥飼さんと私をくっつけられると困るんだけど」

　自意識過剰な気もするが、そこは言っておきたい。

「もちろんだよ、そこは鶴田君にもちゃんと言っておくから！　っていうか、鶴田君のおせっかいって気もするし」

「きっとそうだと思うよ。実際、鳥飼さんからは一度も連絡ないわけだし」

　早穂子は笑ってうなずいた。

「じゃあ鶴田君にオッケーって言う！」

　ゆずは目をキラキラと輝かせながら、バッグに飛びついてスマホを取り出した。

「まだラインして大丈夫かな～……」

　と言いながら、目にも止まらぬ速さでフリック入力を始める。

「既読がついた！」

　ゆずが椅子の上でぴょんと跳ねて、それから「あっ！」と声をあげる。

「いつにする？って！　やった！」

「よかったね」

　こうやって、ころころと表情を変える笑顔のゆずを見ていると、こっちまで元気がもらえる。

　恋は楽しいことばかりじゃないとよく言われるし、実際そうだと早穂子も思う。

　だが恋以外に、人生においてこんなに胸を弾ませる、ときめきがあるだろうか。

　幸せで胸がつぶれるような想いを、大人になってすることがそうそうなくなった気がする今、やはり始のことを想うと温かな気持ちが心に満ちていくのだ。

　ふと、始の顔を思い出す。

（始さんは……今まで誰かに本気で恋したこと、あるのかな）

　彼が恋をするとしたらどんな人だろう。あの、自分の感情や振る舞いのすべてをコントロールしているような人が、我を忘れるような恋をすることがあるのだろうか。制御不能に陥ることはあるのだろうか。

　少なくとも自分がそういう相手ではないことが、わかっているのが寂しい。

　それでも早穂子は始のことを考えずにはいられないし、彼のことを想っていたい。

（始さんのこと、ずっと好きでいたいよ……）




　そして週明け。ダブルデートの日程が土曜日に決まったあと、ゆずは美容院に行ったりデパートに洋服を買いに行ったりと、忙しそうにしていた。

（グループでデートって、学生のとき以来かも……）

　早穂子は過去にたったひとりとしか付き合ったことがないので、世間とズレが生じている気もしないでもないが、とりあえず男女四人のうち誰ひとり付き合っているわけでもないのだから、四人で集まろうというのは自然な流れなのだろう。

　先週、早穂子も彼女と同じようにウキウキと胸を弾ませていたことを思い出すと、少し胸が痛くなるが仕方ない。とりあえずいつも通りやるべきことをこなし、心を落ち着かせる。波風を立たせない。

　それが昔から日々を平穏に過ごすための学び――のようなものだった。

「蓮杖さん、共有ファイルに人事から来月の新入社員の履歴書が来てるはずだから、あとはよろしくね」

「はい、わかりました」

　山邑リゾートは年中社員が採用されるので、社員の福利厚生の手続きは日常業務だ。

　同僚の言葉にうなずいて、早穂子は頼まれた仕事に集中していたのだが、しばらくすると目の奥がズキズキと痛み始めた。

（昨日もよく眠れなかったから……仕方ないか）

　キーボードを叩いていた指でこめかみのあたりを押さえながら、早穂子はゆっくりと息を吐く。

（病院にお薬もらいに行かないと……）

　うーんと天井に向かって伸び上がりながら、早穂子は気分を紛らわせるために、デスクから立ち上がり、給茶機のある場所へと向かった。自分のマグカップをセットして白さ湯ゆのボタンを押すと、

「それ、間違って押してない？」

　と、頭上から涼やかな声が響く。

「あ、いえ白湯を飲もうと思って……」

　不眠症を長く患っているので、カフェインが飲みたくて仕方ないというとき以外は、基本的に白湯を飲むようにしている。答えながら顔を上げた早穂子は固まってしまった。

　なんとそこに、始が立っている。

「え？」

　仕事ということを忘れて、早穂子はマグカップを持ったまま呆ほうけてしまった。

　濃紺の三つ揃えのスーツ姿の始は、ここが仕事場だということを一瞬忘れて、うっとり見惚れてしまうくらい素敵だったが、なぜ彼がここ――総務にいるのかわからない。

　ありえない状況に早穂子の思考は完全に停止状態だ。

「おつかれさま。梶かじ原わらさん、ちょっと彼女を借りていくよ」

　一方、始は総務部長に向かって軽やかにそう言うと、

「一緒に来てもらっていいかな？」

　とにこやかに微笑み、スタスタと総務部を出ていってしまった。

「え、あ……」

　立ち尽くす早穂子に、部長が「入社して半年過ぎた社員は、副社長の面談があるでしょ」と、にこやかに笑って「さ、行っておいで」とうなずく。

（ああ……面談……！）

　早穂子が去年の十月に入社してかれこれ半年以上経つ。具体的にいつと決められているわけではないが、ある程度落ち着いてくると、社員ひとりひとりに副社長が面談をするらしい、というのは聞いたことがあった。

（びっくりしたけど……急に時間が空いたから、面談しようってことになったのかな）

　早穂子は白湯が入ったマグカップを自分のデスクの上に置いて、慌てて総務を飛び出し、始のあとを追いかけた。

（始さんは……）

　きょろきょろとあたりを見回すと、始がエレベーターの前で開閉ボタンを押して待っているのが見える。

「すみません、お待たせしました！」

　慌てて彼のもとへと駆け寄り、エレベーターに乗り込んだ。

「ミーティングフロアに行くよ」

「はい」

　始がボタンを押すと、エレベーターがゆっくりと上昇し始める。

　ミーティングフロアは、その名の通りずらりと会議室が並ぶフロアだ。入り口にはフリードリンクの自販機と、専用タブレットが置かれていて、どこが現在使用中か確認できるようになっている。

「奥が空いてるな」

　始は慣れた様子でタブレットで空き室を確認し、廊下の奥にあるミーティングルームのひとつへと向かっていく。レディーファーストでドアを開けてくれた始に軽く頭を下げ、早穂子も中に一歩、足を踏み入れた。

（そういえば、ここに来るのって、初めてかも）

　早穂子はぐるりと部屋の中を見回す。

　中には楕円のテーブルと、それを囲むように椅子が四脚あった。

（とりあえず私は、始さんの前に座ればいいか……）

　後ろに立つ始が着席するのを見てから座ろうと、横に一歩ずれたところで、

「――サホちゃん」

　気が付けば背後から、すっぽりと始の腕の中に閉じ込められていた。

「ひゃっ……！」

　驚いた早穂子は悲鳴をあげ、次の瞬間、ハッと慌てて両手で口元を押さえる。

「大丈夫。ここ、完全に防音だから」

　そんな早穂子に、始はクスクスと笑いながら耳元でささやいた。

　彼の声はとろけるように甘く、抱きしめる腕は優しい。背中いっぱいに始の広い胸を感じて、息ができなくなる。

　早穂子の胸はどくんどくんと激しく鼓動を打ち始めた。

　もうこれはオフィスモードではない。完全なプライベート空間だ。

「あ、あの……始さん……」

　これはもしかしてもしかするのだろうかと、早穂子の頭の中で自分に都合よく、思考が回転し始める。

　すると始は、

「面談の顔して連れ出したけど、俺がこうしたかっただけなんだ。公私混同、軽蔑する？」

　と、少し申し訳なさそうにささやいた。

　顔が見えるわけではないが、しゅんとしている表情が目に浮かぶ。

「そんなの……軽蔑なんか、できるわけないじゃないですか」

　本当はいけないことだとわかっているけれど、そのいけないことをしてくれた始の気持ちが、たまらなく嬉しかった。

　ゆっくりと首を振ると、始は手近な椅子に腰を下ろし、早穂子の手を取りじっと見上げてきた。

「俺の膝に座って」

　そう言う彼の紅茶色の明るい目は、どこか熱っぽく輝いて見えた。

「えっ……でも」

「いいから早く……来て」

　そのまま手を軽く引かれ、早穂子はドキドキしながら始の膝の上に横向きに腰を下ろす。

「サホちゃん」

　始は軽く早穂子の顎先を指で持ち上げると、そのままゆっくりと口づけてきた。

「んっ……」

　すぐに始の舌が唇を割り、口の中に入ってくる。

　彼の唾液からはさわやかなミントの香りがして、こういうところからして隙がないなと思いながら、早穂子は膝から滑り落ちないよう、始の首に腕を回していた。

　始の使っているフローラルな香水の香りが、早穂子の鼻先をくすぐる。

　唇を重ねていると、しぼんでいた心が水を与えられたお花のように、柔らかく幸せな気持ちで花開いていく。

（ああ……好きだな……私、始さんが好き……）

　身も心も満たされるとはこういうことを言うのだろう。

（好き……始さん、好き……大好き！）

　そうやってしばらくの間、彼の腕の中で甘やかな気分に浸っていると、

「先週は本当にごめんね」

　始が少しかすれた声で、早穂子の髪を撫でながらささやいた。

（先週……）

　脳裏に、涼音と待ち合わせていた始の姿が浮かんだ。

　一瞬で甘い気分が吹っ飛び、頬がひきつる。

　始の肩口に手を当て、その上に自分の頬をのせている早穂子から、始の表情は見えない。同じように、彼からも自分がどんな顔をしているかはわからないだろう。

　もし彼に後ろめたいことがあるなら、社内でわざわざ涼音に会うことはしないはずだ。

　だからあれは百パーセント、仕事だった。

　頭ではわかっているが、胸がざわめく。心が納得していない。

（涼音さんは、始さんのことを好きだから……）

　今はまだいい。けれど涼音が本気で始を自分のものにしようとしたら、どうなるか。始は長い付き合いの涼音を取るのではないだろうか。自分が選ばれる自信がまるでない。胸がキリキリと痛くなる。

　自分はいつまで始のそばにいられるのだろう。

（始さん……離れたくない。ずっと一緒にいたい……。ほかの誰にも優しくしないで、私だけを見て、優しくしてほしい……）

　早穂子の本心は、口に出せない独占欲で満ちている。我ながら本当に醜い。

　他人に嫉妬する人間になりたくなかったのに、止められない自分に嫌気がさす。

　だからこの場では、何事もなかったかのようにささやくしかないのだ。

「大丈夫ですよ。お仕事は大事ですから」

「そう言ってもらえると助かる。甘えてるとは思うけど……ありがとう」

　始はほっとしたように息を吐いて、早穂子の髪を指ですいたあと、頬にキスを落とす。

「必ず時間を作るから」

「――はい」

　こくりとうなずくと、始が瞳を甘くきらめかせる。

「だから俺のこと、捨てないでね？」

「なに言ってるんですか……」

　思わず呆れ顔になった早穂子に、始がいつもの調子で軽やかに笑いながら、

「いや、今までも結構それで振られててね」

　早穂子の顎先を指で持ち上げて、また口づけを始めた。

（私に捨てられるなんて本気で思ってないくせに……ばか……）

　それでも繰り返される柔らかなキスの感触に、泣きたいくらい幸せな気分になる。

　ほんの十分程度の短い逢おう瀬せを終え、「ごめんね」と謝りながらミーティングルームを出ていく始の背中を見送った。

（本当に忙しい人だな……）

　始が仕事を理由にして振られるというのは、まるっきり嘘ではないのだろう。

　でもそれは、あくまでも表向きの理由だと早穂子はもうわかっていた。

　彼が今まで付き合った女性たち――涼音いわく、始が自分のテリトリー外で選んだ女性たちだってばかじゃない。最初はよくてもそのうち気が付く。

　始は誰でも平等に接する。誰にでも親切で優しい。

　山邑リゾートの社員であれば、総務部長も、営業部員も、新入社員も、父親である社長でも、きっと同じ態度をとるのだ。それはプライベートでも徹底されていて、彼の友人知人という枠の中に、〝恋人〟というラベルを貼った自分がいるだけ。

　自分が彼にとってかけがえのない、唯一無二の存在ではないという事実に、打ちのめされてしまう。

　お姫様のように扱われて、大事にされているとわかっていても、彼の心が遠く感じる。

　どこか遠くを見ているような、始のその視線の先の正体が知りたくなる。

　たとえどれほど傷つくことになっても――。

　いや、傷つきたいのかもしれない。

　どうせこれっきりになってしまうのなら、打ちのめされて、叩きのめされて、そしてもう二度と彼のことを忘れられないくらい、始を自分の心に刻みつけたいと思っているのかもしれない。

　とんだやけっぱちだ。

「――戻らなきゃ」

　早穂子はふうっと息を吐いて、ミーティングルームをあとにした。

　総務部長のデスクに「戻りました」と告げると、「おつかれさま」とにっこりされた。当然だが、始との関係をつゆほども疑っていない。勤務時間中にいけないことをしてしまったという罪悪感がちょっぴりこみあげてきたが、そこはなんとかのみ込んだ。

　決められた仕事を時間内にきちんと終わらせる。当たり前だが、それが今の自分に求められていることだ。

（よし、がんばるぞ！）

　早穂子はキリッと表情を引きしめ、またパソコンを立ち上げ、仕事に取りかかるのだった。




　そして迎えたダブルデートを予定した土曜日のお昼。鶴田が車を出し、最寄りの駅まで迎えに来てくれた。向かった先は昭和記念公園だった。

「天気よくてよかったよな！」

　鶴田の言う通り、外は目が覚めるような青空が広がっている。Ｔシャツにデニム、スニーカー姿の鶴田が、嬉しそうに天を見上げ、隣にいる鳥飼も「そうだな」とうなずいた。

　彼は着慣れた感じのデニムシャツの袖口をまくり、細身のストレッチパンツとレザースニーカーというさわやかなカジュアルスタイルだ。

「ださださツインバードって言われてたっていうけど、今は私服も素敵だね」

　ゆずがこそっと早穂子の耳元でささやく。

　そういうゆずは半袖カットソーにキャミソールのオールインワンで、大ぶりのピアスをつけている。彼女らしいファッションだ。

「ゆず、かわいいね」

「えへへ……でも、サホコも素敵だよ～」

　早穂子は麻のワンピースで、髪は編み込み、アップにしていた。ワンピースは始が泊まりに来た翌日に着ようと思って買っていたものだが、予定もなくなってしまったので、今日初めておろしたのだ。

（始さんに見てほしかったけど……今日はゆずのために、楽しく過ごさなくっちゃね）

「ありがとう」

　笑ってうなずいた。

「で、今からなにするの？」

　ゆずがワクワクした目で鶴田を見上げる。

「まずはこれで遊ぼうぜ！」

　鶴田が待ち合わせ前に買ってきたらしい、おもちゃのバドミントンセットを取り出した。

「わ！　バドミントン！　やるやる！」

　目を輝かせてゆずはその場でぴょんぴょんする。アクティブな彼女は体を動かす遊びが大得意らしい。

「大丈夫？」

　そこで鳥飼が気遣うように早穂子の顔をのぞき込んできた。

「え？」

　なにが『大丈夫？』なのだろう。具合が悪そうに見えたのだろうか。

　意図がつかめず首をかしげると、

「かわいい服着てるから」

　と、鳥飼が真面目な顔で口にした。ワンピース姿の早穂子に気遣ってくれたらしい。

（鳥飼さん……いい人だな）

「あ……うん。大丈夫だよ」

　笑ってうなずくと、鳥飼は「よかった」と眼鏡の奥の目を細めた。彼に好意がなくても、純粋にいい人だな、と感じる。

　組み合わせは鶴田とゆず、鳥飼と早穂子になった。どう考えてもアクティブな見た目の向こうのコンビのほうが強そうだったが、いざゲームを始めてみれば鳥飼がゲームをリードしていた。

　早穂子は運動神経はどちらかというといまいちなのだが、彼のフォローのおかげでそれなりにラリーが続き、ゲームは非常に盛り上がった。

「あー、いい汗かいたぁ！　休憩しようぜ！」

　鶴田の声に、三人とも大きくうなずき、池沿いのカフェレストランへと移動する。テイクアウトでジュースを買い、外のテーブルに座って池を眺めながら喉を潤した。

　さわやかな風が湖から吹き抜けてくるのを、早穂子は全身で受け止める。

（風、気持ちいいな……）

　最初はダブルデートと言われて身構えてしまったが、これも立派な気分転換になっているようだ。

「鳥飼君、めちゃくちゃ動けるね！」

「鳥飼はテニスでインターハイ出てるから。マジで」

　ゆずの問いに、鶴田がニコニコしながら代わりに答える。

「インターハイ？　すごいね！」

　早穂子は目をぱちくりさせながら、隣の鳥飼に視線を向けた。

　どちらかというと文系っぽい雰囲気なのだが、意外にも体育会系らしい。

「今はもう趣味だよ」

　鳥飼はそう言って、穏やかに微笑んだ。

　それからしばらく、お互いの仕事や、最近はまっていることなどを話題に話していたのだが、池にボートが浮かんでいるのを見て、ゆずがソワソワしているのに気が付いた。

（鶴田君とボートに乗りたいのかな？）

　だとしたら言い出すのは自分のほうがいい。早穂子は隣に座って、アイスコーヒーを飲んでいた鳥飼に、話しかける。

「鳥飼さん、ちょっと散歩しませんか」

「いいよ。風も気持ちいいしね」

　鳥飼はこくりとうなずいて、「じゃあ、一時間後に」とさらりと告げて、椅子から立ち上がった。

「蓮杖さん、行こうか」

「うん」

　立ち上がって鳥飼と並ぶと、目の端でゆずが満面の笑みを浮かべているのが確認できた。どうやら正解を選択できたようだ。

　我ながらお手柄だったとスキップしたくなる。

「連れ出してごめんね」

「いや、いいよ」

　鳥飼となんとなく歩道を歩きながら、あたりを散策する。

「鶴田は俺ときみをくっつけようとしてるから。これはこれでいいんじゃないかな」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　早穂子はクスクスと笑いながら、隣を歩く鳥飼を見上げた。

「そうやって口に出すってことは、その気はないんでしょ？」

「きみもそうだろ」

　鳥飼はわかってるよと言わんばかりの笑みを浮かべ、「座ろうか」と、ベンチを指さした。

　ふたりでベンチに座り景色を眺める。めいっぱい広がる芝生の上を子供たちが元気よく走り回っていた。

　先に口を開いたのは鳥飼だった。

「俺があんまり長い間彼女作らないから、鶴田が心配しててね。きみに連絡を取ったのかって、ずっとうるさくて。連絡してないって言ったら、こういうことに」

「なるほど……」

「蓮杖さんは俺のことなんかまったく気にしてないよって言ったんだけど、しつこくてさ。せっかくの休みにごめん」

　鳥飼がペコッと頭を下げるのを見て、早穂子は慌てて首を振った。

「ううん、いいの。これはこれで楽しんでるから。気にしないで」

　早穂子の言葉に、鳥飼はほっとしたように眼鏡の奥の目を細めた。

「鶴田はさ、ちょっとおせっかいだけどいいやつだよ。夏川さんとお似合いだと思う」

　それから長い足を組んでぼうっと景色を眺めた。

　彼の横顔は穏やかで落ち着いている。

　自分にもし始がいなければ――きっと純粋に、ひとりの男性として素敵だなと思うような横顔だ。

　まったく押しつけがましくなく、だが気が利いていて一緒にいて疲れない。こういう男性がタイプど真ん中と思う女性は多そうだ。

　鳥飼はどこからどう見ても、普通に彼女がいていい雰囲気なのだが、本人に作る気がないというのが少しだけ不思議だった。

　もちろん彼が仕事が好きで、今はそういう気がないということも普通にあるだろうけれど、一方で、彼にはどこか影を感じたのだ。

「――彼女作らないの、どうして？」

　少しぶしつけかと思ったが、素直に口に出して尋ねてみる。

「長い間好きな人がいて……。まぁ、報われない感じでさ」

　鳥飼はさらりと答えてくれたが、少し恥ずかしそうに唇の端を持ち上げる。

　彼の口から出た『報われない』という単語にドキッとした。

「もう終わってるし諦めたんだけど。囚われてるっていうのかな……ずっと引きずってる」

「わかる……」

　思わず、同意するようにつぶやいていた。それを聞いて鳥飼がフッと笑ってこちらに顔を向ける。

「もしかして、蓮杖さんもそんな感じ？」

「そんな感じ……かな。すでに悩みが生活の一部。いっつも彼のこと、ああでもないこうでもないって考えてるの」

「悩みが生活の一部……ククッ……アハハッ……」

　鳥飼が、背中を丸めてクックッと笑い始めた。

　真面目に答えたのだが、どうやらウケてしまったようだ。

「やな生活習慣だな」

「私もそう思う。あまり健康的ではないよね」

「でもまぁ、仕方ないよな。そういう性分なら」

「うん……そうね」

　性分、仕方ないという言葉に、早穂子は笑っていた。

　鳥飼の雰囲気だろうか。『仕方ない』と言う彼はどこかひょうひょうとしていて、軽やかで――。

　姿はまったく似てはいないのだけれど、どこか始を思い出させる。

（私が始さんのことを好きで、いつも思い悩んじゃうのは、もう仕方ないことなんだな……）

　だったらこれを受け入れるしかないのだろう。

　早穂子の中で、今までのような諦めに似た感情ではない、覚悟が決まった気がした。

　見上げた空は目に痛いほど青かった。




　一時間ほどおしゃべりをしたあと、ふたりのところへ戻ろうかという話になった。そこでぴこん、とスマホがメッセージを受信する。手に取ってみると、ゆずからで【付き合うことになった!!　やった!!】とある。

「え！」

「どうしたの」

　声をあげた早穂子に向かって、鳥飼が軽く首をかしげる。

「ゆずたち……付き合うことになったって……」

「ええ!?」

　さすがの鳥飼も眼鏡の奥の目を見開いて、驚きを隠せないようだ。だがそれからゆっくりと表情を和らげ、やがてフフッと肩を揺らして笑い始めた。

「びっくりするくらい話が早いな」

「うん……」

　あれこれと思い悩んでばかりの早穂子には羨ましいばかりだが、それはゆずが自分で行動した結果だ。祝福したい。

「私たち、必要なかったみたいね」

「まぁな。とりあえずここは気遣ってふたりきりにしてやるか」

　鳥飼が肩をすくめて、けれど優しい微笑みを浮かべた。

「それがいいかも」

　早穂子もうなずき、スマホに【じゃああとはおふたりで】と打ち込み、バッグにしまった。

「で、俺たちは、どうしようか。メシでも行く？」

「そうね。そうしましょう」

　早穂子が笑うと鳥飼も笑う。

　ランチをとるにはいい時間だし、なにより重い感情を抱えている者同士、気が合いそうだ。

　そんなことを思いながら、ふたりは公園の入り口に向かって歩き始める。

「少し移動することになるけど、いいかな」と鳥飼が言うので、高こう円えん寺じまで移動することになった。

　もちろん早穂子に異論はない。わざわざ連れていってくれるくらいだから、きっといい店なのだろう。

「鳥飼さんのおすすめのお店？」

　少しワクワクしながら問いかけると、

「そう。知り合いがやってる店なんだ」

　鳥飼はそう言って、腕時計に目を落とす。

「まだ間に合うから。せっかくだし行こうかと思って。ごめんね、連れ回して」

「ううん、おいしいもの食べられるならどこにでも行きます」

　わりと真面目に答えると、鳥飼がフフッと笑う。

「そう言ってもらえたら俺も助かる」

　三十分後、高円寺に到着し、駅から少し歩いて商店街の中にある、黒猫の看板が掲げられた小さなビストロへと入った。水色の扉を開けると入店を知らせるベルがカラン、コロンと音を立てる。Ｌ字型のカウンター席と、テーブル席が三つのこじんまりとした店だが、ちょうど客がはけたところらしく、入り口に近いカウンター席で、老人がひとりピザを食べているだけで、あとは空席だった。

　壁には水彩の風景画がいくつか飾られていて、センスのいい友人の家に招かれたような、そんな懐かしさを感じる。

（かわいいお店……）

　早穂子が店内を見回していると、

「いらっしゃいま……あっ、和弘君！」

　白いシャツに黒いスカート、そしてカフェエプロンをつけた女性が、目を輝かせて近づいてくる。

　年は早穂子より少し上くらいだろうか。明らかに色素が薄く彫りが深い。ハーフかクォーターなのだろう。くるくるの巻き毛に、頬にそばかすが浮いた、まるでレオナルド・ダ・ヴィンチが描く天使のような、魅力的な女性だった。

「久しぶり」

　鳥飼は彼女に向かって穏やかに笑って、それから後ろに立っている早穂子を振り返った。

「ふたりでランチしたいんだけど。まだ大丈夫かな」

「あらあら、まぁまぁ！」

　彼女の視線が自分に注がれているのに気が付いて、そこで早穂子は、ぺこりと頭を下げる。

「もしかして和弘君の彼女!?」

　まさかの彼女扱いに早穂子はびっくりしてしまったが、すぐに鳥飼が、「友達だよ」と訂正する。

「えー、ほんとに？　和弘君が女の子連れてきたのって初めてじゃん。しかもこーんな美人さんだし～」

　巻き毛の彼女は目を輝かせながら、今度は早穂子に目を向けた。

「実はいい感じとか……そういうことない？」

　申し訳ないのだが、期待に満ちた目で見つめられても、違うものは違う。

「ええ……はい。友人です」

「あら残念。でも和弘君の友達なら私の友達でもあるわね。よろしくね、マリィよ」

　そしてマリィと名乗った彼女は、立ち尽くしたままの早穂子の肩をバシバシと叩いて、

「ふたりとも座って、座って！」

　てきぱきと奥のテーブル席へと案内し、ブルーのボトルに入ったお水をグラスに丁寧に注いでくれた。

「特製スペシャルランチ、ふたつ持ってくるからね。待っててね！」

　そして跳ねるようにテーブルを離れていく。

（なんだか嵐のような人だな……）

　ぼうっとマリィを見送っていると、鳥飼が少し困ったように笑って、「騒々しくてごめん」とささやいた。

「ううん、気にしないで。楽しい人だね」

　落ち着いた鳥飼には意外な交友関係だなと思ったが、マリィ自身は魅力的な女性だ。どちらかというと、無口で人付き合いがうまいほうでもない早穂子からしたら、まぶしすぎるくらいだ。

「スペシャルランチってどんなだろう……楽しみ」

　そんなことを口にしつつ、目の前に置かれたグラスの水を飲んでいると、厨房の奥から、

「ダーリン、和弘君が女の子連れてきたー！　でも友達だって！」

　と、マリィの大きな声が響いて聞こえた。

　早穂子が目を丸くした瞬間、

「ええっ、なんだってー！　友達っ!?」

　さらにまた大きな声がして、厨房から熊のような男がひょっこりと姿を現した。

　年の頃は三十代半ばくらいだろうか。かなり背が高く体も分厚い。目鼻立ちはくっきりとしていて、絵に描いたような熊っぽい男性だ。パリッと糊のりのきいた白い厨房服を着ているが、どこかミスマッチにも思える。

（マリィさんと並ぶと、森のくまさんと赤ずきんちゃんみたい……）

　早穂子が苦笑しつつ「こんにちは」と会釈すると、

「見物はいいから……ランチ……頼むよ」

　テーブルの鳥飼が、呆れたようにため息をつく。勘弁してくれと、顔に書いてある気がして、早穂子は笑ってしまった。

「あ、やべ。すみません。めちゃくちゃおいしいやつ、持ってきますからね！」

　森のくまさんは早穂子にキリッとした表情を向けたあと、あっという間に身をひるがえし、厨房に引っ込んでしまった。マリィといい、熊さんといい、明るい雰囲気が心地いい。

「ったく……」

　鳥飼はまた大きなため息をついたあと、テーブルに手をついてぺこりと頭を下げた。

「ほんとにもう、いろいろ失礼でごめん。あれ、俺の兄貴。で、マリィは兄貴の嫁さん」

「えっ！」

「似てないって思ったんだろ。わかる。でもマジで兄貴で、あのふたりは夫婦なんだ」

　マリィがダーリンと呼んだから、ふたりは夫婦なのかなと思ったが、まさか男性のほうが鳥飼の兄だとは思わなかった。

「兄貴とは年も十歳離れてるし……まぁ、いつでも誰にでもああなんだ」

　鳥飼はグラスの水をあおるように飲み干し、自分で新しく水を注ぐ。

「で、見ての通り騒々しい店だけど、味だけはマジでいいから」

　彼の言う通り、やがて厨房のほうからおいしそうな匂いが漂ってきた。

「もうおなかぺこぺこだよ」

　早穂子の言葉に、鳥飼は笑ってうなずいた。

「盛りもいいから。安心して」

　鳥飼が自慢げに微笑む。

　実際、運ばれてきたランチは、彼の言う通りスペシャルだった。イタリアンをベースにした、野菜と肉がメインのボリュームのあるランチで、サラダや肉料理、自家製のキッシュがワンプレートにどっさりとのっている。食べきるのが本当に大変なくらいだ。

　ワンピースを着てきてよかったと、本来のおしゃれとは違った意味で、思ったくらいである。

「ごちそうさま～おなかいっぱい！」

　お皿の上をきれいに片付けた早穂子は、ふう、と息を吐きながらおなかを撫でさする。

「蓮杖さんがよく食べる人でよかったよ」

「確かに……食の細い子はサラダとキッシュでおなかいっぱいになってると思うわ」

　食後のコーヒーまでおいしくいただいて、席を立つ。

　支払いは鳥飼が済ませてくれた。早穂子は割り勘にしようと言ったのだが、「付き合わせたから」と受け取ってくれなかった。だが今度は鳥飼の兄が、「弟から受け取れるかよ」と渋っていた。すったもんだのすえ結局、鳥飼は「来づらくなるから」と無理やりお金を押しつけて、なんとか店を出る。

「これお土産」

　扉の前で、マリィが鳥飼にビニール袋を手渡してきた。そして彼女は、ちょっと恥ずかしそうにささやいた。

「あのね……もう和弘君には言っちゃうけど。実は、赤ちゃんができたんだ」

「――」

　その一瞬、鳥飼は驚いたように息をのみ、それからゆっくりと穏やかに表情を和らげる。

「そうか。おめでとう」

　と微笑みながらビニール袋を受け取った。それから少しだけまぶしそうに、なにか言いたそうにマリィを見つめたが、結局それ以上なにも言わなかった。

「カズ、そういうことでまぁ……なんだ。たまには顔出してくれよ。お前、せっかく東京にいるのに全然遊びに来てくれないし……」

　鳥飼の兄がマリィの肩を抱いて少し寂しそうな顔をする。マリィも同意と言わんばかりにうなずいて、期待に満ちた目で鳥飼を見上げる。なんだか捨てられた子犬のようだ。

「……わかったって」

　そんなふたりを見て鳥飼は困ったように笑って、それから早穂子に「行こう」と言って歩きだした。

「あ……ごちそうさまでした！」

　早穂子はふたりに軽く頭を下げて、それから鳥飼の隣へと駆けだしていく。

「和弘君、また来てね！」

　背後からマリィの声が響いたが、鳥飼は軽く手をあげるだけで、やっぱり振り返りはしなかった。

　外に出ると、風がびゅうっと吹き抜けて、鳥飼は少し鬱うっ陶とうしそうに眼鏡にかかる前髪をかき上げる。

　その一瞬、なぜか鳥飼が泣いているのではないかと思って、早穂子はドキッとしたのだが、もう一度見直すと涙は浮いていなかった。

　当然だろう。兄の店に行って彼が泣く理由がわからない。

（気のせいだったのかな……）

　だが心あらずといった風に物思いにふけっている鳥飼の横顔を見上げていると、ふと、彼が公園で話していたことを思い出した。

　報われない恋をしていたのだと――。

　ふと、天使のようなマリィの顔が浮かぶ。

（あれって……もしかして）

　だがいくらなんでも、口に出して聞けるような内容ではない。

　当たっていても、外れていても、会話が続かない。

（変なこと言うのはやめよう……）

　人にはそれぞれ事情があるのだ。

　早穂子はぎゅっと唇を引き結んで、何事もなかったかのような表情を作る。

「ほんとにおいしかったなぁ～」

　能天気な言葉を口にすることしかできなかった。




　ふたりで電車に乗ってしばらくして。鳥飼がハッとした表情で隣に座る早穂子の顔を見つめた。

　たった今早穂子の存在に気が付いたような顔に、早穂子はクスクスと笑う。

「私のこと忘れてたでしょ」

「――ごめん」

　鳥飼が苦々しい表情で、眼鏡を指で押し上げる。

「いいよ、別に。気にしないで」

　どうやら本気で落ち込んでいるらしい。背中が丸まっている。

「いやほんと……会ったばかりのきみに甘えてばかりだな」

　甘えて――という言葉で納得がいった。

〝ふたりを安心〟させるためだったのか、それとも早穂子を他人の目という〝お守り〟にしたのかはわからないけれど、彼は早穂子を利用して兄とその妻に会いに行ったのだ。そうでもしないと会えなかったのだろう。

「そうだったんだ？」

　だがなにも気づいていないというふりをして、早穂子は首をかしげた。

　鳥飼はとぼける早穂子を見てふっと笑って、

「ああ、そうだ。これはきみに」

　マリィに渡されたビニール袋を早穂子に差し出した。

「えっ。もらえないよ」

　慌てて押し返そうとしたが「いいから」と首を振る。

　ビニールを受け取って膝にのせると、ずっしりと重かった。

　マリィが鳥飼のために詰めた料理の重さに、なんだか胸が苦しくなる。

　たとえ愛の形が違っても、これはマリィの想いだ。

「その……だったらこれ、ふたりで分けましょう。そのほうがいいと思う。じゃないと、その……感想とか聞かれたら、困るんじゃない？」

　我ながら苦しい言い訳とは思ったが、それを聞いて鳥飼はまた困ったように笑った。

「そうかもな。電話かかってくるし。取らないと家まで押しかけてきそうだし」

「うん。じゃあ、うちに行きましょう。まだ日も高いし、ちょっと寄っていって」

　早穂子は膝の上の料理をしっかりと抱えて、隣の鳥飼に微笑みかけた。

　たまたま乗った沿線上に自宅があったというのもあるし、なにより鳥飼にシンパシーのようなものを感じていたのかもしれない。

　なんとなく、おせっかいとわかっていても、そう声をかけずにはいられなかったのだ。










どうしても知りたくなかった。




　マンションのドアを開けて鳥飼を招き入れる。

「どうぞ」

「ここで待つよ」

　早穂子の誘いにうなずきつつも、部屋に上がるつもりはないようだ。彼は玄関の中で立ち止まった。

「中で待ってたら？　お茶くらい出すけど……」

　早穂子がそう言うと、鳥飼が少し困ったように笑った。

「そういうことは言わないほうがいい。俺も一応男だから」

　鳥飼はやんわりと微笑んで、眼鏡の奥の目を細める。

『男だから』

　その言葉に、隙を突かれた気がして、早穂子の頬はカーッと赤く染まった。頬だけではない。耳や首まで熱くなる。

「あ……そっか」

　やたら落ち着いている鳥飼の性質のおかげで、早穂子は彼に緊張しないのだと思っていたのだが、『男だから』と言われると、途端に意識してしまう。

（そうよね……付き合ってるわけでもないのに、部屋の中に入れるのは……だめよね……！）

　早穂子は、「じゃっ、じゃあ、ここで待っててね」としどろもどろで言うと、バタバタとキッチンへと向かった。

　鳥飼が肩を震わせてうつむき笑っていたような気がするが、気が付かなかったことにしたい。

「はぁ……」

　我ながら、うかつすぎる。

（恥ずかしい……）

　洗面台で手を洗ったあと、小さくため息をついて、使っていなかった新しいタッパーウェアを出した。

　総菜は、牛肉の赤ワイン煮込み、かぼちゃとさつまいものグラタン、トマトとモッツァレラのカプレーゼ、じゃがいもとオリーブのツナサラダと盛りだくさんだった。彩りもよく、どれもおいしそうだ。具材を崩さないようにできるだけ丁寧に詰めていると、リビングのソファーの上に置いたバッグから、着信を知らせるバイブレーションが響くのが聞こえた。

「あ……ゆずかな？」

　そろそろ連絡があってもおかしくない。あとでこちらから連絡すればいいだろう。

「よしっ」

　すべてをきれいに詰めて、保冷剤と一緒に小さな紙袋にしまうと、早穂子はまた玄関に戻っていった。

「お待たせ」

　スマホを眺めていた鳥飼に紙袋を渡す。

「ありがとう」

　鳥飼はそれを受け取ったあとドアを開ける。早穂子も彼の背中に続いてドアの外に出る。

「お惣菜、とてもおいしそうだった。やっぱり食べたほうがいいと思う」

「……そうだな」

　鳥飼はうなずきつつ、足元に目を落とした。

「ね、蓮杖さん。俺と……付き合わない？」

「――えっ！」

　素でびっくりした。驚きすぎて、あんぐりと口が開いてしまった。

　なぜ彼が自分に、そんなことを言うのかわからない。まさに青天の霹へき靂れきだ。

　早穂子は目を見開いて鳥飼を見上げる。

「じょっ……」

「冗談じゃない。本気」

　淡々と答える鳥飼の返事から、かえって彼の〝本気〟が伝わってくるような気がした。だが本気なら、なおさら真意がつかめない。

「でっ、でっ、でも、別に私のこと好きとかじゃないですよねっ……？」

　むしろ彼にはずっと好きな人がいたはずだ。もしかして、自や棄けになっているのだろうか。

　いまいち鳥飼の告白をのみ込めない早穂子を見て、鳥飼は「うん……まぁ」とうなりながら、顎のあたりを撫でる。

「確かに俺たちは、お互い好きあってるわけじゃない」

「でしょ？」

　思わず食い気味に言い募る早穂子だが、鳥飼はさらに言葉を続けた。

「でも、好きになれそうだから付き合いたいって、そんな変なことじゃないと思うけど」

「好きになれそう……？」

「蓮杖さんにもいろいろあるみたいだし、別に急がない。でも今後誰かそばにいてほしいと思うときが来たら、俺を選択肢のひとつにしておいてほしいなと思って」

　落ち着いて話を聞けば、彼の言葉はすんなりと心の中に入っていく。

　正直、目から鱗だった。

（好きになれそうだから付き合う……そっか……）

　考えてみれば、なんということもない。

　確かに周囲を見ていると、なんとなくいいな、くらいで付き合うカップルのほうが圧倒的に多い。彼が言うことはまったくおかしな話ではないのだ。

　大恋愛で結ばれなくてもいい。お互いを知り、ゆっくりと気持ちをはぐくんでいくのだって、素晴らしいことだろう。

　そもそも――自分と始だって、大恋愛の末の恋人同士というわけでもない。

　自分は入社時からずっと始のことをほのかに想っていて、あっという間に恋に落ちたけれど、始は違う。

　早穂子とは体から始まった始にとって、自分は〝気持ちがいい〟相手で、〝居心地がいい〟相手で、それ以上でも以下でもない。

（私の理想と現実が、そもそも乖かい離りしちゃってるのに……変な話よね）

　早穂子ははぁ、と大きく息を吐いて、鳥飼を見上げ、うなずいた。

「……わかった」

　その瞬間、鳥飼が軽く目を細める。

「あっ、でもわかったって、そういう意味じゃなくて……」

「そういやそういう可能性も普通にあるんだなって、納得しただけ、って感じ？」

「――うん」

　鳥飼の物わかりのよさに驚きつつも、確かにこういう相手なら、ゆっくりと恋がはぐくめそうだなと思わないでもなかった。

（でも……今の私には……できない）

　そう、無理だった。

　早穂子の心にいるのは始ひとりだし、好きになれたらいいなで、鳥飼と付き合おうなんて考えられない。

　ただ恋人が欲しいわけじゃない。誰かと付き合って、今のこの寂しさを埋めたいわけじゃない。

　早穂子は始に恋をしていたいのだ。

　つらくても、苦しくても。彼を好きでいたい。

　これからも、ずっと――。

「ごめんなさい」

　心を決めた早穂子がぺこりと頭を下げると、鳥飼は「謝るの早すぎ」と苦笑する。

　そして彼は、「はぁ……やばい、恥ずかしくなってきた」とため息をついたが、やはり顔は笑っていた。

　最初からこうなることがわかっていたのかもしれない。

　それでもなんとなく、冒険したい気になったのかもしれない。

　人にはそういうときだってあるはずだ。

　そして妙に清々しい顔で鳥飼は笑って、

「じゃあ」

　それからくるりと踵を返したのだが――。

　鳥飼はその場から立ち去ろうとせず、なぜか早穂子の数歩前で立ち止まっていた。

「――鳥飼さん？」

　なにか忘れ物だろうかと声をかけると、ふと、鳥飼の十メートルほど向こうに、スーツ姿の男が立っているのが見えた。

　すらりとした長身を上等な麻のスーツに包んだ男――。

　心臓がドキンと跳ねる。

（まさか……）

　立っているだけで、目を奪われる。どうしようもなく心が惹かれてしまう。切なくて胸がぎゅっと苦しくなる。

　そんな男は早穂子の世界にひとりしかいない。

「――はじめ、さん？」

　早穂子の唇から漏れた声は、かすれていた。

　だが始の耳には届いたらしい。

「邪魔しちゃったかな」

　始が紅茶色の目を細め、微笑みながらゆったりと歩み寄ってきた。

　そして少しくせのある髪をかき上げたあと、体の前で腕を組み、始は鳥飼と早穂子の顔を見比べる。

　邪魔をしたかという彼の発言に、一瞬目の前が真っ白になった。

　足元から血の気が引いて、くらくらする。

「あの……」

　どこから見ていたのだろう。

　ふたりで部屋から出てくるところ？

　それとも告白をされたところ？

　もしかして自分たちの仲を誤解しただろうか。なにか言わなければと口を開くが、言葉が出てこない。

（そもそも……誤解されたからって、始さんはなんとも……）

　途端に早穂子の胸は石でも飲み込んだように重くなった。だが尋常でない早穂子の様子に鳥飼が気が付いたらしい。

「あの……もしかして蓮杖さんの彼氏ですか」

　鳥飼が中指で眼鏡を押し上げて、はっきりと口にする。

　それを聞いて、早穂子はひっくり返りそうになった。

「かっ、彼氏!?」

　始とはそういうのではないと自分に言い聞かせていた早穂子は、慌てて鳥飼に詰め寄ろうとしたが、

「そうだと言ったら、きみは俺にどう弁明するの？」

　始が低い声でそう言い放ったものだから、また血の気が引く。

（な、なんでそんなこと……）

　驚きのあまり、まるで鉛でも飲み込んだかのように胸の真ん中あたりが重くなり、言葉が引っ込んでしまった。

「誤解させてすみません、と言いますよ。でも俺は部屋には上がってないんで」

　鳥飼の返事に、始は軽く目を細めて鳥飼を見下ろす。まったく警戒心を解いていない、そういう顔だ。

「いや、本当ですって。彼女の名誉のために言いますけど、たった今きっぱりと振られたばかりですから」

「鳥飼さん……！」

　そもそも、家に来てほしいと言ったのは自分だ。しかも彼は部屋の中に招き入れようとした早穂子を、やんわりと押しとどめたくらいの紳士である。わざわざ身の潔白を証明するために、振られただなんていう必要はまったくないはずだ。

　だが鳥飼は首を振って、早穂子を肩越しに振り返る。

「いや、言っておいたほうがいいだろ。俺、このままだとこの人にくびり殺されそうだし……」

　鳥飼はそう呟いて、またまっすぐに始を見返した。

　だが始はそんな男ではない。

　鳥飼は彼という男を知らないから、そんなことを言うのだ。

（始さんは怒ったりなんかしない……本気で嫉妬なんかしない）

　いつだってニコニコと笑って、まるで花の間を飛び回る蝶のように軽やかで。人の気持ちの裏の裏を読んで、気を使ってばかりの男だ。

　だから自分の気持ちを他人に見せない。女心をくすぐるために、妬いているふりだってできる男だ。

　だからこれも〝恋愛を楽しむための嫉妬ごっこ〟に違いない。

　そう、頭ではわかっているのに、燃えるような目で鳥飼を見つめる始から目が逸らせない。

「だから、蓮杖さんは、なにも悪くないので」

「――知ってるよ」

「ん？」

　鳥飼は低い声で『知ってる』と答えた始の返答を聞いて、一瞬怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、「あーそうか……」とつぶやいたあと、何事もなかったかのように早穂子を振り返り、「大丈夫？」と首をかしげた。

「え？　あ……うん」

　なにをもって大丈夫というのかわからないが、とりあえずこのまま三人で廊下に突っ立っているのが、いいことでないのはわかる。

「じゃあね」

　鳥飼は軽く息をつくと、そのままスタスタとエレベーターのほうへと向かって行ってしまった。

　エレベーターが階下へ下りていく音がして、どっと体から力が抜ける。

　それは始も同じらしい。何度か深呼吸をして息を整えたあと、

「――サホちゃん。部屋に入れてもらえる？」

　と言いながら、早穂子の手を取る。

「あ……はい」

　ほんの少し指先が触れただけで、血がふつふつと沸騰しそうな気がした。

　こんな状況で再確認するのもなんだが、やはりこんな風に、自分を熱くさせるのはこの人だけだ。

「どうぞ」

　ドアを開けて始を先に玄関の中へと入れる。

　そして始に続いて中に足を一歩踏み入れた瞬間――、頭と腰に始の手が回り、早穂子の踵かかとは宙に浮いた。

　ドアを背にして、始が覆いかぶさるように口づけてくる。

　強引に唇を割り、舌が口内を這い回る。

「んっ……」

　早穂子の唇から息が漏れる。

　技巧もへったくれもない、がむしゃらなキスに眩暈めまいがした。

　だが彼に求められていると思うだけで、早穂子の心は火がついたように燃え上がる。始の考えていることなんか、相変わらずなにもわからないけれど――喜びで体が満たされる。

　思わず彼の首の後ろに腕を回すと、

「俺を煽あおって……いけない子だね」

　熱に煽られるように、始が声を押し殺し、ささやいた。




　今までずっと、彼と体を重ねるときは、甘い時間を楽しむような抱き方をされていたのに、今日の始は違った。

　ベッドの上で、始から力強く突き上げられるたび、目の前に星が飛ぶ。まるで早穂子を塗りつぶすかのように、何度も抱いて早穂子の意識を飛ばしていく。

「あ……っ……」

　抑えきれない声が漏れる。

　今自分はいったいどんな顔をして、始に組み敷かれているのだろう。

　快楽が強すぎると痛みになるのか、苦しくて息もできない。

　始の鍛え上げられたたくましい体に押しつぶされながら、早穂子はうっすらと目を開けて、始を見上げる。

（始さん……）

　普段は汗ひとつ流さないような落ち着いた顔をしているのに、今の彼は全身がしっとりと汗で濡れていた。くせ毛が額に貼りついて、ひどくセクシーだ。

（好き……すごく、好き……大好き……）

　とめどなく、想いが溢れてたまらない。

　好きだと思う気持ちと、このままでは壊れてしまうと思う気持ちが交互にやってきて、もういっそのこと、このままどうにかなってしまいたい、壊してほしいとすら思ってしまう。

　だからもっとキスしてほしいと彼の首に腕を回した。

「サホちゃん、どうしてほしいか言ってごらん……？」

　当然、始は早穂子の望みに気が付いているのだ。少しだけ意地悪にささやいて、ゆっくりと早穂子を導いていく。恥ずかしいと思う気持ちは、もうとうに消えていた。

「き、キス、して……っ」

「うん……してあげる」

　始は満足そうに微笑んで、早穂子の両手首をつかんでいた手を離し、そのまま髪の中に差し入れた。

「ん……っ」

　形を確かめるように滑る、始の指に全身が震える。思わず背中をのけぞらせると、始は目に強い欲望の光を宿らせながら、かすれた声でつぶやく。

「俺、きみの長くてきれいな髪が、本当に好きだ……。いや、もちろん唇も……好きだけど……」

　いつものふざけた口調でささやきながら、すぐに覆いかぶさるように口づける。

　始から放たれる熱が、早穂子の意識を遠くに押しやっていく。

　何度も方向を変えながら唇を重ね、それから舌が差し込まれ、絡み合う。

（息が止まりそう……）

　その合間、熱い吐息を交えながら、始はささやく。

「サホちゃん……気持ちいい？　俺は、頭が変になりそうなくらい、気持ちいい……」

　普段は決して見せない、獰どう猛もうな男の目で見下ろす始の視線に、ゾクゾクする。

「待って、あっ……」

　自分のウエストをつかむ始の手を、なんとか外そうともがいたが、

「無理、待てない……もっとしたい……」

　いくら彼の手の甲をひっかいても、ビクともしなかった。

　そして始から与えられる快楽が、早穂子を白く塗りつぶしていく――。




「今日、急に来てごめん……。商談相手の飛行機が整備不良で飛ばなくなって……突然、時間ができたんだ」

　脱力したようにベッドの中で抱き合ったあと、始は早穂子を抱きかかえたまま、ぽつぽつと話し始めた。

「タクシーの中で電話したけど、出なかったから……でも、サホちゃん、家にいるときあんまりスマホ触らないでしょ。だから直接行ってみようと思ってね」

　そして始は、すりすりと早穂子の肩に頬を寄せた。どうやらキッチンで気づいた着信は、ゆずではなく始だったらしい。

「そうしたらドアの前に男ときみがいて……なんだろ……別にサホちゃんを縛りつけるつもりはないってずっと思ってたけど……」

　思っていたけど、なんだろう。気になったが、始はそのまま無言になってしまった。

（前は妬いたふり、してくれてたのに……なにも言わないのはどうして？）

　それがどういう意味を持つのか、早穂子にはまだ決心がつかない。

　いや、始だってそうなのだろう。何度か息をのんだりして、なにかを言いたそうにしては、また口をつぐむことを繰り返している。

　だから早穂子が代わりに口を開いた。

「始さん……なにか、言いたいことがあるなら、話してほしいです……」

　正直、あまりいい予感はしない。

　そしてこういうときの勘は当たるものだ。

　だがもう早穂子は黙っていられなかった。そのままぎゅっと唇をかんで、始の裸の胸に額を押しつける。

（お願い……話して……心を開いて……）

　――それからどれだけ時間が経っただろう。

　心の中で過ぎる時間は、一瞬とも永遠とも言える。ほんの一呼吸、いや、もう少しあったかもしれない。

「――早穂子」

　唐突に始が名前を呼び、早穂子の体はビクッと震えた。

　今までずっと〝サホちゃん〟だったのに、まさかのタイミングだ。

　覚悟していたはずだが不安がよぎった。それでも早穂子は「――はい」と応えて、始の言葉の続きを待った。




「俺には……きみに与えられるものがないんだ」




　始が重いものを吐き出すように、唇を震わせる。

「え……？」

　与えられるもの――。いったいどういう意味だろう。

　すぐに理解できず、早穂子はじっと始を見つめた。

「恋をしているみたいに楽しんでほしいって始めた関係だけど……さすがの俺も、きみが俺をとても大事に思ってくれていることくらい、わかるよ」

「始さん……」

　始の告白に心臓が震える。

　好きだと言えば困らせると思って黙っていた。重い女だと思われたくなかった。

（でも、そうだよね……）

　人の心に聡い始が気づかないわけがないし、優しい彼が早穂子の気持ちをそのまま打ち捨てることなんてするはずがないのだ。

　始はなんだか困ったように微笑んだあと、軽く息を吐く。

「俺ね。本当はひとりっ子じゃない。実は兄貴がいて。俺が小学生のときに山で死んだんだ」

　始の突然の告白に、早穂子は頭をガツンと殴られたような気がした。

（お兄さんがいて……亡くなった？）

　彼は以前、ひとりっ子だと言っていた。だから自分たちは相性がいいね、と冗談すら口にしていた。

　当然、言葉も出ない。

「もう二十年以上前のことだよ。当時、兄貴は両親と少し折り合いが悪くてね。天気が崩れるという予報を無視して、たったひとりで高山に登って……雨で足を滑らせてがけ下に滑落したんだ」

　始はぼんやりと天井を見上げながら、さらにぽつぽつと言葉を続ける。

「未成年だったから、名前も出なかったし、すぐに忘れられてしまう小さなニュースだったけど……山邑リゾートグループの跡継ぎが山で事故死って、対外的にも結構ヘビーでしょ」

　始はどこかうつろな眼差しでささやく。

　彼の唇の両端は、いつものように品よく持ち上がっていたが、それは彼が長年そうやって微笑み続けた癖――のような気がした。

　こんなときですら、人に悪い感情を持たれないように無意識に振る舞っているのかもしれない。

（始さん……）

　早穂子はぎゅっと眉根を寄せて、それでも始の言葉に耳を傾ける。

「荒れてたから当てつけに山で自殺したんだなんて言うやつもいたよ。でも兄貴には家族を悲しませるつもりなんかなかったはずだ。年相応の、ちょっとした反抗期だ……珍しくともなんともないさ」

　始のまぶたがかすかに震えて、長いまつ毛の先が揺れ始めた。

「でも、死んだ。それでうちの家族は一時期めちゃくちゃになって……。両親ともども、ずっと自分たちを責めてたよ。俺のことも、どう扱っていいか迷っていたみたいだ」

　始は、ふうっと息を吐いて一瞬、眉根を寄せる。

「だから俺は……それから、他人が望む自分でいようと、思ったんだ。兄貴とは違う。たくさん友達を作って……誰からも望まれて頼りにされるようなさ。絶対に両親を心配させない、理想の息子になろうと思って……それからずっと、ずーっと……努力して」

　始の長いまつ毛が、ゆらゆらと上下し始める。

　彼の紅茶色の目にうっすらと水の膜が張っているような気がした。

「そしたらさ……ある日……誰のことも、本気で愛してない……自分に気が付いたんだ」

　始の声が次第に、かすれはじめる。

　とても苦しそうだ。

　それでも、彼は身を切るようにして、語ることをやめなかった。

「両親含め、近い人はみんな気づいてる。俺が上っ面でしか人付き合いしてないこと……表面上、調和が保ててうまくいけばいいとしか考えてないこと。俺は絶対に認めなかったけど、大事な人ほどそこに気づいて……悲しませて……本末転倒、だろ？」

　彼の言葉を聞いて、早穂子はいくつか思い出すことがあった。

　初めて彼と話したとき、リラクゼーションルームで彼が携帯で、ユキ――と呼ばれていた小鷹の御曹司と話していたときのこと。

『大丈夫だよ……死なないって……死ねないよ』

　あれは兄のことを言われていたのではないだろうか。

　体調を顧みず、休みなしに世界中を飛び回る始のアグレッシブな仕事のやり方に、生き急いでいると感じたのかもしれない。そして亡くなったお兄さんのことがあるから、始は『自分は死なない、死ねない』と答えていたのではないだろうか。

（始さん……）

　また、バッカスの会でのこと。エール化粧品の御曹司が愛のためにひたむきに努力しをしていることを話しながら、悲しそうな目をしていたこと。

　自分はそうなれないと、劣等感のような感情を抱いていたのではないだろうか。

　そして槇白臣が始に言っていたこと――。

『始さん、もっと自分を大事にしてください』

　ああ、そうだ。彼の言う通りだった！

　始はいつも自分をないがしろにしている。他人の気持ちばかり考えて動いている。

　だから親しい人たちは早穂子と同じように、始の中にある一種の寂しさに気づいて心を痛めていたのだ。

　聡い始の場合、その思いやりすら苦しかったに違いないのだけれど――。

「だからってひとりは寂しい……ぬくもりは欲しい……。俺は上手に人を愛せないけど……せめて楽しんでもらえたら……って……思って……て……」

　無言で始の言葉を聞いている早穂子の耳に届く始の声は、さらに小さくなっていた。

「俺は優しい人ばかり傷つけてる。人でなしなのかも……しれないね」

　最後にそうつぶやいて、始はゆっくりと寝返りを打ち、早穂子に背中を向けるようにして丸くなる。

（始さん……）

　早穂子は体を起こして、始の頭をそっと撫でる。

　今になってようやく、彼という人間の中にある隠された脆もろさに、傷に、触れられた気がした。

　本当の人でなしなら、想いを返せないことや他人を愛せないことに、苦悩などしない。

『人生は楽しむもの』

　始の人生の信条だ。彼は常にそう口にしていた。彼の唇からこぼれる言葉は、どれも本音だった。

　思いをさらけ出さなかったのは自分のほうだ。

　遅いかもしれないが、過去には戻れない。今しかない。

「いいえ。あなたは優しい人です」

　早穂子はゆっくりと口にする。

　だが始は苦しそうに体を震わせた。

「やめてくれないかな……きみには幸せになってほしいんだ。俺みたいにどこか欠けた男じゃなくて」

　激しく体を重ねて愛し合ったあと、彼が自分の傷をさらけ出したのは、きっと早穂子のためを思ってのことだろう。

　だが同時に、彼にとって他人に弱みを見せるというのは、相手に負担を強いることなのだ。

　たとえ早穂子が『それでもいい、あなたが抱えている痛みを一緒に背負いたい』と思っても、それとは別のベクトルで、彼は自分が許せない。

　他人から奪ってばかりの人間など、この世界にははいて捨てるほどいるのに、彼はそれをよしとしない。

　正直とても面倒だし、平凡な自分が理解するには少々手間取る、複雑怪奇な精神構造をしている人だと思う。だがそれが山邑始という男で、そういう繊細さを秘めた彼を早穂子は愛してしまったのだ。

「私が眠れるようになったのは、あなたを好きになったからです。そして……最近眠れなくなっていたのは、あなたのことを愛しすぎたから……好きで、好きでたまらなくなって……あなたを想っていたから」

「――寝たふりしてたの、気づいてたよ」

　始が悲しそうに眉根を下げる。

「俺なんか……俺なんか好きになったらだめだ」

「いいえ。やめません。愛してるから……あなたの腕に抱かれていると、ひとりじゃないって思えるの。寂しくないんです。ずっと、ずーっと、幸せでした」

「でも……」

「私の気持ちは、私のものです。否定しないで」

　早穂子はそうやんわりとではあるが言い切って、始の肩を撫でる。

　なにも言えなくなったのか、始はシーツに顔をうずめて無言になった。

　表情はわからないけれど、全身に力がこもって強張っているのはわかる。

　きっと自分がなにを言っても、彼を追い詰めるだけ。誰よりも幸せになってほしいと思う人なのに、自分の愛が彼を苦しめている。

　そう思うと、早穂子の胸はぎゅうっと締めつけられるように苦しくなった。




　それからどれだけ時間が経っただろう。ほんの数分の出来事だったかもしれないが、とても長い時間が過ぎたような気がした。

「始さん。あったかいお茶飲みませんか？」

「……うん」

　こくりとうなずいたのを確認して、早穂子はベッドから降り下着を身につける。

　彼に見せたいと思って買ったはずのワンピースを雑に頭からかぶって、キッチンへと向かう。

　どこかしぼんでしまったような始にバスローブを着せて、ふたりでベッドに腰かけお茶を飲んだ。

　カモミールティーを少しずつ飲んでいると、だんだん胃のあたりがぽかぽかと温かくなっていく。

　早穂子はゆっくりお茶を飲み干しテーブルに置くと、それからぼうっと手元のカップを眺めている始の顔をのぞき込んだ。

「始さん」

「――ん？」

　始はうつむいたまま、心ここにあらずといった様子だ。

（そう、わかってる。私はこの面倒な人を愛している。たとえ報われなくても……愛している。なによりも大事で……幸せになってほしいから）

　彼を愛してしまった自分という存在が始を苦しめるなら、離れるしかない。

　ようやく早穂子の気持ちは固まった。

　早穂子はできるだけ優しい声で、始に声をかける。

「もう、ふたりで会うのはやめましょう」

　思っていたよりずっと簡単に、するりと口をついて出た。

　その瞬間、始はビクッと体を震わせて顔を上げる。唇が震えている。まるで雨に打たれた迷子の犬のような様子に、早穂子の胸はまた切なくなった。

　思わず手を伸ばし、彼のきれいな額に散るくせっ毛を手のひらでかき上げる。

　だが今の早穂子にできることは、始を自由にしてあげることだけだ。

　一度こうだと決めて、腹をくくったらもう迷わない。

　早穂子はベッドから立ち上がって、バッグの中から鍵を取り出して、テーブルの上に置く。

「鍵はポストに入れておいてください」

　そして財布だけ持って、そのまま玄関へと直行する。

「早穂子……」

　始の声は確かに早穂子に届いたが、足を止めることはしなかった。




（頭が真っ白だ……燃え尽きた……）

　近くのカフェに入って、ぼんやりと、とりあえず頼んだ紅茶の湯気を眺めていると、じんわりと目に涙が浮かんだ。ようやく感情が追いついてきた、そんな気がする。

（いけない、いけない……）

　慌ててぱちぱちを瞬きをして、涙を乾かし、ひと口だけお茶を飲む。

　自分から言い出したことだ。後悔はない。

　言いたいことは言った。

　なにひとつ、隠さなかった。

　早穂子は彼に自分の心をすべてさらけ出せたのだ。

（そうよ……嘘はない。私は幸せだった）

　早穂子が部屋を出たのは、始を見送りたくなかったからだ。

　目の前で彼の背中を見たくなかった。こっそりと出ていってほしかった。最後のあがき、といえばそうなのかもしれない。

「……はぁ」

　口を開けばため息しか出ない。好きで好きでたまらない相手と離れるのだから、当然だろう。

（仕事……どうしよう。続けていいかな……いや、無理かな）

　転職して一年もせず辞めるなんて不本意だし、そもそも山邑リゾートはとてもいい職場だ。仕事も好きだし、環境もいい。辞めたくないという気持ちが大きいが、だからといって副社長である始と関係を持った以上、辞めるのがけじめなような気もする。

（けじめ……か）

　そこでふと、思いついたことがあった。

　早穂子は目の前の紅茶をひと口だけ飲んで、そのままカフェを出る。




　数時間後。あたりはすっかり暗くなっていた。早穂子はとぼとぼと歩いて、自分の住むマンションへと向かう。

　ぼうっとする頭で、何気なく自分の部屋を外から見上げた。

「あれ……」

　部屋の電気がついている。まさかと思いながら、慌ててエレベーターに乗り込み、自分の部屋へ駆け足で向かう。

　ドアノブを引いた瞬間、息が止まりそうになった。

　玄関に、自分が出ていったときと同じように始の靴がある。

「なんでいるんですか！」

　もつれる足で部屋の中に飛び込むと、一応スーツに着替えた始が、しょぼんとうなだれベッドに座っているのが見えた。早穂子の悲鳴に似た声に、彼ははっと顔を上げて、それから早穂子を見て目を大きく見開く。

「なんで髪、短くなってるの!!」

　先に問うたのはこちらのほうなのに、数倍大きな声を出されて、疑問が引っ込んだ。

「えっと……なんでって……自分的な……けじめかなって……」

　早穂子はおどおどしつつ答える。

　そう、早穂子は長かった髪を、ばっさりと切り落としていた。

　カフェを出て向かった先は美容院で、首がすっきりと見えるくらいのショートボブにしてしまったのだ。こんなに短くしたのは小学生のとき以来で、少し恥ずかしくもある。

　照れ隠しに首の後ろを手のひらで撫でていると、

「けっ、けじめっ!?」

　始は信じられないと言わんばかりに目を白黒させながら、ズカズカと近づいてきて、早穂子の両肩をつかんで引き寄せた。

「きみがきれいな髪を切るのが、けじめ!?」

　見たことのない顔色だ。こんな始を見るのは初めてかもしれない。

「始さんは……その、こんなこと気にしなくていいんですよ」

　これは未練を断ち切りたいと思う自分なりのけじめで、始への当てつけだとは思われたくない。

　早穂子がへらっと笑うと、

「やめてくれ！　死にたくなるから！」

「っ……」

　彼の口から出た、『死にたくなる』という言葉は、早穂子に相当な衝撃を与えた。

「ご……ごめんなさい」

　小学生から兄の代わりの人生を生きてきた始に、こんなことを言わせるなんて思ってもみなかった。

　早穂子が謝罪の言葉を口にすると始は激しく首を振る。

「いや、違う……違うんだ。きみはなにも悪くない。言っただろう……悪いのは全部俺で、俺は最初からきみにずっと甘えてばかりで……ずっと……！」

　始はそのまま早穂子の背中に腕を回す。

「なぁ……愛ってなに？　教えてよ」

　ぎゅうっと抱きしめられて、息が止まりそうになった。同時に、彼の腕から困惑が伝わってくる気がした。

「わかりません……」

「きみは俺を愛していると言ったじゃないか！」

　始が絶望的な声で叫ぶ。

　聞いているこちらがつらくなるような、苦しそうな声だった。

「そうですね……」

　だが愛には形がない。

　親子、友人、恋人、夫婦。人の数だけ愛の形も色も変わるだろう。正解など、きっとないのだ。

「だったら……俺はどうしたらいいの……」

　耳元で響く始の声から力が抜ける。

　体は大きいのに、まるで迷子の小さな男の子みたいな彼の背中を、早穂子はそっと包み込むように抱きしめていた。

「それは……始さんが、自分で探して、答えを出さないといけないんだと思います」

　誰にも未来のことはわからない。

　今を生きる自分たちにできるのは、そのときに後悔しないと思える道を選ぶこと、前に踏み出す勇気を持つことだけだ。

「……そうだね」

　始の腕の力が抜けて、だらりと下に落ちる。

「俺……本当に、きみのこと、好きなんだよ」

　耳元でささやかれる甘い声に、早穂子は思わず苦笑いしてしまった。

「今までのこと、嘘だって思ってるわけじゃないんです」

「じゃあどうして……」

「始さんがつらそうだから」

「俺が、つらい……って」

　始がどこか困ったようにつぶやきながら、軽く息をついた。

「ああ……そうだね。そうだった。俺を愛さないでなんて、今さらなことを言ったばかりだった……」

　始はがっくりと肩を落とす。

「ばかだなぁ……俺。やっぱり話すんじゃなかった。そのせいで、今から振られるわけだし」

　言葉は茶化していたけれど、始はどこか気が抜けたように、薄い笑いを浮かべていた。

「でも私は、始さんの気持ちを聞けてよかったです」

　そう、よかったのだ。

　彼が幼い頃から抱えていた苦しみを、打ち明けてくれた。そのことに早穂子は意味があると感じた。

　きっと彼は、これから変われるはずだ。

　早穂子は彼の鎖骨のあたりに顔をうずめる。

「ね、始さん。次は、寂しさを埋めるためじゃなくて、自分で、自分の幸せをつかんでください。あなたなら絶対に幸せになれますから」

　次は――。

　そう口にした瞬間、早穂子の鼻の奥はツンと痛くなったが、不思議と涙は出なかった。

　自分の気持ちをごまかしてでも、どんな形でもいいから始のそばにいたかった。

　だからずっと長い間うじうじしたりメソメソしたりして悩んでいたはずなのに、別れを決意した今、早穂子の心は凪なぎのように落ち着いている。

「――早穂子」

　彼はゆっくりと呼吸を整えたあと、早穂子の肩に手をのせて、顔をまっすぐに見つめた。

「仕事辞めるとか、言わないよね」

「続けていいんですか？」

「当たり前でしょ」

　始はふっと笑って、それから早穂子の短くなった襟足に指を這わせる。

「きみの長い髪が好きだったけど、思いのほか短いのも似合ってるよ。かわいい」

「私もわりといいんじゃないかって、思ってます」

　こくりとうなずくと、始は両手で早穂子の頬を包み込んだ。

「――今までありがとう」

　そう言う彼の目は、とても穏やかで優しかった。

　ただ一方的にかわいがられるだけじゃない、今この時間はひとりの人間として見てもらえている気がした。

「はい。私こそ……ありがとうございました」

　早穂子は笑ってうなずきながら、彼の手の甲に自分の手のひらを重ねる。

　どちらからともなく、顔が近づき、唇が一瞬だけ重なる。

　最後のキス。

　そして始は、どこか後ろ髪を引かれるように部屋を出ていった。

「さようなら……」

　早穂子はつぶやく。

　始が部屋に残って早穂子の帰りを待っていたのは、『ありがとう』と言うためだったのだ。

　人はそれを残酷だと言うかもしれないが、早穂子はやっぱり彼は優しい人だと思う。

（だって私、これを一生の思い出にしてしまうもの……）

　彼に恋をした。そして精いっぱい、愛した。

　ずっと淡泊な性格をしていると、世の中を冷めた目で見ていると思っていたけれど、自分にもこんな風に人を愛せる、熱い炎のような感情があったのだ。

（だったら、これでいいよね……）

　そう思うのに――。

「……っ……」

　ポロポロと、早穂子の目から涙がこぼれ落ちる。

「ひっく……ううっ……」

　両手の甲で頬を伝う涙をぬぐいながら、早穂子はしゃくりあげる。

　もちろん本当は早穂子だって、始に愛されたかった。

　想い、想われたかった。

　離れたくなかった。

「ううっ……うっ、っ……」

　涙は当分止まりそうになかったが、早穂子はそのまま涙を流れるままにした。

　自分の気持ちを否定しない。

　悲しいのは当然なのだから、ごまかさない。

　それが彼とのお別れにふさわしいと思ったのだ。










恋、しませんか。




　それから間もなくして始はギリシャへと旅立った。

　一時的な出張ではなく、観光大国ギリシャで新規事業を立ち上げるためだ。

　日本に戻ってくるのは数年先という一大プロジェクトだが、本来始ではなく別の取締役が本部長として出向する予定だったと噂を聞いて、早穂子の胸はざわついた。

　だが「寂しいよね～」という同僚たちの声にも「そうですね」と、一社員としてうなずき、ゆずの「よかったの？」と気遣う言葉には、「自分で選んだことだから」と答えた。

　正直、その話を聞いたときはほっとしたのだ。

　自分で決断したとはいえ、そう簡単に割り切れるはずもない。だが始が目の前にいなければ、少しずつ早穂子の中で彼への想いは小さくなっていくはずだ。

　そしていつか、すべてが〝いい思い出〟になる――。

（そうよ、大丈夫……。いつか吹っ切れるわ……）

　時がすべてを解決してくれるはずと、早穂子は信じるしかなかった。

「サホコ～！」

　青い空の下、純白のウェディングドレスを着たゆずが手を振りながら走ってくる。

「ちょっ、ゆず、走っちゃだめだって！　ヒールが高いんだから、危ないよ！」

　のんびりとあたりを見回していた早穂子は、持っていたシャンパングラスをテーブルの上に置いて、慌てて手を差し出した。

「えへへ～」

　ゆずは笑って、そのまま早穂子に飛びつくように抱きつく。

「今日は来てくれてありがとうね！」

「ううん」

　早穂子は幸せではちきれそうなゆずから笑って体を離すと、彼女と隣に立っている鶴田を見る。

「ふたりとも結婚、おめでとう」

「蓮杖さん、来てくれてありがとな」

　白いタキシード姿の鶴田は、相変わらずの太陽のような笑顔だった。

「お天気がよくてよかったね」

　早穂子は少しまぶしいくらいの空を見上げる。見事な五月晴れで、ガーデンウエディングに絶好の天気だ。

「まぁ、私、すっごく晴れ女だからね。そこは自信があったよ」

　ゆずがえっへんと胸を張るのを見て、早穂子はうんうん、と微笑む。

　そう、今日は鶴田とゆずの結婚式だ。

　ふたりが付き合い始めて二年と半年――大安吉日の今日、都内のレストランでガーデンウエディングが行われ、早穂子も招待を受けたというわけだ。

「おふたりさん、おめでとう」

　早穂子の背後から、すらりとした男が近づいてくる。

「鳥飼さん」

「蓮杖さん。ひさしぶり」

　スーツ姿の鳥飼が、持っていたシャンパングラスを軽く持ち上げ、早穂子に微笑みかける。

　鶴田とゆずが結婚を決める数カ月前、鳥飼は関西へと転勤になったのだが、たまに仕事で戻ってくるので、そのたびに四人で食事をしたり遊んだりはしている。早穂子と鳥飼は、わりといい友人関係を保っていて、他人からは付き合っているのかと尋ねられることもあるが、まったくもってそんなことはない。

　ゆずは『鳥飼さんにしておけばよかったのに』と少し残念そうだったが、結局、二年以上経っても、早穂子は始のことを思い出にできないままだった。

　始を失った穴埋めに、誰かと付き合うつもりはないし、むしろ彼を失った寂しさもまた、始と作った思い出のひとつだと、今ではすっかり開き直っている。

　ただ、あれから少しずつ睡眠障害のほうは改善されていて、ほぼ薬を服用せずとも眠れるようになったのが、少し不思議だった。

　勝手な推測ではあるけれど、始との別れで、いい意味で心が強くたくましくなったのかもしれない。

「鳥飼、あっちのほうで女子がお前と話したいって言ってたぞ」

　鶴田が鳥飼の肩にガバッと腕を回して悪い顔をする。

「あー……そう」

「まーたお前、そんなどうでもよさそうな顔をして！　よし来いっ！」

「あっ、お前っ……！」

　鶴田は強引に肩を組んだ鳥飼を、引きずるように別のテーブルに連れていってしまった。

「あらら……」

　ゆずが苦笑しながらそれを見送り、早穂子に申し訳なさそうに手を合わせる。

「彼も相当飲まされてるからなぁ……ちょっと見張ってるわ」

「うん、私のことは気にしないで。あとで一緒に写真撮ってね」

「もちろん！」

　ゆずはぐっと親指を立ち上げる。

　パーティーは始まったばかりだ。話すチャンスはいくらでもあるだろう。早穂子は笑ってゆずを見送った。

（さて……）

　気を取り直し、ぐるっとガーデンを見渡す。

　美しいグリーンが生い茂る庭には上座も下座もなく、大きな円卓がいくつも並べられていて、それぞれに食事を楽しんだり、おしゃべりに花を咲かせている。

　とりあえず新しい飲み物をもらってテーブルに戻ろうかと思ったところで、

「きみ、蓮杖さんだよね」

　と、背後から声をかけられた。

「はい？」

　振り返ると、そこにはかなり背の高い美男子が立っていた。

　上等なドレススーツを身にまとっていて、まるで絵画から抜け出してきたかのような、涼やかで凛り々りしい、雰囲気のある男性だ。

　自分にこんな美男子の知り合いがいただろうかと少し悩んだあと、ハッとした。

「えっ、槇さん!?」

「そうだよ。久しぶり」

　青年はにっこりと微笑む。

　そう、なんと早穂子に声をかけてきたのは、カノーロの御曹司である槇白臣だった。

「えっ、どっ、どうしてここに？」

「俺も招待客だからね」

　激しく動揺してしまった早穂子に、白臣がさわやかに答える。

「あ……そっか……そうですよね……」

　鶴田はカノーロの社員で、白臣は専務だ。彼がここにいておかしなことはまったくない。一瞬、バッカスの会でのことを思い出して、胸がざわついてしまった。

（始さんと……一緒にいるのかと思った）

　そんなはずがあるわけないのに、いまだにあちこちに始の影を追い求めてしまう自分が、我ながらちょっと重苦しい。

（でも……まぁ、いいわ。私は重いタイプの人間なんだから。他人に迷惑さえかけなければ心の中でなにを思っていても自由よ……たぶん……）

　ここで彼に会ったのもなにかの縁だろう。心の中で言い訳をしながら早穂子は白臣に思い切って尋ねる。

「あの、始さんはお元気ですか？」

　早穂子が会社で耳にするのは、あくまでも彼の仕事上のことで、プライベートなことは一切知らない。職場の誰もが知りたがっている雰囲気はあるが、そういった情報がまったく入ってこないのだ。

（でも、本当に仲のいい槇さんなら……なにか知ってるかも）

　早穂子は期待に満ちた目で、白臣を見上げる。

　だが彼の返事は意外なものだった。

「たぶん元気なんじゃないかな」

「たぶん？」

　曖昧な返事に軽く首をかしげると、白臣は早穂子の反応をどこか楽しげに見つめ、やんわりと目を細めた。

「実はね、誰が会おうって言っても、なんだかんだ理由をつけて会ってくれないんだ。俺も向こうに行ったとき連絡したけど、あっさり断られたくらいで」

「断られた？　始さんにですか？」

　聞き間違いだろうか。人付き合いの権ごん化げのような男が、他人とのコミュニケーションの機会をわざと避けているなんてことが、あるんだろうか。

「えっ……その、どこか具合でも悪いんでしょうか……心配をかけないようにしているんじゃ……？」

　始と別れてからずっと、早穂子は彼の幸せだけを祈ってきた。もしかして遠い異国の地で大変な目にあっているのではないかと思うと、途端に不安な気持ちがこみあげてくる。

　胸の奥が急にバクバクし始めて、早穂子は思わず手のひらを胸に当て、唇をかみしめてしまっていた。

「いやいや、そういうんじゃないよ」

　白臣はそんな早穂子を安心させるように、首を振る。

「面と向かって話してないし、なにを言っても憶測になる。だから俺が彼の現状を代弁するのはちょっと違うと思う。でもまぁ……俺は山邑始という男をますます好きになったかな。たぶん彼は、遠回りでも正解を選んだんだよ」

「槇さん……」

　相変わらず槇白臣という男はよくわからない。だが彼は始のもっとも近しい友人のひとりだ。早穂子を戸惑わせたり困らせたりするつもりはないはずだ。

「槇さんがそう言うのなら……始さんは大丈夫だって、信じます」

　早穂子がそう言って笑うと、

「きみはかわいいな」

　白臣が甘い光を湛えて切れ長の目を細めるものだから、ドキッとした。

「えっ？」

「かわいい。今でも始さんのことが好きなんだね」

　上品に微笑む白臣に、早穂子の心臓は違った意味で跳ね上がった。

「やややや、ちょっと待ってください、そうやって軽いノリでからかうのやめてくださいっ……」

　絵に描いたような、正統派な美男子である白臣にそういうことを言われると、心臓に悪い。息が止まってしまう。

（危険、危険すぎる……！）

　慌ててちょっぴり後ずさると、白臣が「からかったつもりはないんだけど」と肩をすくめる。

　本気ならなおのこと困る。

（きっとこの調子で、その気もないのに女の子を本気にさせてそう……）

　貴公子然とした男だが、存外危険な男なのかもしれない。

　さすが始の友人をやっているだけあると思いながら、早穂子はその場を笑ってごまかしてしまった。

「じゃあ、蓮杖さん。またそのうちバッカスの会でね」

「はい。またいつか」

　もう自分はバッカスの会に参加することはないと思うが、いまだにメンバー扱いしてくれる白臣の厚意は、純粋に嬉しかった。

　早穂子はうなずいて、軽く手を振って立ち去る白臣の背中を見送ったのだった。




　そんなこんなで、想像もしていなかった再会もあったが、披露宴は和やかにお開きになった。友人が多い新郎新婦らしく、カフェで行われた二次会も大変盛り上がり、さらに残った二十人ほどで三次会のバーへと向かうことになった。

「蓮杖さん、大丈夫？」

「大丈夫だよ」

　カウンターで、何杯目かのグラスを空けた早穂子に、心配した様子で鳥飼が声をかける。

「せっかくのハレの日ですから、このくらい」

「まぁ、そうだけど。ほどほどにな」

　鳥飼が軽く肩をすくめる。

「はーい。気を付けます」

　鳥飼の助言に真面目ぶってうなずきつつ、

「すみませーん、モスコミュールもう一杯ください」

　カウンターにもたれ、早穂子はバーテンダーにお代わりを要求した。

　いくら飲んだってそれほど酔わない。酔いたければ酔うが今はそういう気分ではないのだ。

（ゆずが大好きな鶴田さんと結婚したんだもん。ここ最近で一番楽しい気分だわ）

　そうやって、楽しく早穂子がカウンターで飲んでいると、入れ代わり立ち代わり、男子がやってきて話しかけてくる。ひとりだから寂しそうだと思われてしまうのだろうか。鶴田の知人、友人、先輩後輩だという彼らは、早穂子と軽く話をしたのち、さりげなさを装って連絡先を聞いてくる。

「ごめんなさい」軽く首を振ると、皆少しだけ笑って、そのまま立ち去っていく。その繰り返した。

　途中やってきたゆずに「サホコは無理筋だよって言ったんだけどね。ごめんね」と謝られて、苦笑してしまった。

「なに、無理筋って」

「サホコ、雰囲気あって色っぽいから」

「そんなことないよ」

　勝手によく思われるのはどうも恥ずかしくて、赤面してしまう。

「だから彼氏がいないって聞いたら、もしかしたらいけるかも？って勘違いして、チャレンジしてるみたいなんだよね～」

　ゆずがカウンターの隣の席に座って、オレンジジュースを飲み始める。

「でも、鳥飼さんで無理なら、そんじょそこらの男なんて、どう考えても無理だもん」

　ゆずは軽く肩をすくめる。

　自分たちはきちんと友人関係を保っていて、お互いまったくそんなつもりがないのは、ゆずの目から見ても明らかなはずだ。

「もうそういうことはないって言ったでしょ？」

「うん……わかってる。でも、彼と付き合ったらこれからも四人で遊べると思って……ふたりの気持ち無視してごめん」

　しょぼんと肩を落とすゆずに、早穂子は笑って体をぶつける。

「私たちを無理してくっつけなくても、これからも友達でしょ。結婚しても、仲良くしてよね」

「さっ、サホコ～！」

　早穂子の言葉にゆずは一気に涙目になると、「だいすきだよー！」と早穂子に抱きついてきた。

「ふふっ、ありがとう」

　そうやってゆずを抱き留めて笑い合っていると、視界の端に、ゆずの学生時代の友人がブーケを持っているのが見えた。大きな白いブーケはずっしりと重そうだが、彼女はとても大事そうにそれを抱えている。

　数人の女の子の輪の中で、「次は私の番かも！」と盛り上がっていた。

（結婚、かぁ……）

　気が付けば早穂子も二十九歳になっていて、学生時代の友人たちは三十歳を目前にしてバタバタと結婚の準備を進めている。早穂子もつい先日妹が結婚して、家族から『付き合っている人はいないのか』とせっつかれたばかりだ。

　当然、『付き合っている人もいないし、誰かと結婚したいとも思わないから、紹介とかもいらない』と答えて家族を残念がらせたのだが、早穂子は満足していた。

　以前の自分なら、ただ不機嫌になって家族を避けるか、距離をとっていた。

　どうしてわかってくれないんだろうと、自分の気持ちも告げずに、鬱々と悩んでいただろう。

　だが今は違う。

　嫌なものは嫌だとはっきり言えるようになったし、なにがあっても自分で選んだことだからと現実を受け止められるようになった。

（こうやって、人は少しずつ大人になるのかな）

　だとしたら地道に年を重ねるのも悪くない。

　自分のことを少しずつ好きになれている気がした。




　三次会が終わり、女子はお開きということになった。なんと男子たちはまだこのあとも飲むらしい。

　バーの前で、ネクタイを外して少しラフになった鳥飼が早穂子に近づいてきた。

「家まで送るよ」

「タクシーに乗るから大丈夫よ。鳥飼さんは新郎の面倒をみないと」

「ええ……やだな……」

　あからさまに嫌そうな顔をしたので、笑ってしまった。

　鳥飼はくしゃくしゃと髪をかき混ぜたあと、仕方ないなとため息をつく。

「じゃあタクシー拾うところまで送る。土曜の夜だ。酔っ払いも多いし」

「ありがとう」

　相変わらず鳥飼は紳士だ。早穂子は鳥飼と並んで大通りへ向かった。

　タクシーに乗り込む寸前に、鳥飼がちょっと優しく笑う。

「実はさ、転勤先で彼女ができそうで」

「えっ！」

　まったくそんなことを言ってなかったので、早穂子は目をまん丸にしてしまった。

「鶴田にも言ってないよ。うるさいし。だけど蓮杖さんは同志だから」

　少し照れたように笑う鳥飼の表情は新鮮で、こっちまで嬉しくなってくる。

「そっかぁ……うん、おめでとう。がんばってね！」

　早穂子はニコニコしながらガッツポーズをとり、タクシーに乗り込む。

「またね、元気で！」

　乗り込んだタクシーの窓から鳥飼に大きく手を振り、シートに背中を預けて動きだした窓から車外を眺める。

（そっかぁ……彼女かぁ……）

　鳥飼の近況を聞いて、早穂子の胸はほんわかと明かりが灯ったように温かくなった。

　少し距離を置いていた兄夫婦との関係も、きっと少しずつ好転していくだろう。

（みんな、少しずつだけど変わっていってる……）

　そう実感できて嬉しかった。

「お客さん、結婚式だったんですか？」

　運転手が問いかける。

「ええ。いい式でしたよ」

　早穂子の足元には、引き出物の紙袋がある。運転手と他愛もない会話をしているうちにタクシーはマンションの近所に到着した。

（ドレスは、明日クリーニングに持っていこう……明日、絶対に行くぞ……）

　こういったことは、来週でもいいかと思うと、ずるずると引き延ばされてしまうものだ。

　そんな風に、あれやこれやと考えごとをしていたのが悪かったのかもしれない。支払いを済ませて車を降りようとしたところで、いきなり段差につまずいてしまった。

「きゃっ……！」

　酔っていないと思っていたが、どうやら足にきていたらしい。持っていた引き出物や、パーティーバッグがあたりに散らばってしまった。

「お客さん、大丈夫ですか？」

　運転手が運転席から驚いて振り返る。

「だっ、大丈夫ですっ……行ってください」

　早穂子は慌てて、降りてこようとする運転手に首を振った。

　運転手は一瞬迷ったようだが、「気を付けてくださいね」と言い、そのままタクシーは走りだしていった。

「はぁ……失敗失敗……」

　早穂子はため息をついて、とりあえずバッグの中身を拾い集める。

「財布、小物入れ……あれ……スマホがない……」

　どこかに滑っていってしまったのだろうか。

　あたりをきょろきょろ見回していると、大きな手が、早穂子のスマホを拾って差し出してくれた。

「ありがとうございます」

　親切な人が拾ってくれたのだと、顔を上げようとした瞬間。

「――早穂子」

　すぐ近くから、少し緊張したような、強張った男性の声がした。

（ああ……そんなわけない、こんなのありえない。夢だ）

〝彼〟は今、ギリシャにいて日本にいるはずもないし、早穂子の名前をここで呼んだりしない。

　だが、早穂子の視線の先に、〝彼〟がよく好んで履いていた、シックで上品なメーカーのスニーカーが飛び込んできて――。

　ひくひくと唇がわななき、声にならない声が吐息として漏れた。

「そんな……」

　名前を呼ばれた早穂子は、そのまま声のしたほうに目線を上げる。

「……久しぶり」

　少し、まぶしそうに目を細めて笑う男は、確かに〝山邑始〟だった。

　ギリシャの気候のせいだろうか。肌は少し日に焼けて、髪は以前よりもだいぶ短くなってさっぱりしていたけれど、どこからどう見ても山邑始、その人だ。

　目の前の始は、笑うのに失敗して、どうしていいかわからないというような、なんとも言えない不思議な表情をしている。

（始さん……本物……いや待って、落ち着いて。始さんがここにいるわけないし……え？　酔いすぎた？）

　どうしても信じられない。思考が追いついてこない。

　言葉も出ないので、目の前の彼を見つめることしかできない。

　彼は着慣れた感じのカットソーに、薄手のジャケット、デニムという相変わらずきれいめのカジュアルで、趣味は変わってないようだが、これは夢ではないのだろうか。

　何度もまばたきをする早穂子に、始は少し困ったように笑って、

「驚かすつもりはなかったんだけど……」

　地面に散らばったものを拾い上げると、それから最後に拾った鍵を、「これで全部かな？」と、差し出してきた。

「たぶん……」

　早穂子はぼうっとしながら、鍵を受け取る。

　その一瞬、彼の指先が手のひらに触れて、全身にびりっと電流が流れる。

　こんな風に早穂子を痺れさせる男など、この世にふたりといるはずがない。

　どうやらこれは夢ではないらしいと、ようやく気が付いた。

（じゃあ、なんで？）

　早穂子は何度も瞬きをしながら、始を見上げる。

「とりあえず……立てる？」

「あ……はい」

　確かに、いつまでもここに座っているわけにはいかない。

（なんだか、まだ信じられないけど……）

　彼の手のひらに手を伸ばすと、重ねられる前にぐいっと手首をつかまれる。気が付けば早穂子の体はあっという間に始の腕の中に、引き寄せられていた。

「ただいま」

　強く抱きしめられているわけじゃない。けれど背中には、確かに始の手のひらの熱を感じる。

「……お……おかえりなさい……？」

「なんで疑問形なの」

　クスッと始の笑い声が耳元で響いた。

「全然、思考がついていかなくて……」

　彼と別れたあと、再会する夢は数えきれないほど見た。

　それを望む、望まないは別にして、夢の中の始はいつも早穂子の手の届かないところにいて、早穂子は遠くで笑っている彼を、切ない思いで見つめるだけだった。

（なのに、彼はここにいる……本当に？）

　始はちらりと、マンションの隣の深夜営業をしているカフェに視線を向ける。

「ついさっきまで、そこにいたんだ」

「そうだったんですね。たまたま……私の引っ越し先の近くでお茶を……」

　早穂子は始がギリシャに旅立つ前に、引っ越しを済ませていた。

　ちょうどマンションの更新の時期がきたこともあり、一念発起して住む場所を変えたのだ。

（あの部屋は、始さんとの思い出がありすぎたから……）

　付き合っていた期間はそれほど長くなかったはずなのに、なにを見ても始を思い出して、ふとした瞬間にポロポロと泣いてしまう自分が、つらかったというのもある。

　始のことをゆっくり思い出にするにしても、場所を変えて落ち着きたかった。

「いや……たまたまって……そんなわけないでしょ」

　始は首の後ろをがしゃがしゃとかき回したあと、早穂子をまっすぐに見下ろす。

「あそこでお茶を飲みながら、きみが帰ってくるのを待ってたんだ。四時間くらい」

「はい？」

「本当は、二次会でも三次会でも、突撃して行きたかったけど。さすがに呼ばれてもいないのに、顔出すのはまずいだろうと思って。社内の見知った顔もあるし、きみを困らせたくなかった」

「あの……始さん？」

　始がなにを言っているのかわからない。早穂子が眉をひそめて怪訝そうな顔をしたのを見て、始は「えっと……」と言葉を濁したあと、

「きみに会うために帰国したんだ」

　と、少し早口でささやいた。

「え？」

「いやー……まいったよね。帰るときは普通に連絡しようって思ってたんだけど」

「――」

「でも二年半って、長いだろ。今さらかなと思うと、できなくて……」

　始の表情が、くるくる変わる。

　口調はとても〝軽い〟のに、へらっと笑ったあと、しゅんと眉が下がって、なぜか大型犬とイメージが重なる。

　始はこんなに表情豊かだったろうか。そんなことを考えながら、

「じゃあ、どうしてここに？」

　早穂子は背の高い始をじっと見上げた。

「……コンプライアンスに抵触する方法で」

　始がくしゃくしゃと頭の後ろを指でかき混ぜながら、ふにゃっと笑う。

（コンプライアンス……）

　聞き覚えのある返事に、少しだけ考えて。

「また!?」

　と、思わず大きな声が出た。

　彼との初めての夜、一夜の出来事だと割り切ろうと早穂子は身を引いたというのに、始は社内データを調べて早穂子の自宅に押しかけてきたのだ。

（あのときも、同じことを言って……）

　彼と出会ってからのふたりの思い出が、走馬灯のように駆け巡る。

　余裕ぶって笑って抱き合った懇親会の夜。

　それから彼と過ごした甘い時間。

『人生とは、今、この時間を楽しむものだよ』

　どこか諦めたような寂しそうな顔をしていて、弱い自分を隠して他人のことばかり考えていた。

　他人を愛したことがない、愛せないと苦しんでいた人。

　自分が重荷になるくらいならと、考え抜いて、決断して離れたのだ。

　自分を大事にしてほしかったから……。

　そんな彼が、自分に会いに来たと言う。

　鼻の奥が、つん、と痛くなった。

「なっ……なんなのっ……」

　早穂子の声が震えた。

「なんでっ……」

　会えて嬉しいとか、そんな単純な感情だけじゃない。

「ごめん。でも、きみに会いたかった。すごく、すごく……会いたかった」

　夢で何度も聞いた始の声が、すぐ近くで聞こえる。

　会いたかったと言われて胸がぎゅっと苦しくなった。

　会いたいだなんて――そんなの早穂子だってずっと思っていた。

　ずっと、ずっとだ。

「私だって、ずっと、会いたかったっ……！」

　我慢していた涙が堰せきを切って溢れ出すと、もう止められない。

「ばかっ……！　ばかっ！　今まで、私がどんな気持ちでっ……！」

　早穂子は腕を振り上げて、始の胸を手のひらで叩いていた。

　だが始は、こうなることがわかっていたと言わんばかりに、どこか耐え忍ぶような顔で唇を引き結んでいる。

「――ごめん」

「あっ……謝ったって、そんなの、知りませんっ……！」

「うん。でも、ごめんね……」

　始は何度も胸を打ちつける早穂子に好きにさせながら、切なそうに目を細めて、早穂子を見下ろす。

「ばかっ、ばかっ……うっ……うええんっ……」

　一度堰を切った涙はもう止まらない。

　背中を丸め、子供のように泣きだした早穂子の体を、始は無言で抱きしめたのだった。




　それからとりあえず、早穂子は自分の部屋へ始を招いた。本当は目の前のカフェに入ればよかったのだが、子どものようにしゃくりあげるレベルで泣いていたので、ほかに思いつかなかった。

「部屋に入れたからって、かっ……勘違い、しないで、くださいねっ……」

　早穂子はハンカチで涙を拭きながら始をにらみつける。

「うん……しない」

　始はどこか緊張したようにこくりとうなずいて、部屋の真ん中に突っ立ったまま、あたりを見回していた。

（もう、なるようになれだ……！）

　早穂子は始をそのままにして洗面台で顔を洗う。

　当然メイクはひどいことになってしまったので、いっそ落としてしまおうと、コットンで肌をぬぐいながら、ぼうっと鏡の中の自分を見つめる。

（はぁぁ……部屋に上げたから勘違いしないで、なんて……我ながらかわいくないことを言ってしまった……！）

　この二年半、ひとときも彼を忘れたことはなかったのに、いきなりすぎて感情がバグを起こしている気分だ。

（いや、そもそも始さん、会いたかったとは言ってくれたけど、それがどういう意味かはわからないし！）

　早穂子はじゃぶじゃぶと顔を洗い、バスルームに置いていた部屋着代わりのコットン素材のワンピースに着替えて、冷蔵庫からミネラルウォーターを出しコップに注ぐ。

「始さん、なにか飲みますか？」

「いや、いいよ。ちゃぷちゃぷだから」

「四時間もカフェにいたんですもんね」

　早穂子がからかうと、始がクスッとおどけたように笑って、引きしまったウエストのあたりを手のひらでぽんと叩く。

　前の部屋から持ってきたダイニングテーブルに向かい合って座った。

　始はなにも言わず、けれど少し懐かしそうにテーブルを手のひらで撫でたあと、顔を上げる。

「二年半前、ギリシャに行く予定だった取締役が、家庭の事情で海外赴任が難しくなってね。優秀な彼を失うわけにはいかないから、という理由で、俺が代わりに行くことにした。もちろん山邑リゾートの副社長としての判断だけど、きみと離れて自分を立て直すのにちょうどいいとも思ったんだ」

　始がゆっくりと話し始める。いろいろ聞きたいことはあるが、まずは始の話を聞くべきだ。早穂子はこくりとうなずき始の言葉に耳を傾ける。

「ギリシャはいい国だったよ。人も、環境も、俺によく合っていた。だから日々仕事に没頭して、同時にきみに言われたことを考えながら……ひとりになって、俺はどういう人間なんだろうって、ずっと考えてた」

「わかり……ましたか？」

　少し緊張しながら、早穂子は尋ねる。

「ああ。わかったよ。本当の俺は、めちゃくちゃ弱い、心底甘い、無神経なおぼっちゃんだったんだって」

　始は自じ嘲ちょうするように言って、テーブルの上で祈るように指を絡ませた。

「そんな……」

　自分が望んだのは、そんなことじゃない。

　始に自分を大事にしてもらいたい一心で、離れたのだ。

　人のことばかり考えず、始に笑って生きていてほしかった。後悔させたり自分を否定させるために別れたわけではない。

　早穂子は唇をわななかせて、声を絞り出した。

「始さん、自分のことそんな風に言わないで……」

　だが次の瞬間、始は眉に力を込めて首を振った。

「だけど、それが俺なんだよ！」

　始が吐き捨てるように言い放つ。

　見たことのない剣幕に、早穂子の唇から次の言葉が引っ込んでしまった。

　始はまっすぐに早穂子を見つめる。

　夜空に燃える星のように、信じられないほど熱い眼差しだった。

「きみに出会うまで、俺は軽薄でノリが軽くて、女好きで、よく口が回って、一緒にいる人を気持ちよくできる、そういう男だった。他人に執着せず、みんなを平等に大切にして、来る者拒まず、去る者追わず。これからも変わらないと思っていた。だから、きみと過ごした日々に戻れなくても、あのふたりの時間がなくなったわけじゃない。いつかいい思い出にできるって、そう思っていたのに……忘れられない！　いつまでも、いつまでも、きみのことが忘れられないんだ！」

　始の慟どう哭こくに似た叫びが、１ＤＫの部屋に響く。

「きみのちょっとしたおしゃべりとか、笑い声とか、泣きそうな顔とか……。どこにいても頭の中で繰り返し宝物みたいに眺めてさぁ……。ああもう俺はだめだって思ったときは、絶対にきみのことを思い出して、会いたくて、苦しくて死にそうになってたよ……」

　声を震わせながら、始はじっと、まっすぐに早穂子を見つめる。

「こんなの〝みんなのハジメちゃん〟らしくないでしょ。ああ、俺はもう、きみが好きになってくれた俺じゃないんだって、情けなくなったよ……。でも……でも、もうどうしようもないんだ！」

　そして始は、ガタンと音を立てて勢いよく立ち上がった。

「だからもう一度言う！　これが俺なんだ！　それでも俺を捨てないで！　離れないで！　いつまでも困った男だなって、そばで笑っていて！　きみとずっと一緒にいたいんだ！」

　それは始からの熱烈な〝告白〟だった。

　だめで弱い自分を、過去の始なら絶対に見せなかった心をすべて、早穂子にさらけ出した、捨て身の告白だった。

「――」

　早穂子は言葉を出せないまま、立ち上がった始の顔を見上げる。

　始は「はぁっ……」と深くため息をついて、手の甲を口元に当てて目を伏せる。

「あー……くそ……なんだこれ最悪だ！　考えてたもうちょっとマシなセリフ、全部飛んじゃってるし！」

　顔が真っ赤だ。耳や首まで赤い。

　だが始は、笑っていた。

　今までのごまかすような笑顔ではなく、少しすっきりしたような笑みを浮かべていた。

　そして甘い紅茶色の目で、早穂子を優しく見つめる。

「こんな俺に、引いた？」

　その優しい声色に、早穂子の感情はぐちゃぐちゃにかき回されて――。

　ああ、好きだと、思った。

　二年半経った今も、過去にはならない。強く彼を愛しているのだと、思い知らされてしまった。

　だったら自分のやるべきことは、たったひとつしかない。

「もうっ……」

　早穂子は唇をわななかせて椅子から立ち上がると、そのまま始の胸に、正面から飛び込んでいた。

「引くわけないでしょう……ばかっ……！」

　背中に、始の腕がおそるおそる回る。

　だから早穂子は始の背中に回した腕に、さらにぎゅうっと力を込めた。

　彼とは今まで何度も抱き合った。

　だけど今日が一番幸せで、幸せで、胸が痛くて締めつけられる。

　心が通じ合っていると実感できる、幸せな痛みだった。

「……でも、なぜ今日だったんですか？」

　早穂子は始に抱きついたまま問いかける。

　なにか大事な仕事があって帰国したのだろうか？

　何気なく問いかけると、

「夏川さんの結婚式のことは聞いてたから。きみも当然参加するだろうと思って」

「はい……」

　当然だ。早穂子はこくりとうなずく。

「参加したら、二次会とかあるだろ？　出会いの宝庫だよね」

「え？」

　始がなにを言っているかよくわからない。ぽかんとしていると、始はひとりでぺらぺらと言葉を続ける。

「きみが誰とも付き合っていないのは当然こっそり調べて知ってたけど、結婚式なんて行くと、同年代の男がわんさかいるだろう。こりゃまずいと思って」

「あの、始さん」

　なんだか聞き捨てならない単語が聞こえた気がする。

「だから慌てて帰国の準備を」

「始さん！　ちょっと待ってください。それ、本気で言ってます？」

　正直、彼がそんなくだらない理由で帰国したとはとても思えない。

　早穂子は顔を上げて始を見上げた。

「本気だよ。まぁ、そういうきっかけでもないと、帰る日を決める勇気が出なかった……ってことなんだけど」

　ちょっとふてくされたような、恥ずかしさをごまかすような始の表情がなんだかかわいい。

「ずっと、日本にいるんですか？」

「いるよ。ずっとね」

　始がやんわりと微笑む。

「そうですか……」

　彼が決意するきっかけになれたこと、よかったような、手放しでそうも言えないような不思議な感覚だが、それで始が帰ってきてくれたのなら、結果オーライなのかもしれない。

「早穂子」

　始が早穂子の頬に手をのせて、額にかかる髪をそっとかき分ける。そして目の縁にうっすらと残る涙を指先でぬぐった。

「こんな俺だけど……きみを愛してる。だから俺と結婚を前提に……恋してもらえませんか？」

「え……」

　愛してるから、結婚を前提に恋愛をしようという。

　目を何度もしばたたかせながら、早穂子は口をぽかんとさせる。

　一般的には順番がめちゃくちゃな気がしたが、だが始の言いたいところはわかっていた。

　もちろん早穂子だって同じ気持ちだ。

「わ……私も始さんと、恋が……したいです！」

　建前や条件を言い訳にして、本音を押し殺さなくていいように。

　ごく普通の、どこにでもいる男と女として、恋をしたり、ケンカをしたりしてみたかった。

　それがささやかで、つつましやかで、でも絶対にかなえることができないと思っていた、早穂子の願いだったのだ。

　早穂子の返事を聞いて、始の目がとろけるように甘くなる。

「じゃあ、今度デートしようか」

「デート……？」

「普通のデートだよ。どこかで待ち合わせて……手を繋いで歩いて……海とか行ってさ。えっと、ビーチで、ひとつのグラスにストロー二本差して飲むんだよね？」

　始がちょっと照れたように、へへへと笑うので、早穂子も笑ってしまった。

「お言葉ですが、普通のデートで、そんな人見たことないですね……」

「えっ、うっそマジで？　山邑リゾートではわりと定番で、めちゃくちゃオーダーも入る人気商品なんだけど」

「それはリゾートっていう特別な空間だからじゃないですか？　その……始さん、他人を特別に喜ばせることばかり考えて、普通のデート、されたことないのでは……」

「あーなるほど。それはそう言われると、そうかも」

　もしやというつもりで尋ねたが、なんとなく始は心当たりがあるらしい。

　始はふんふんとうなずきながらも、柔らかく目を細めて早穂子を見下ろす。

「じゃあデートの内容は要検討として。返事は？　聞かせてくれないの？」

　始の声が、少しだけかすれる。紅茶色の目に彼の情が折り重なって、深みが増す。期待に満ちた始の目がキラキラと輝き始める。

（これ以上、意地悪するのはやめとこう……）

　早穂子はにっこりと笑って、うなずいた。

　そしてゆっくりと、指先を自分から始の手に絡める。

「まず、キスしてください。返事はそれからです」

「――了解」

　始はクスッと笑って、早穂子から繋いだ手をぎゅっと握り返す。

　早穂子が目を閉じる前に、ゆっくりと始の影が早穂子を包み込んでいった。




　それから三週間後、始は正式に日本に帰国して、早穂子と彼はごく普通の恋人同士になった。

（いや、これ普通……なのかな？）

　早穂子は狭いベッドの中で、べったりとくっついてくる始の重みをなんとか受け止めながら、彼を見つめる。

「始さん……そろそろ起きないと」

　ちらりと枕元の時計を見ると、朝の八時半だ。カーテンの隙間から差し込む朝日がまぶしいなと思いつつ、始の肩を揺さぶる。

「ん……うん……」

　始は早穂子を抱きしめたまま、うなり声をあげつつも、目を開ける様子はない。

　彼は現在ホテル暮らしで、週末には必ず早穂子の部屋にやってくる。そして早穂子の作る素朴な食事をおいしいおいしいと言って食べたあとは、一緒にお風呂に入り、セミシングルのベッドで眠るのだ。

　早穂子ひとりならベッドの広さは十分だが、長身の始と一緒だとさすがに狭い。

　ハードワーク気味な始の疲れが取れないのではと心配したが、始は『ぴったりくっつけるからこれでいい』と、さして気にしていないようだった。

「始さん……」

「うん……そうだね……起きて今日は買い物に行かなきゃ」

　始はすりすりと早穂子の胸元に頬を押しつけて「あれ……裸じゃない」とようやくまぶたを持ち上げる。目がしょぼしょぼしていて、ちょっと寝ぐせがついていて、かわいい。

「クーラー入れてるから、少し寒くって」

　早穂子は始の髪に指を入れて、ゆっくりとすきながら答える。

「ああ……俺が暑がりだからなぁ。ごめんね」

　そういう始は素っ裸だ。彫刻のように美しい体を、のびのびと伸ばしながら上半身を起こし、早穂子の頬を両手で包み込んで軽くキスをした。

「おはよう、俺の子猫ちゃん」

「うう……こっ、子猫ちゃんって……」

　アラサーで子猫ちゃん呼ばわりは正直きつい。

「だって本当のことだし。きみは俺の子猫で、天使で、女神だよ」

　むずがゆいが、貴公子然とした始が言うと、まったく違和感がない。むしろ言われるのが自分でいいのかと、申し訳なくなってくる一方だ。

「好きだよ」

　始は紅茶色の瞳を甘く輝かせながら微笑む。

　目覚めからこの調子かと思うが、始はなんと一日中ずっとこのていで、早穂子に甘い言葉をささやき、大好きだという言葉を惜しまず、スキンシップもたっぷりという、溺愛ぶりだ。

　恋愛を人生の彩りとして楽しんでいたときよりも、ずっと甘い。もしかしたらギリシャ流なのだろうか。再会してからずっとこの調子だが、いつまで経っても慣れそうにない。

「もう……朝からあんまりそういうこと言わないでください」

「え、どうして？　面と向かって好きだって言えるのは、恋人の特権でしょ？」

　始は早穂子の唇を親指で撫でたあと、瞳に熱を湛えながら、頬を傾け唇を押しつける。

「んっ……」

　早穂子が唇を受け入れると同時に、仰向けにベッドに押し倒される。

「はっ、はじめ、さっ……」

　始の大きな手が、するりと早穂子のＴシャツの中に滑り込む。

　慌てて押し返そうとしたが、始の手がそれをやんわりと押しとどめた。

「ブラつけてないね」

　指先が、いたずらっぽく早穂子の胸の先を撫でる。

「だ、だって……」

　昨晩寝落ちする寸前、なんとか脱ぎ捨てた部屋着代わりのＴシャツを着ただけだ。始は早穂子のシャツをたくし上げて、唇を寄せた。

「ね。朝ごはん俺が作るから。冷たくなったきみの体を、温めさせて……」

「あっ」

　始の熱に、早穂子はあっという間にのまれてしまった。




　それから浮かされたようにひとつになり、枕元の壁に手をついた始が、背後から早穂子を深く貫きながらしみじみと、言葉をこぼす。

「ほら……早穂子、リラクゼーションルームで、俺に『睡眠は大事ですから』って言ってくれたじゃん……。あのときから、ちょっとおもしろい子だなって……。懇親会の前から、俺はきみのこと……そういう目で、見てたんだ……。この子、いいなって、気になってたんだ……だから、社内の人間だってリスクを冒してまで、きみに言い寄って……。なんだかんだ理由をつけて、きみを手放せなかった……」

　始はなんと、あのときのことを覚えていてくれたらしい。

　早穂子はなんとも嬉しくなったが、始はもう一方の手で優しく早穂子の背中を撫で、腰を持ち上げながら早穂子の耳元に唇を寄せる。

「腰落としちゃ、だめだよ。ちゃんと上げて……」

　早穂子は快感に体を震わせながら、枕を抱きかかえたままうなずく。

「ね、早穂子……俺がこんな面倒な人間だったって、なかなか気づけなくて、ごめん……。でも、これからは全部、惜しみなく、きみに俺の気持ちを注ぐからね」

「始さ……んっ……」

　始が緩やかに早穂子を追い詰めていく。

　ふたりの甘やかな吐息が絡み合い、確かに早穂子の体は熱くなったのだけれど――。

（すぐには出かけられなそう……）

　早穂子は始から与えられる熱に、とろけるように溺れていくのだった。




　結局、朝食はブランチへと変わってしまったが、始が作ってくれたフレンチトーストは絶品だった。

「ごちそうさまでした。とってもおいしかったです」

　一緒にたっぷりのカフェオレを飲めば、予定通りに起きられなかった早穂子の機嫌も元通りである。そういうことが始にはわかっているのだろう。「よかった」と笑って、食器を片付ける。

「始さん、食器は私が洗いますから」

「いいんだよ。早穂子はお出かけの準備してて。俺はシャワー浴びたらすぐに出られるから」

　始はパチンとウインクをして、手際よく食器を洗い始める。適当な鼻歌まで出てきて、実に楽しそうだ。

　そんな始を見ると早穂子も嬉しくなる。好きな人の機嫌のいい姿というのはなんとも幸せな光景だ。

「ありがとうございます」

　早穂子はお言葉に甘えて、先にシャワーを浴びる。

　手早く身支度を整えたところで、麻の半袖シャツとデニムに着替えた始が、ソファーに座って待ち構えていた。長い足を組んで早穂子を見上げて、

「ワンピースかわいいね。早穂子によく似合ってる」

　と微笑む。

　腰を引き寄せられた早穂子は、

「髪、少し濡れてないですか？」

　と、始の髪に指を入れた。シャワーを浴びたあと、きちんと最後まで乾かしていないらしい。

「外歩いてたらすぐに乾くよ」

　以前より短くなった髪は、甘めな雰囲気だった始を精せい悍かんでたくましい男に見せてくれる。今後、彼がどんな姿になっても早穂子は始を好きでいる自信があるが、これも惚れた弱みなのかもしれない。

「じゃあ、行ける？」

　始はくるくると車の鍵を手の中で回しながら、問いかける。

「はいっ」

　早穂子は立ち上がった始の手を取り、しっかりとうなずいた。




　向かった先は、日に本ほん橋ばしにある南なん天てん百貨店本店のリビングフロアだった。

　フロア内はかなりの人出で、始はしっかりと早穂子の手を握っている。

（なんだか恥ずかしいな……）

　そう思うが、彼の大きな手に包まれていると早穂子はとても安心できる。ずっとこうしていられたらと本気で思う。

「家具はもうまとめて頼んじゃってるからな。あとは生活雑貨品とか、細々としたものだけなんだ」

　始は食器売り場の、何気なく目についたガラスの器を手に取って、隣の早穂子を見下ろす。

「やっぱりきみの意見を聞きたいな」

「はい……責任重大ですが……」

「大げさだよ。全部好みで選んでいいんだ」

　始はつい数日前ようやく日本での引っ越し先を決めた。麻あざ布ぶにある低層の高級マンションで、五階建ての最上階だ。

「好みでいいって……そう言われても基本的には始さんが使うものですから」

　始は簡単に言うが、センスの塊みたいな始の部屋に置くものだ。彼にふさわしいものを選びたい。

　意気込む早穂子に、始が唇を少しだけ尖らせながら拗ねたようにささやく。

「俺は一緒に住んでもいいんだけどな～。そのために広い部屋借りたんだし」

「でも私、まだ山邑リゾートで働いていたいので」

　さすがに自社の副社長と同棲する勇気は、早穂子にはない。ゆずにはこっそり話しているがそれだけだ。そこはきっちり分けておきたかった。

「だよねぇ……はぁ。真面目だなぁ、きみは」

　始はうんうんとうなずいて、

「まぁ通い愛っていうのも、風流だよね。きみの部屋の小さなベッドも使い方によっては趣があるよ」

　始は意味深にくっきりした二重の目を細めて、早穂子の耳元にささやく。

「何度も壁に頭をぶつけて、俺も学んだし？」

　彼の言葉に、壁に手をついて早穂子を後ろから抱いた、今朝の始の姿がよみがえる。最中は興奮して理性が吹っ飛んでいるのだが、思い返すとやたらいやらしいし、恥ずかしくてたまらない。

「もうっ……！」

　早穂子は一気に顔を真っ赤にして、始の胸元をグーで叩いていた。

「アハハッ！」

　始はケラケラと笑って、機嫌を取るように早穂子の肩を抱き頬を寄せる。

「さ、まず食器から選ぼう」

　そうやって、和食器、洋食器、ティーセット、そして料理をするための台所用品などを選んで、配送の手続きをする。

「山邑様、ラウンジでお待ちいただければ、商品を個別にお持ちして選んでいただけるように準備いたしますが」

　始が出した外商用のカードで、彼が誰だかすぐに把握したのだろう。百貨店の女性店員が、少し慌てたようにカウンターで始に進言する。

　だが始は笑って首を振った。

「あ、そういうの今日はいいよ。今、彼女とデート中だし」

「さようでございますか」

　店員はフフッと微笑んでうなずいた。

　特別待遇なんかしてもらわなくてもいい。いずれ始は自分の立場にふさわしい立ち居振る舞いをしなければならないのだろうけれど、今、自分たちはどこにでもいる、ただの恋人同士だ。肩を並べて、ああでもないこうでもないと、他愛もない会話で盛り上がっていたい。

「――早穂子、ごめん。電話だ」

　そこでふと、始が胸元からスマホを出して少し眉を下げる。おそらく電話の相手は出ないといけない立場の人なのだろう。

「わかりました」

「このあたりで待っててね、ごめん」

　始は足早に売り場から離れ、フロアの端へと向かっていった。

　早穂子は何気なく和食器を手に取る。普段よく使っている波佐見焼の焼き物だ。

「これ、かわいい……」

「――それは、先週入荷したばかりの新作なんですよ」

「そうなんですね」

　平皿を持ったまま振り返ると、そこに黒のパンツスーツ姿の女性が立っていた。

「あっ……！」

「こんにちは」

　彼女はにっこりと笑って、それから棒立ちになったままの早穂子が持った皿を手に取った。

「どっ、どっ、どうしてここに？」

　早穂子はおろおろしながら問いかける。

　そう、そこにいるのは涼音だった。彼女の顔を見るのもかなり久しぶりだ。

「南天百貨店さんは、大事な取引先ですもの。まさかここで会えるなんてね」

　涼音はそう言って、手にしたお皿を軽く持ち上げる。

「ねえ。これ、プレゼントさせてくれない？」

「え？」

「いつかの意地悪のお詫わびよ」

　彼女の言葉で、脳裏に過去の映像が走馬灯のように駆け巡った。

　早穂子の部屋に泊まりに来るはずだった始が、涼音との仕事を優先させたこと。

　早穂子が見ていることに気が付いていながら、涼音が始と親しげなそぶりを見せたこと。

　今思い返せば、あれほど傷つく必要はなかったのかもしれないと思うが、不安定だった早穂子は揺れてしまった。

　嫉妬で目を曇らせ、ひとりで苦しんでしまった。

「――いいえ」

　早穂子の胸には、いろいろ思いはこみあげてきたが、結局、首を振っていた。

「お詫びなんて……いいんです」

「でも……」

　涼音は少し困ったように首をかしげる。

「だって、私たち、お互い悪いことをしたわけじゃないでしょう？」

　法に触れたわけでもない、彼女も自分も、始をそれぞれ、好きだっただけだ。

　じっと涼音を見つめ返す。

　涼音は以前会ったときよりも髪が伸びていて、さらにたおやかに美しく見えた。

　だがその瞳はどこか寂しそうにも見えて……。

「そう……。本当にあなたって……勝てないわね」

　涼音はそう言って柔らかく微笑むと、その場を立ち去ってしまった。

（勝てない……か。涼音さんは、始さんに想いを告げたのかな。それとも言わずじまいだったのかな……）

　正直わからない。どっちもありそうといえばありそうだが、涼音はなにも言わなかった。だからわざわざそれを始に確かめるつもりもない。

　もうこんなことで始との関係は揺らがないはずだから。

　それからしばらくして、「ごめんね」と始が駆け足で近づいてくる。電話は終わったらしい。

「ううん、大丈夫ですよ」

「次はカーテン見に行こうか」

　始は当然のように早穂子の手を取って歩き始める。

（今は、隣にいるこの人を信じて、支え合えたら……それでいい）

　他人に振り回されるのは、もうやめにすると決めたのだ。




　買い物を終え、地下駐車場に停めていた車に乗り込み、シートベルトを締める。

　始が車のエンジンをかけたところで、

「ところで、来週の土曜日、予定あるかな」

　と、問いかける。

「え？　特に……今のところは」

　ゆず夫妻の新居には来週遊びに行く予定だが、それ以外は特にない。

「だったらその……俺の両親と会ってくれない？」

「――え？」

　目をぱちくりさせると、始が少し照れたようにうつむく。

「実はね、さっきの電話、父だったんだ。付き合っている女性がいるって話したら、一緒に食事でもどうかって」

　絶句する早穂子を見て、始は慌てたように顔をのぞき込む。

「ずっと心配かけてたからね。三十半ばにして、ようやく俺にも大事な人ができましたって、安心させたいんだけど、困る？」

「……始さん」

　彼の親しい人こそ、始の孤独を憂いていた。だから今こそ両親を安心させたいという始の気持ちも理解できるし、同時に彼のご両親の気持ちも痛いほどわかる。

「その……わかりました。ちょっと緊張しますけど」

　早穂子は肩に力を込めて答えた。

　始の父親は山邑リゾートの社長である。だが彼の社会的身分よりも、始の父親だと思うほうがよっぽどプレッシャーを感じるが、こればかりは仕方ないだろう。

「よかった……」

　ほっとしたように始は息を吐いて、そして早穂子の頬にかかるショートボブの髪を指ですくって耳にかけた。

「でもまぁ、両親を安心させたいっていうのに嘘はないんだけど、それだけじゃないんだ」

「というと？」

　まだなにか驚かされるのだろうか。少し身構えつつ早穂子がおそるおそる首をかしげると、始が声を抑えてささやいた。

「こうやって既成事実を地道に積み上げて、きみの目に映る男を完全に、俺だけにしたい」

　甘やかな輝きが始の紅茶色の瞳に宿り、星のようにきらめく。

「欲しがりな俺に幻滅する？」

「そんなわけないじゃないですか」

　早穂子が笑って答えると、始もつられるように笑って。少しまぶしそうに目を細めた。

「俺はきみにずっと恋してるよ、早穂子」

　始が頬を傾けて、助手席の早穂子に軽く口づける。

「私もです、始さん」

　早穂子もそう答えて、彼のシャツをつかみ、引き寄せた。

　唇が重なるだけで胸がときめく。

　指先を絡ませると幸せな気持ちで胸が満たされる。

　二年半も前から引きずり続けた恋は、始まったばかり。

　きっとこれからも始とは仲良くしたり、たまにはケンカをしたりして、それでも続いていくだろう。

　だが確かに今、自分たちは恋をしている。

　始まったばかりで、そしてこれからも永遠に続く恋を――。
















書き下ろし番外編










ベイビー・ドント・クライ




　もう二度と大事な人を泣かせないと誓ったはずなのに、それを守るのはなかなか難かしいものだ。

　まさか俺が〝父親〟になるなんて、誰が信じられる？




「ね、俺のお姫様。泣くのは苦しいだろ？　そろそろ泣きやんでもいいんじゃないかな……」

「ぴぃぃぃぃにゃあぁぁぁぁぁ！」

　腕の中の〝お姫様〟が海老のように仰け反りながら泣いている。普段はふにゃふにゃしているのに、こういうときはまるで鉄板みたいに硬くなるから不思議だ。

　山邑リゾートは男女ともに育児休暇を取ることを推奨している。始も当然のように育児休暇を取得した。

　それからずっとお風呂と寝かしつけは始がやっていたのだが、つい最近どうしても始が行かなければならない海外出張があり、二週間ほど家を空けていた。

　そのせいで若干、娘と距離がある気がする。

「えっと……おしめは濡れてない、離乳食はなんとか食べさせた、抱っこがいやなのかなって下ろすと、もっと泣く……やっぱり背中にスイッチがあるのかな……？　とりあえず抱っこしておこうか……うん、それがいいね」

　腕に抱いた娘をゆらゆらと揺らしながら、始は白いリビングの壁にかかっている時計を見上げた。

「まだ、二時だ……」

　早穂子が帰宅するまで、あと三時間ほどある。

　今日、愛する妻の早穂子は朝から始の母と一緒に買い物に行っている。

　自分も当然一緒に行くつもりだったのだが、母に『たまには早穂子さんにお休みをあげなさいよ』と言われて、娘とふたりで留守番となったのだ。

　だったら早穂子ひとりで自由時間を過ごしてもらったほうがいいのでは、と言ったのだが、なぜか早穂子は母のことが大好きで『お母様とふたりで出かけたいな』とウキウキ出かけてしまった。

　ちょっとだけ寂しい気分になったのは言うまでもない。

「そうだ、パパとお散歩でも行く？」

　窓辺でゆらゆらしながら、腕の中の娘に問いかけてみたが、今は二月で特別冷え込む。

「いや、風邪でも引いたら大変だな……」

　始はぶんぶんと首を振って、娘を見下ろした。

　むにゃむにゃと動く唇を眺めていると、ほっこりした気分になる。

「ママは毎日頑張ってるから今日くらいは気分転換してほしいね。さぁ、パパが子守唄を歌ってあげるよ。ママはこれが好きでね。君が生まれたばかりの頃は、きみとママに、よく歌って寝かしつけてあげていたんだ」

　そして適当な鼻歌を歌い聞かせていると、ようやく泣きやんだ彼女はゆっくりと眠りに落ちていく。

　頬にちょっとだけ残った涙を指先でぬぐって、始はじいっと食い入るように娘を見つめた。

「かわいいなぁ……本当に、かわいいなぁ……」

　生まれたときは始にそっくりだと言われたが、一歳を目前にして、顔立ちがはっきりし始めると、早穂子にも似てきた気がする。

　特に愛らしい唇は、早穂子にそっくりだと思う。正直、延々と見ていられる。

　ちなみにそのことを早穂子に話したら、

『そう？　相変わらず始さんにうりふたつだと思うけど……』

　と首をひねっていた。

　だが自分ほど早穂子の唇を見つめている人間はいないので、絶対に間違っていない自信がある。

　ちなみにこのことをユキに説明したら『言いたいことはわかる……』と同意のような、そうではないような、不思議なリアクションをされてしまった。

　彼も妻子を目に入れても痛くないと言わんばかりに溺愛しているので、おそらく似たような経験をしたのかもしれない。

　ちくたくと、時計の針の音がリビングに響く。

　完全に寝入ってしまったのか、腕の中がずっしりと重くなった。

「生まれてそろそろ一年、体重は約三倍になったんだよなぁ……重くて当然だな」

　始はフフッと笑って、起こさないようにそーっとリビングのソファーに腰かける。

　今、家族三人で住んでいるのは、始が帰国したときに借りたマンションだ。気に入っているが、数年内には家を建てるつもりでいる。

　娘が小さいうちは日本で暮らして、ある程度大きくなったら海外で暮らしてもいいとも、考えている。

　彼女は大きくなったら、父親の自分にどんな夢を語ってくれるだろう。

　山邑リゾートを継ぎたいと言うだろうか。

　それともなにか自分でやりたいことを見つけるだろうか。

　だが彼女の選択がなんであれ、始はその夢を応援するつもりでいる。

　始は兄と話ができなかったことをずっと後悔していた。

　確かに自分は幼かったが、それでも兄とコミュニケーションをとれたはずだと、あれから二十年以上経った今でも思う。

「ねぇ、君はどんな風に生きたい？」

　始の問いかけに、娘のまつ毛の先が応えるように震えた。




　それから間もなくして、玄関からカチャリと鍵が開く音がした。

　顔を上げると、「ただいまぁ」と愛する妻の声が響く。

「おかえり」

　小さく返事をすると、早穂子が足音を立てないようにそうっとリビングに入ってきて、ソファーの上の始と娘を見て愛おしげに目を細める。

「早いね。もっとゆっくりしてきたらよかったのに」

「お母様にもそう言われたんだけど」

　早穂子はそう言って持っていた荷物を床に下ろすと、うがいと手洗いをしてまた戻ってきて始の隣に腰を下ろし、始の肩にもたれて目を閉じる。

「私が早く帰って、ふたりの顔を見たくなっちゃったの」

「そんなこと言われたら、すごくときめくんだけど？」

「――だったらいいなって思って、言ったのよ」

　少し恥ずかしそうな早穂子の顔を見ると、たまらなく胸が締めつけられる。

（俺は本当に、ずっとこの人に恋をしているんだろうな）

　腕の中の天使はすやすやと眠っている。

　ベビーベッドに寝かせてもスイッチが入らないといいなと思いながら、始は早穂子の顔をのぞき込み、そっと額にキスをした。




End










あとがき




　ベリーズ文庫ではお久しぶりになります、あさぎ千夜春です。

　今作は、『最初からくっついてるカップルが長い時間をかけて心を寄り添わせた結果、別れると決めてしまう』までが大半の長いお話になります。

　どう考えてもウケる要素がないねぇ、と思っていたのですが、ご縁があってこうやって一冊の本にして、皆さんにお届けすることができました。




　さて今回のヒーローの『山邑始』はいわゆる調整役というか、人と人の間をとりもったりするのが好きで、ムードメーカーで、誰にも好かれる明るいキャラクターです。私の過去作のあちこちで顔を出しています。

　面白い人間なのですが、彼が恋をしたらどんなふうだろうな？と思い始めたのが、このお話ができた切っ掛けかもしれません。

　そしていざ書き始めて、大変苦労しました。

　でもすごく楽しかったなぁ。

　なぜなら私、面倒くさい男が大好きなんですよね。

　頭でっかちな男がただ恋をする、どうしようもなく恋に落ちてしまう、そこに萌えるんです。

　できたらこれからも、私らしい面倒くさい男を書き続けられたらな、と思います。




　あとがきまで読んでくださってありがとうございました。

　この本を読者の皆様にお届けできて本当に良かったです。

　ご担当者様や、関係者の皆様に感謝しかありません。

　また最高に素敵なカバーイラストを描いてくださったうすくち先生、本当にありがとうございました。




　またどこかでお会いできたら嬉しいです。




あさぎ千ち夜よ春はる
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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